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「あ、おーい、上うえ野の原はら！」

　──日曜日の朝。遅く来た五月晴れな空の下。

　俺は駐輪場にバイクを停め、『峡きよう国ごく市立図書館』と書かれた表札プレートの前に佇たたずむ〝幼おさな馴な染じみ〟──上野原彩あや乃のの元に駆け寄った。

　上野原はそんな俺に気づくと、手に持っていたスマホをバッグに仕舞ってからこちらを向く。

「すまん、道が混んでて遅れた。待ったか？」

「ううん、そんなでも」

　無表情な顔のまま答え、さらり、と肩にかかった髪を後ろに流す。

　なんて言いながら、しっかり15分前には着いていたはずだ。集合時間に間に合うバスはその時間しかないもんな。まったく〝ツンデレ〟はこれだから。

「暑かったろ。中入ってればよかったのに……相変わらず律儀だな」

「入ってから捜し回るの面倒でしょ。ここなら絶対目につくじゃん」

　無駄な時間使いたくないし、とこれまた感情を感じさせない声で返された。はいはい、ツンデレツンデレ。

　ふと風が吹き、髪がなびいた。

　上野原はシンプルなＴシャツの上に薄手のパーカを羽織り、大きめのトートバッグを肩にかけている。下は青空を思わせる水色のワイドパンツ。まさにお出かけ用、といった格好だ。

「……うん。よく似合ってると思うぞ」

「褒めても何も出ないけどね」

「ただの本音だ。褒める時はちゃんと褒めるって知ってるだろ？」

「はいはい」

　くりくり、と後ろ髪をいじりながら相あい槌づちを打つ上野原。ツンデ（以下略）。

　俺はやれやれと肩を竦すくめてから、建物の方へと向き直す。

「じゃあ入ろう。とりあえず席確保しなきゃな」

「それなら、先に個室の方予約しといた。そっちのがいいでしょ？」

　ちら、と伏し目がちにこちらを流し見る。

「ん、そうだな……一応、人目がない方が落ち着けるか。俺はだれが見てても構わないけど」

「馬鹿。そんなの無理に決まってるじゃん」

　ふるふる、と嫌そうな顔で首を振る上野原。照れるなってこの（全略）。

「よし──じゃ、行くぞ」

「うん」




　──休日の図書館。

　いつもとは違う私服に身を包み、みんなに内緒で集まった俺たちは。

　二人だけの密室で──。




「──さぁ、今日も元気に〝ラブコメ実現計画〟の準備を進めるゾォ！」

「ほら、そうやってすぐ騒ぐ。個室以外の選択肢ないじゃん」




　◆




　峡きよう国ごく市立図書館は、市の東側にあるモダンな雰囲気の施設で、休日は市民の他に自習目的の学生で賑にぎわう。

　学生といっても、うちの高校──峡きよう国ごく西にし高校、通称峡きよう西にしの生徒は全くいない。距離的に遠いのと、駅前にできたばかりの県立図書館の方が綺き麗れいだし広いから、普通はそっちに行くのだ。

　顔見知りとの遭遇率が低いのに加え、申請すればプロジェクターなど設備の整った小会議室を貸してくれるので、休みの日の会議場所として利用することがちょいちょいあった。

　ちなみに、今日の調査に必要な資料が充実してるのも大きな理由だ。

「──よっ、と。とりあえずあるだけ持ってきた」

　後ろ手にドアを閉め、小脇に抱えた『峡国市地域広報誌』をテーブルにドサリと置いた。

　それから適当な一つを手に取ってぺらぺらページをめくる。

「これのどこかに……と、あった。コレコレ」

　該当ページを開いてから、早くもお菓子を摘まんでいる上野原さとうまじんの方に向けて見せる。

「……『西地区・清掃活動報告』？」

「そそ。今日はこの実績データをまとめようと思う」

　上うえ野の原はらはパックのいちご牛乳を一口飲んでから「あぁ」と頷うなずいた。

「だいたい理解した。次の『地域清掃ボランティア』用の調査ってこと？」

「おお、さすがは名共犯者。ラブコメに重要そうなイベントはしっかり押さえてんな」

「何が重要かは全くわかんないけど、直近のイベントってそれしかないし」

　──毎年６月末に行われる学校規模のイベント。

　それが『地域清掃ボランティア』だ。

　趣旨はそのまま、峡西周辺のゴミ拾いをして地域貢献しましょう、というものである。平日の午後の時間を丸々使って実施される、全校生徒参加の恒例行事だった。

「授業時間削ってまでやる必要ある？　って感じはするけどね。梅雨の時期でもあるし」

「スケジュールの空きがここしかないんだよ。あと表向きは地域貢献を謳うたってるけど、本音は近隣住民のご機嫌取りらしい。部活の騒音とか学祭の交通規制とか、色々と迷惑かけることも多いからな。その分、雨やらゴミやらで汚れるくらいは我慢しろ、ってことだ」

「その裏事情のがよっぽど汚いと思うんだけど」

「峡きよう西にしがお祭り学校できてる背景には、その手の地道な積み重ねがあるんだろ。支持者作りに世論操作、根回しなくしてラブコメは成らず」

「ますますラブコメがわかんないな……」

　上うえ野の原はらは額に手を当ててため息をつく。

　精進が足りてないな、まったく。早く布教したラノベ読めよ。

「でもやることは変わらずゴミ拾いでしょ？　それの何がどう〝計画〟に繋つながるの？」

　ミニ最中もなかをひょいと口に運びながら聞いてくる上野原。相変わらず消費スピードやべぇな、それもう何個目だよ。お徳用詰め合わせパックにしといてよかった。

「単なる清掃活動ならそうかもだが、峡西のはちと趣向が違ってな。イベントを主導してる生徒会の意向で、集めたゴミの量で勝敗を決めるクラス対抗戦になってるんだ」

　お祭り学校らしいというべきか、うちの高校は何かとイベントごとに盛り上がり要素を入れたがる。今回の『地域清掃ボランティア』もその一つだ。

「各クラス事前に担当したいブロックの希望を出して、制限時間内にどれだけゴミを集められるかで競う。上位のクラスにはちょっとした景品も配られるようだし、学祭とか体育祭の前ぜん哨しよう戦せん、って感じで、例年そこそこ盛り上がるらしい」

　前期は他にこの手のクラス対抗イベントってないからな。息抜きにもちょうどいいんだろう。

「そして、学祭や体育祭は言うまでもなくラブコメにおける重要イベント。その前に似た性質のイベントがあるんだから、それを活用しない手はない、ってわけだ」

「ふーん……要は本番前の練習台として使いたい、って話？」

「そそ」

　俺は頷うなずいて、イベントへと想いを馳はせる。

「勝利に向けクラス一丸となって戦うなか、〝友人キャラ〟と育まれる友情。そして急速に進む〝ヒロイン〟との関係！　まさにラブコメのド王道テンプレ！」

「言うてゴミ拾いでそこまで深まるとは思えないけどね」

「そしてワンチャン、ゴミに足を取られて転びそうになる〝メインヒロイン清里さん〟を守ってラッキースケベ、もうワンチャン水溜まりにバシャーンからのラッキースケスケ！」

「それはない。あと発想が最悪」

「まー、さすがに某ラブコメみたくアイドルなヒロインのストーカーが現れてフルボッコって展開は無理だろうが……」

「あ、それなら耕こう平へいが出てくだけで実現可能じゃん？」

「〝主人公おれ〟の役はストーカーそつちじゃねぇよ!?」

　ちゃんと法律の範囲内で調査してるってば！

　しれっとした顔でジュースを飲む上うえ野の原はらにグヌりつつも、いつものことかと気を落ち着ける。この手のやりとりにもだいぶ慣れてきたな。

「ごほん。それで、勝負事を最大限盛り上げるためには、やはり優勝争いに持ち込むのが一番だ。今回のイベントだと、勝敗の決め手はゴミの量──つまり、ゴミがたくさん落ちてそうなブロックを担当できるかどうかにかかってる」

　美術館などの清掃の行き届いた施設が含まれるブロックと、公園や河川敷などのフリースペースが多いブロックとではゴミの量に差が出るのは明白だ。当然、選ぶなら後者である。

　ちなみに例年の実績だと、河川敷ブロックが一番人気で優勝常連。逆に、可もなく不可もなくな西ブロックが余り物扱いの不人気エリアらしい。

「ああ、なるほどね。だからコレで事前にデータを集めようって話なわけ」

　ぽんぽん、と地域広報誌の山を叩たたいた。

　さすが、相変わらず優秀な〝共犯者〟だ。話が早くて助かる。

「自治会でやってる清掃活動報告が一番実態に近いデータだからな。市の公式サイトにあるゴミ収集量も参考にしつつ『ゴミポテンシャル値』を計算して、どのブロックが最適か探るぞ」

「うん、方法論は間違ってないんだけど、ガチすぎてキモい」

「ディスも相変わらずなんだよなぁ、この〝ツンデレ〟めー」

「それ一言で論破した顔してるのほんと腹立つ」

　上野原は嫌そうに眉まゆ根ねを寄せてから、自販機で買ったらしいパックのいちご牛乳をちゅーちゅーとすすった。しかし和菓子にいちご牛乳て、もう少し組み合わせ考えようよ……。

「じゃあ始めるぞ。入力用のデータシート送っといたから、スマホで数値入力してってくれ」

「それはいいとして……そもそも問題、希望通りのブロックなんて担当できるの？」

「うん？　他クラスとバッティングするかも、って話か？」

　希望制である以上、当然希望ブロックの重複はありうる。その場合は抽選で当落が決まり、外れた場合は第２、第３希望に流れていくのが通例だ。

「まぁ、生徒会の抽選をコントロールするのは流石さすがに不可能だからな……他クラスの希望情報を事前に収集して、重複しない場所を選ぶことで対処しようと思ってる」

　そのためのゴミ量調査でもあるからな。なんとなくの印象に惑わされず、数字をベースに検証すれば穴場的なブロックがあるかもしれないし。

　と、上野原はしばし考え込むように黙ってから口を開いた。

「そっちよりも、４組クラスの人たちの合意は取れるのかって方が心配、かな。クラス単位で動くんだし、希望出す前に決は採らなきゃでしょ？」

「あぁ……それもあるか」

　もっともな懸念ではあるが、まぁ。

「つっても、クラスの大半は俺ラブコメのノリを受け入れてくれたしな。最悪、多数決に持っていきさえすれば通るだろ」

　この間の〝上うえ野の原はら幼おさな馴な染じみ化イベント〟の時の反応や、俺への印象調査の結果を見る限り、少なく見積もっても過半数は賛同してくれると踏んでいる、のだが。

「……ん、そっか」

　そう答える上野原は、悩ましげな様子のまま。

　何か他に問題でも……と、そうか。

「あれか、勝かつ沼ぬまグループの動きが気になるとか？」

　ラブコメ適性Ｅの勝沼あゆみを中心とする、勝沼グループ。

　入学からしばらくになるが、未だに連中とは良好な関係を築けていない。なんせ、中心人物である勝沼に嫌われているのがキツすぎる。

　可能な限り対立は避けるように動いているし、この前の〝イベント〟以来、いやがらせなり妨害なりを受けることはなかったが、依然リスク要因であることに変わりはない。

「勝沼さん……ううん。いや、うん、それもあるかも」

　上野原はなぜだか一度否定してから言い直し、頷うなずいた。

　うーん？

「まぁ確かに勝沼が反発してくる可能性は十分あるし、注視の必要はあるが」

「ん……」

「ただ最大派閥っつっても、全部で10人程度だしな。仮にグループ全員が反対に回ったとしても大丈夫だと思うぞ」

　本当は全会一致が一番なんだけど、実際問題、今の段階でそれは厳しいだろうし。

　上野原は答えずに口元を手で覆いながら俯うつむいた。

「──そもそも集団行動にどう反応するかが未知数、か。どこまで影響力があるかもわかんないし。場を荒らすことにメリットはないと思うけど──」

　ぶつぶつと呟つぶやきつつ、しきりにこくこくと頷いている。

　あー、ガチの思考モードだ。何を考えているか気になるけど、聞いても結論しか教えてくれないんだよな……基本間違ったこと言わないからいいけど……。

　とりあえず何か心配事があるっぽいし、念には念がいいかな。

「わかった。どのみち、希望表提出の締め切りまでまだ時間あるし、試しに今度ＨＲの議題として出して様子を見ることにする。それでどうだ？」

「うん。それがいいと思う」

　こくん、とはっきり首しゆ肯こうが返ってきた。

　よし、なら当面の方針は決まりだ。

「それじゃ、作業に入るぞ。会議室のレンタル時間もあるし、サクサクやっちまおう」

「あ、その前にコンビニで追加のお菓子買ってくる」

「お徳用パックでも耐えられなかったか……！」




　◆




　翌日、週明けの月曜日。

　俺はいつもの時間に登校し、手早く授業の準備を済ませた。

　教室では各所で談笑の声が聞こえる。入学当初にあった遠慮がちな雰囲気はだいぶなくなって、やっと『ホームルーム』という言葉が馴な染じんできた感じだ。

「ういーす、委員長」

「ん、よう、常葉ときわ」

　と、朝練を終えて登校してきた〝親友キャラ〟──常葉英えい治じが、ぽん、と肩を叩たたいて挨あい拶さつしてきた。

「あー、腹減った。メシ食べよメシー」

「ちょ、朝からカツってどんなチョイスだ……？」

　隣席で広げられた朝弁には、卵とじになったカツがギッチリ詰まってる。肉好きなのはいいとしても、朝に食う重さじゃないと思うぞ。

「これは昨日のあまりもの！　オカンが持って帰ってきたんだー」

「おー、確か定食屋で働いてるんだっけ？」

　すかさず脳内〝友達ノート〟の情報を引っ張り出して答える。先々週に起こした〝寄り道イベント（Ⅳ）〟の時に一瞬そのネタが出たからな。俺の記憶データに抜かりはない。

「そそ。まー、昨日は仕事じゃなくて、親族の無む尽じんの残りをもらってきた感じだけどなー」

「ふぅん……？」

　ちなみに『無む尽じん』とは、主に親しい友人や職場仲間たちと行われる定期開催型の飲み会、ないし食事会のことを言う。毎月、予算を積み立てて、貯まったらメンバーで旅行に行ったりするケースもあったり。他県よそにはない言葉らしいから、ウチ固有の文化っぽい。

　しかし、親族会か。今時珍しい気もするが、常葉の家は田舎の方だからその手の風習が残ってるのかな？

「まぁなんにせよ早く食っちゃえよ。その量はさすがに急がないと厳しいだろ？」

「ふぉーふぁふぁー」

　言い終わる前から、常葉は弁当を搔かき込み始めていた。

「あ、委員ふぉーも食ふぇる？」

　と、常葉が箸で摘まんだカツをこちらにひょいと差し出してきた。

「気持ちだけ貰もらっとく。あと男同士でアーンはやめとこう」

「え、でもこの前、ラーメン屋で回し食いしたじゃん？」

「そういうことじゃないんだ、アーンと回し食いじゃ天と地ほどの差があるんだ」

　ジャンルが違うんです、ジャンルが。そういうのやるとね、腐った女子にグイグイ来られちゃいますよ。常×長とか言われちゃうんですよ。まぁ、腐女子な美少女なんて現実うちのクラスにゃいないけどな！

　うまそうにカツを頰ほお張ばる常葉ときわを見ていたらなんとなく口寂しくなったので、眠気覚まし用のボトルガムでお茶を濁すことにする。

「──わりぃ、俺にも１個くれ」

「ん……おはよ、鳥とり沢さわ」

　通りがかりざま、ボトルからひょいと一粒ガムをくすねていったのは〝有能イケメンキャラ〟──鳥沢翔かけるだ。

　眠たげに眼を擦こすっているから、また徹夜明けだろう。

「今日も朝までやってたの？　最近多くない？」

「作曲が間に合ってねぇんだよな……あと２曲」

「次のライブ用だっけ？」

「部活のやつも追加だ。新曲がバズったせいで頼まれちまった」

　気け怠だるげなイケボであくび混じりに答える鳥沢。

　つい先週、YuuTubeユウツーブで公開した作詞・作曲・演奏・ボーカルもろもろ鳥沢一人でやった新曲のＭＶが好評で、ＵＰ後１日足らずで１万再生を超えていた。ちなみにコメ欄は「イケメン」で埋め尽くされていた。これだからイケメンはイケメンで困る。

「とりあえずどんまい。また手伝えることがあったら言ってくれ。譜面の打ち込みとか、細こま々ごましたことならいくらでもやるぞ」

「おー」

　ふらふらと自席に歩いていく鳥沢。

　んー、あそこまでヘロヘロな姿も珍しい。無理してたりしないかな……。

「鳥ふぁふぁ、ちょっふぉ、心ふぁいだふぁー」

「そうだなぁ」

　とりあえず後で眠○打破でも差し入れすっか。

　そんなことを俺が思っていると。




「──おはよ、長なが坂さかくん！」




　背後から鈴の音のようによく通る声が響く。

　俺の〝計画〟における〝メインヒロイン〟──清きよ里さと芽め衣いさんの登場だ。

「おはよ、清きよ里さとさん」

「芽め衣いふぁん。おふぁふぉー！」

「常葉ときわくんもおはよー。今日は朝からボリューミーなお弁当だねぇ」

　にこり、とこれまたいつも通りの、天使の笑顔。

「長なが坂さかくんはガム？　眠気覚ましかな？」

「あー、常葉の見てたらなんとなくね。他に食べるものもないし、これで我慢しようかなって」

「あはは、なるほどねー。あ、ビスケットならあるけど、食べる？」

「えっ、いいの？」

「うん、１個１００円ね！」

「高くない!?」

　しかも地味に払えちゃう金額だからタチが悪い！

「昨日本買ったらお小遣い尽きちゃって。今月はこれが最後の贅沢なの」

「おぉ、マジか……それなら少しくらい課金スパチヤしても……」

「あはは、冗談だってばー！　でも募金ならいくらでも受け付けますよ？」

　にこにこと笑いながら、通学鞄を漁あさる清里さん。

　奥の方から箱に入ったビスケットを取り出し、ぺりぺりと封を開けた。中で３枚ずつ小包装になっているやつだ。

「はい、お一つどうぞ。さっき買ってきたのだから新鮮だよ！」

「ビスケットに新鮮て。てか１枚どころじゃないけど、本当にいいの？」

「うん、一箱全部は食べられないから。元々誰かに分けるつもりだったんだ」

　遠慮なくどうぞ、と僅わずかに首を傾け、両手の平の上にちょこんと置いた箱を差し出される。

　あぁそのポーズ、二次元っぽくて可愛かわいい……しゅき……。

　俺はお礼を言って一つ手に取り、早速封を開ける。

　清里さんはもう一度笑ってから箱を仕舞って、席を離れた。

　いやー、今日も今日とてナチュラルに〝ヒロイン〟してるよなぁ、清里さんは。常に笑顔だし、気遣い屋だし。

　何より、相手に気負わせることなく会話できる、ってのがすごい。しかも彼女は、それをクラスメイト全員にやってのけるのだ。

　たとえば──。




　──オタクグループの中心的男子に対するケース。

「あ、清里さん。おはおはー」

「おっはよー、穴あな山やまくん。あ、この間借りてた漫画返すね！」

「んおっ、どうどう？　最近のバトル漫画の中じゃボク的ベストチョイスだったんだけど？」

「うん、超面白かったよー！　地獄での戦いとかヤバいセンスしてて震えた。私はお下げの人めっちゃ好きだなー」

「わかりみが深い！　じゃあじゃあ、次は同じ雑誌でイチオシのがあるんだけど──」




　──運動部のリーダー的女子に対するケース。

「メイ。テニスボール、ウチの部室の前に転がってたんだけど。ちゃんと片付けろっての」

「あっ、イズミ！　拾ってくれてサンキュ！　カゴから落ちたかな？」

「そりゃあんだけ詰め込んでりゃ落ちるでしょ。大雑把なヤツなんだから」

「往復は一度で済ませたいお年頃なのー。テニスコート遠いんだもん」

「どんな年頃だよ」




　──チャラノリ集団のムードメーカー的男子に対するケース。

「おっ芽め衣いちゃん！　今日も朝からめっちゃカワイイ！」

「井い出でくんも朝からめちゃイケメン！」

「いやいや、別にいつも通りじゃん？　ひょっとしてなんか違って見えるとか？」

「ワックスを変えた！　アレンジもいい感じ、グッジョブ！」

「うっそ、マジで!?　すげー、やっぱ芽衣ちゃんにはわかっちゃうかー！」

「あはは、そりゃわかっちゃうよー。ちゃんと見てればすぐね！」




　──と、まぁ、こんな風に。

　もうすっかりみんなと仲良しで、クラスメイト全員とあれだけ自然に接することができるのは清きよ里さとさんだけだ。それでいて偉ぶったり出しゃばったりすることもないから、余計に好感が持てるというもの。

「芽衣ちゃんってさー。どこにいてもすっごい馴な染じんでるよなー」

　隣で箸を休めながら、ふと常葉ときわが呟つぶやいた。

　そう、そうなのだ。

　あの子はどんな相手と話していても、どんなグループの中にいても、そこでそうしていることがすごくしっくりとくるんだ。

　だからなのか──あれだけの容姿とスペックなのに、なぜか目立たない。

　どこにいてもハマりが良すぎるせいか、知らぬ間に清里さん自身の印象が霞んで見えるというか。

　例えるなら、確実にそこにあるんだけど、普段はあることなんて意識しない『空気』のような──。




「──ちょっと、そこ退どいてくれません？　センパイ」




　横合いから唐突に、キンと耳を刺す声が投げかけられた。

　……あぁもう。

　デジャヴを感じる展開だな。

「……よう勝かつ沼ぬま。おはよ」

「チッ、聞こえませんでしたー？　邪魔なんだっつの」

　わざとらしく舌打ちをしてから腕を組み、苛いら立だたしげに俺を見下ろす姿。

　パーマをガンガンにかけた金髪のロングヘア。バッチバチにキメたメイク。着崩しに着崩した制服姿に、品も配慮もない言葉遣い──。

　ラブコメ適性Ｅ。〝非適性人物〟筆頭──勝沼あゆみ出現。

　俺はため息をつく。

　ここのところ大人しかったのに、またいちゃもんつけに来たのか。こうも似たようなタイミングで来られると流石さすがにワンパターンで飽きてくるぞ。

「邪魔って言われてもな……ここ俺の席だし」

「は？　だから何。エイジと話あっからどけって言ってんだよ」

　そりゃまた図々しいことこの上ないな！

「あー、こっちが下した手てに出てお願いしてやってんのに、マジないわ。つか、なんで自分とこのクラスで敬語使わなきゃなんねーの？　ほんっとダルいんだけど」

　突っ込みどころしかないぞ、こんにゃろう！

　あまりに無遠慮な物言いに何か言い返してやろうかと思っていると、困り顔の常葉ときわが口を挟んできた。

「あゆみ、ダメだって言ってるだろ。そういう態度はさー」

「ッ！　ンだよ！　エイジはいつもいつもコイツの味方すんのな！」

「だーかーらー、敵とか味方とか、そういうのは違うだろーって昨日も」

「あぁ、もういいからいいから。先生に頼まれてた配布物取りに行ってくる」

　俺は再びため息をついて席を立つ。

　こうなると俺が何を言っても逆効果にしかならないからな。その場から離れるのが一番角が立たなくて済む。

　勝沼は再び「チッ」と舌打ちをしてから、俺の退いた机の上にどかんと腰掛けた。

　おい、せっかく退どいたんだからせめて椅子に座れや。

「じゃあな常葉、また後で」

「さっさと消えろ浪人野郎。イカくせぇんだよ」

「イッ……！」

　考えうる中でも最低の煽あおり文句だ！　せめて童貞とかにしろって、それならぎりラブコメの範はん疇ちゆうだから！

　また発言適性下がるなぁ、と俺は軽い目め眩まいを覚えつつ、教室の出口へと向かう。

　心なしか、さっきよりも喧けん騒そうが控えめに感じられた。




　◆




「──それじゃ、今度の『地域清掃ボランティア』に関して相談です」

　帰りのＳＨＲ。俺は壇上でそう切り出した。

　先に終礼を終わらせたので、担任の十とお島しま先生はいない。そのため、クラスはリラックスした空気で満たされている。

「知ってる人もいるかと思いますが、今回のイベントはクラス対抗イベントです。ゴミを集めた量で勝敗が決まります」

「まるで実力至上主義っすわー。負けたら退学になりそう」

　壁際の前の席で、クラスのオタク勢筆頭──穴あな山やま駿しゆんが、隣のオタ友とそんなことを話しているのが聞こえた。ヒソヒソ声ながら、語り合う姿は楽しそうだ。

　うんうん、悪くない雰囲気だな。

　俺はさりげなく話題を拾って続ける。

「とはいえ、勝てば生徒会からちょっとした景品が貰もらえる、ってくらいの緩ゆるい勝負なので、ペナルティとかはないですけどね」

「いや、勝負に緩いも何もある？」

　と、今度は窓際の席から勝気な発言が聞こえた。体育会系運動部の中心的存在──小こ泉いずみ碧あおさんである。

　続けて方々で「小泉、お前は血の気多すぎ」「イズミは体育の授業でさえガチなんだからさー」との言葉がチラホラと。

　いいじゃんいいじゃん、そういうノリで行こ？

「つかさ、ゴミ拾いとか流石さすがにおもんなくね？　やってること町内会のジジババじゃん？」

　お次はど真ん中の席からペラっとした喋しやべり口調の反応が。チャラ系男子の中で一番のムードメーカー、井い出で政まさ成なりだ。

「ちなみに優勝賞品は生徒会のメチャ美人な先輩が手渡ししてくれるって。なんなら井出が代表者やる？」

「え、マジ？　忘れてたけど、ボランティアに興味あったわ俺」

　クイクイと長めの前髪を引っ張りつつ、軽さマックスな答えが返ってきた。

　そして「先輩目当てなのモロバレじゃん」「撃沈何人目ー？」とか周りの面々から囃はやし立てられている。

　うむうむ、相変わらずチョロくていいぞ。そういうキャラってわりかしラブコメ的にポイント高いからな。アリ寄りのアリ。

　そんなこんな、クラスメイトたちはそれぞれ仲のいいメンツと話を膨ふくらませている。教室に流れる空気は至ってポジティブで、特に問題はないように感じられた。

　──よし、これなら大丈夫そうだな。さくっと本題に入るとするか。

「えーそれで、生徒会に希望ブロックを提出しなきゃいけないわけですが。優勝を狙ねらうチームは例年河川敷ブロックを希望することが多いようです」

　ちなみにゴミポテンシャル値的にも河川敷が最上位だった。長年の実績はあながち間違いではない、ということなのだろう。

「ですが、その分競合も多いので……個人的には、隠れた優良ブロックを選んではどうかな、と思ってます」

　その言葉にクラスの一部がざわついた。ふふん、いいぞいいぞ、驚いてるな。

　上うえ野の原はらとの事前調査の結果、不人気なわりに意外とゴミポテンシャル値が高く、しかもちょうど清掃活動の前日にとあるイベントが開かれる予定の素晴らしいブロックを発見した。その手のイベントの開催場所としてはイレギュラーな場所だし、実際今年だけの特殊事例らしいから、事前に誰かに察知される確率もかなり低い。

　まず間違いなく第１希望として通り、優勝争いにも十分対応できるマル秘スポット。

「さて、それで、そのブロックですが──」

　俺がもったいぶった調子で調査結果を披露しようとした──。

　その時。




「──ハァ。くっそダルいんだけど」




　明らかに不機嫌そうなその声で、シン、と一瞬クラスが静まり返った。

　クラスメイトの視線が一斉に発言主の方へと集中する。




「つか、そもそもさぁ。なんでボランティアを強制されなきゃなんねーワケ？」




　──ああ、くそっ。

　このタイミングで邪魔してくるか、勝かつ沼ぬま！




　勝沼は頰ほお杖づえをつきながら脚を組み、切れ長の目と眉まゆを厳しく吊り上げている。

「ひびきもそう思わね？」

「言えてるーめんどーい」

　気け怠だるげに呼びかけに応えるのは、勝かつ沼ぬまに最も近い人物──玉たま幡はたひびき。

　そして、その言葉を呼び水に、他の面々が各所で声を上げ始めた。




「ボランティアしたい人だけでやればよくない？」「景品つったって、せいぜいジュースとかだろ？　時給換算いくらよ」「ならバイトした方がよっぽどマシってな」「そもそもゴミで汚れんのがイヤ」「最近あっついしさ、熱中症とかなったらどうすんの？」「あれじゃね！　カラオケあるとこにして時間つぶさね？」「それ賛成！」




　ちょっ、グループ全員かよ！

　流石さすがに無視できる声の量ではなく、俺は内心焦りながらも続けた。

「えーと応援練習と同じく、全学年全クラスでやる学校イベントなので、サボるわけには」

「んじゃさー。カラオケ行って店のゴミもらってくりゃ解決じゃん？　アタシ天才じゃね？」

　ふと名案を思いついた、という顔でグループの面々を見回す勝沼。

　すると連中はわっと一斉に賛同の声をあげた。

　当然ながら、店舗や民家のゴミをもらうのはイベント趣旨に反するためＮＧだ。各クラスに生徒会から監視役も付くし、バレたら一発でアウトである。

「いや、それだと失格に──」

「あぁ、ウッゼェな！　んなもん黙ってりゃバレねーだろ！」

　俺の言葉を遮さえぎるように教室中に轟とどろく大声が発せられる。

　空気がピシリ、とひび割れた気がした。

　──いけない。これは、よくない空気だ。

　俺は嫌いやな予感を覚え、パンパンと手を叩たたいて注目を集める。

「はい、静かに！　とにかく、一度決を採りたいと思います」

　これはもうもったいぶってる場合じゃない。さっさと方針だけでも決めてしまうべきだ。

　それまでの反応を見るに、勝沼グループ以外で明確に反発している人はいなかった。多数決でごり押せば通るはず！

「まず、優勝を狙ねらえるブロックを選ぶのに賛成の人、挙手をお願いします！」




　──だが。




「「「…………」」」




　クラスは静まり返っていて、誰一人手を挙げようとしない。

　──え、なんで？

「あ、えーと……」

　無反応？　無反応ってどういうことだ？

　ふと穴あな山やまの方を見ると、縮こまるように背中を丸めながら、どこか卑屈な表情でスマホを見ている。

　まるで「自分は何も言ってません、言うつもりもありません」という意思表示に見えた。

「はぁ……冷めるわ」

　予想外の展開に、俺がどうすべきか戸惑っていると、窓際の席からそんな声が漏れてきた。

「こ、小こ泉いずみさん？」

「もう部活の時間だし。あたしは何でもいいから、好きに決めちゃって」

　言いながら鞄を手に席を立つ。

　はっ？　ちょ、どうしてそうなる!?

「あの、待っ」

「じゃあね」

　聞く耳持たない様子でぴしゃりと言い放ち、教室から出て行ってしまう。

　その動きに呼応するかのように、運動部勢がぞろぞろと立ち上がり始める。みな一様に白けた雰囲気を漂わせていて、さっきまでのノリが嘘うそのように霧散していた。

「ちょっ、ちょいみんな、まだ決が……」

「あゆみパネェ！　やっぱカラオケのがおもろいわな！」

　ガタン、と席を立ち、囃はやし立てるように井い出でが声をあげる。

　ああもうっ、チョロイ奴はこれだからっ！　すぐ意見を翻ひるがえすなって！

　声をかけられた勝かつ沼ぬまの方は、どうでもよさそうな顔で井出を一いち瞥べつする。

「あたり前のことしか言ってねーし。つか声でけーよ、うざい」

「あっ、わりぃ……」

　バッサリ切られて鼻をひくつかせ、すごすごと席に座る井出。

　クラスの空気はすっかり萎しぼんで、ガヤガヤとうるさいのは勝沼グループだけ。残ったメンツも、すっかり興味を失ったという様子で早く解放してくれと言わんばかり。

　常葉ときわは勝沼の方を見ながらおろおろと戸惑いの表情で、鳥とり沢さわは机に突っ伏して寝息を立て、清きよ里さとさんは気まずげに苦笑している。

　当然ながら、多数決どころの話ではない。




　──あぁ、ちくしょう。




　やっぱり俺の現実は……そう都合よく、ラブコメなんてさせてくれないのだ。
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　放課後。いつもの〝Ｍ会議室〟。

　もはや定番となった最奥の席で、俺は頭を抱えている。

「くそっ、決を採るどころか、議題自体がうやむやだ！　勝かつ沼ぬまめ、ラブコメに何の恨みがあるってんだ……！」

「……そか、そうなったか」

　上うえ野の原はらは腕を組み、難しそうな顔で黙りこくった。

　念には念で事前チェックしておいてよかった。これが締め切りギリギリだったら詰んでたな。

　正面に座る上野原は「ふむ」と呟つぶやいてからオレンジジュース（Ｌサイズ）を一口飲んだ。

「そもそもさ、勝沼さんは何が気に食わないの？　イベントの邪魔してくる目的は？」

「情報データだと『受験失敗した負け組のくせに、リーダー面して仕切ってるのが気に食わない』からだとさ。イベントどうこうより、俺に主導権握られんのが嫌なんだろ」

　グループの連中に常々そう言ってるらしいから、確度の高い情報だ。

「そっか……つまり、耕平への反発が目的、と」

　上野原は思案げに唇を撫なでてから、首をふるふると横に振った。

「それよか想定外だったのは、勝沼たちの反発で一気にクラスの空気が白けちまったことだ。それまではいい具合にラブコメっぽいノリだったのに……」

「揉もめるくらいなら何でもいいや、ってことなんじゃない？　変に拗こじれて勝沼さんに目をつけられても面倒だろうし」

「みんな面倒を押し切ってまでやるほどの気概はない、ってことか……？　〝上野原幼おさな馴な染じみ化イベント〟がウケたから、ノリを過信しすぎてたのかもな……」

「何にせよ、クラスメイトの適性がどうとか、非適性者の人数がどうとかってシンプルな話じゃ済まないことは確かだろうね。クラス全体のノリなんて不確かなものだし、人の影響力とか目に見えるものでもないから」

「そうなるのかなぁ……」

　いくら〝メインキャラ〟が高ラブコメ適性だったとしても、それを発揮できる場が不安定なら意味がない、ってことなんだろう。

　──これはやっぱり〝環境整備〟が必要、だな。

「……仕方ない。ここいらで一度〝計画〟の土台を見直すか」

「土台……？」

「ああ」

　俺はスマホを取り出し、RINEラインで手早くメッセージを打つ。

「助っ人のおかげで〝新兵器〟の開発が早まりそうだし。それ使えば効率的に動けそうだから」

「ん……え、助っ人？　私以外に計画知ってる人がいるの？」

　上うえ野の原はらはストローを咥くわえながら虚を突かれたように目をパチパチさせている。

　あ、やべ、そっちの方を気にされちまったか。

「ん、んー、計画を知ってるわけではないというか、アドバイザーというか……」

「学校の人？」

「まぁ、ちょっとな」

「……なんで隠す？」

　上野原は訝いぶかしげに目を細める。

　だって、言ったらたぶん……いや、絶対怒るもん。

　届いたRINEラインの返信に目をやりつつ、ゲフゲフ咳せき払ばらいをしてから続ける。

「あー、すまん、今日は解散にしよう。モノが完成したらまた召集する」

「あ、そ」

　窓の方に目線を向けながら、くりくりとストローをいじっていた上野原が感情を感じさせない声で言う。

「ちなみに……その新兵器って何？　まさかそれも秘密？」

「色々機能があるから、詳細はできてからまとめて説明する。ただ、そうだな……」

　名前くらいは伝えてもいいか。

　まだ正式に名付けてはいなかったけど、元ネタから取るとしたら──。




「友達ノート、スポットノートに次ぐラブコメ実現兵器。

　その名は──〝Ｑ─Ｕ─Ｌクール〟だ！」




「………………うわダサ」

「嘘うそ!?」

　めっちゃ的確なネーミングだと思ったのに!?




　◆




　上野原と別れた後、俺は学校に戻った。常葉ときわとの〝寄り道イベントⅣ〟に臨むためだ。

　部活終わりの人で活気のある駐輪場にチャリを置き、そのまま部室棟の方へと歩き始める。

　峡きよう西にしのバスケ部はインハイ常連の強豪ゆえ、いつも完全下校のギリギリまで部活をやっている。そのため、清きよ里さとさんや鳥とり沢さわといった他のメインキャラ勢と帰宅時間が合いにくく、こうして個別で帰宅イベントを実施するのが通例となっていた。

　さて、いつもなら駐輪場で偶然行き合う形を取るのだが……今日はより積極的に、部室の方まで赴いてみよう。

　既に常葉ときわとは、昼食を一緒したり、休み時間にスポーツに勤いそしんだりと、いわゆる〝日常イベント〟を自然にこなせる程度の関係は築けている。そろそろ偶然に頼らず普通に誘っても大丈夫なはずだ。

　そんなことを思いながら気楽に歩いていると、部室棟の曲がり角に差し掛かったあたりで人影を見つけた。

　お、あの後ろ姿は常葉──。

「──って感じなんだー。だからちょっと心配で」

「──」

「ごめんねー。いつも遅い時間までありがとう」

　ん、あれ？　誰かと話してる？

　二人は部室棟の前の、ちょっとした空きスペースで話をしているようだ。常葉の姿は見えるが、話し相手の姿はちょうど建物の陰に隠れて見えない。

　俺はふと立ち止まって考える。

　そのまま声をかけていいものか、それとも待つべきか。

　話の内容も気になるところだが……。

「じゃー、部活お疲れ！　また明日！」

　……と、考えているうちに話を切り上げた常葉がこちらに走ってきた。

　ああ、こりゃもう考えてる場合じゃないな。普通に声をかけよう。

「よう常葉、お疲れ」

「わ、とと、と。あれ、委員長？」

　思いのほかスピードが出てたせいか、常葉はざざざと砂の上で滑りながら止まる。

　続けざま、こちらに向き直して、胸元に手を当てながらほぅと息を吐いた。

「おー、びっくりしたー。どーしたの、今帰り？」

「そそ、勉強してたら遅くなっちゃって。糖分欲しいし、暇なら駄菓子屋寄ってかない？」

「おけー！　じゃあ俺はブタメン食べる！」

　にへら、と笑って了承する常葉。

　あぁ、何の障害もなく寄り道できる喜び。〝親友キャラ〟との関係の深まりを感じるぜ……。

　心中で感慨にふける俺をよそに、常葉が再び歩き始める。

　ん、そうだ。一応、軽く探ってみるか。

「あ、そういや、今誰かと話してなかったか？　部活仲間？」

「んー？　あー……」

　と、珍しく言い淀よどむ様子を見せてから、常葉は答えた。

「ちょっとなー。友達に相談乗ってもらってたんだー」

「ふーん……？」

　友達、か。

　言い淀よどむ、ってことは、言ったらマズい相手ってことなのかな？　それとも内緒にしたいのは相談の内容の方か？

　はっ、まさか女マネ（可愛かわいい子ランキング23位の美人系しっかりタイプな３組の子が怪しい）にストーカー被害を打ち明けて「じゃあ私が恋人役やろうか？」とか言って気づけば本当に恋人になっちゃうラブコメ的なアレでは……!?

　おのれ泥棒猫、俺の常葉しんゆうはポッと出の名無しキャラになんか渡さねぇぞ！　〝過去設定〟の一つでも用意してから出直してこい！

　俺が心中で憤慨していると、常葉ときわがにへらと笑う。

「まー、心配しないで！　別に超悩んでるとか、そういうことじゃないから！　気にしてくれてあんがとなー」

「……ん、おう」

　いけない、こちらの方が気遣われてしまった。

　ほんと、ナチュラルにいい奴なんだよなぁ、常葉。いい奴すぎて変な虫がつかないか心配。

「あ、そだ、委員長」

　と、そこでふと思い出したように常葉が言った。

「さっきはあゆみがごめんなー。多数決の邪魔しちゃって……」

　……む。お次はその話か。

　どう答えようか一瞬悩んだが、ひとまず安心してもらおうと笑って返す。

「まぁ、勝かつ沼ぬまの気持ちもわからなくはないし。どのみち、今日絶対に決めなきゃいけないことでもなかったから」

「おー、ならよかった」

　ほっと胸を撫なで下ろす常葉。

「あゆみって本当は頑張り屋なはずなんだけどなー。なんかちょっと空回りしてるのかも」

　……ん？

　え、頑張り屋？　勝沼が？　そんな情報データ、俺の友達ノートにはないぞ。

「感情的になりやすいだけで、根は悪い奴じゃないんだー。だからあんま嫌わないでやって。俺の方からもよく言っとくから」

　そう言って、常葉は心配げな色を滲にじませながら笑う。

　はー……常葉といい清きよ里さとさんといい、根っからの善い人ってなんでこう自然と人のフォローができるんだろうな……ほんとすごいわ。

　俺は尊敬の念を抱きつつ、せめて不安にさせないようハッキリと答える。

「大丈夫だ。そりゃ多少腹が立つことはあるけど、別に嫌いってわけじゃないから」

　単に利害がバッティングしてるから対立してるだけで、あいつ個人がどうこう、って話じゃないからな。まぁ流石さすがに清きよ里さとさんみたいな〝ヒロイン〟としては見れないが……。

「しかし……やっぱ昔から友達なだけあって勝かつ沼ぬまのことよくわかってるなぁ」

「……、そんなことないよー」

　と、何故だか一瞬言葉を詰まらせてから、常葉ときわはにへらと笑った。

　うん？　なんだろ……？

「さ、それじゃあそろそろ行こーかー」

　が、次の瞬間にはすっかりいつもの調子で、前に進み始める。

　あぁ、深掘りする空気じゃなくなっちまったか。仕方ない。

　俺は脳内メモに状況の記録だけ残して、常葉の後を追った。




　──なお、寄ろうと思っていた駄菓子屋は臨時休業で閉まっていたというね。

　気を抜くとすぐこれだよ！




　◆




　──数日後の放課後。市立図書館の貸し会議室。

　一足先に現地到着していた俺は、黙々と会議の準備を進めていた。

「お待たせ」

　がちゃり、と扉が開いて、上うえ野の原はらが部屋に入ってくる。

「おう、遠くまで悪かったな。今日はこいつが使いたかったから」

　接続を済ませたプロジェクターをぽんぽんと叩たたく。

「チャリなら大した距離じゃないし。坂がない分、家に帰るよりは楽」

　言いながらパイプ椅子に腰掛け、通学鞄の中からタオルを取り出した。それから後ろの髪を片手で持ち上げ、首元の汗を拭ぬぐい始める。

　蒸むし暑いからなぁ、今日。髪の長い女子はこの時期蒸れそうで大変だ。

「ほいこれ。差し入れだ」

「……ん、さんきゅ」

　予あらかじめ買っておいた冷凍スポーツドリンクを手渡す。

　上野原はボトルを受け取ると、ぴとりと頰ほおに押し付けてから、ほぅと息を吐いた。

「それで、あのダサい名前の秘密兵器が完成したって？」

「ダサくはないがその通りだ」

　俺は立ち上がり、壁のスイッチで部屋の照明を落とす。

「それでは早速、開発発表──と、行く前に。いい機会だし、いったん計画についての整理から入ろうか」

　そう言ってタブレットＰＣを操作し、プロジェクターの画面に説明用パワーポイントの資料を表示した。

「さて我が〝ラブコメ実現計画〟が、第１段階『登場人物の選定』フェーズだってのは以前伝えた通り。これについては良好に進しん捗ちよくし、クラスにおける〝メインキャラ〟の選定が完了した」

　清きよ里さとさんをはじめ、常葉ときわ、鳥とり沢さわ、それとオブザーバーとしての上うえ野の原はらから成るメインキャラ集団──通称〝友達グループ〟が結成された。クラスメイトも「あの４人は仲良しグループ」と認識しているようだから、グループとしての存在感は確保できたと言っていいだろう。

「第１段階は全学年全生徒の〝ラブコメ適性〟を判定するまで続く。今は１年生の判定が終了し、上級生に手を伸ばし始めてるところだな」

　上級生のデータ収集は同学年に比べるとハードルが高いから、もう少し時間がかかる見込みだ。学校規模のイベントが多い秋までにはある程度形にしたいところ。

「そして、第１段階の進行とともに、徐々に第２段階──『登場人物の好感度上げ』フェーズに入っていく。ピックアップした〝登場人物〟たちに対し色んな〝イベント〟を打つことで関係を深めていく段階だ」

　計画はこの第２段階が最も大変だ。

　今のところは〝帰宅イベント〟や〝寄り道イベント〟がメインだが、今後は次の『清掃活動ボランティア』や、学園祭などの学校レベルの行事を〝ラブコメイベント〟として活用するケースを増やしていく。

　そして登場人物たちと絆を深め、徐々に〝ストーリー〟を作り上げていくのだ。

「第３段階以降はまだ遠いから省くとして、以上が現状だ。ここまでで質問はあるか？」

「毎回こんなガチっぽい感じでやる必要ある？　恥ずかしくない？」

「よし、ないな。次へ行くぞ」

　上野原の質問風ディスは華麗にスルーして、次のスライドに移る。

「んで、今回は第２段階の一環として『地域清掃ボランティア』を〝イベント〟に利用してやろうと思ってたわけだが……俺たちを取り巻く環境、すなわちクラス環境が原因で、うまくいかない可能性が出てきた」

　言いながら、俺は次のスライドを表示する。そこにはピラミッド形の図が描かれていた。

「これはラブコメの土台となる周辺環境を示した模式図──俺は『ラブコメ環境３層モデル』と呼んでいるが、このピラミッドが揺るがない状態が計画遂行の前提条件になってる」

　なおピラミッドは、最下層が『学校環境』、中層が『クラス環境』、最上層が『グループ環境』となっている。下層になるほど規模が大きくなるのでサイズも大きい。

「最下層は峡西うちなら盤石だ。イベントが多く生徒会活動も活発、教師陣やＰＴＡの理解もある理想的環境だからな。最上層は〝友達グループ〟のことだから、これも問題なし」

　俺はレーザーポインターで真ん中の層をくるくると指す。

「で、現在グラついているのが、中層のクラス環境。ここが整ってないと、今回みたいなクラス単位で動かなきゃならないイベントで問題が起こりやすい」

　特に、と俺は続ける。

「体育祭や学園祭みたいなラブコメ的に超重要な行事はクラス行動が基本だ。そこで今回みたいなことが起こったら目も当てられない」

　名物である壁画アートの素材集め、ステージパフォーマンス、フリーマーケット、出店などなど。多岐にわたる催し全てがクラス対抗だ。

　地域清掃ボランティアはあくまで前ぜん哨しよう戦せんだし、最悪失敗したとしても涙を飲める範囲ではある。だが、学祭や体育祭がイマイチ盛り上がらないラブコメなんて、そんなもんもはやラブコメじゃないと言ってもいい。

「だからこそ──」

　俺はおもむろにスライドをアニメーションさせて。

「今、俺たちが最優先ですべきこと。それは、クラス環境の再調整──すなわち、『ラブコメに適したクラス』を作り上げることである！」

　バァーン、とでっかく中央に『ラブコメ最適化クラスの構築』の文字を表示した。

「４組の性質はラブコメ実現に望ましくない。これを機に、がっつり修正してやろうと思う」

　……と、ここで上うえ野の原はらの挙手。またディスじゃなかろうな。

「はい、上野原さん」

「クラスの最適化とか、性質がラブコメっぽくないとか、いまいちふわっとしててよくわからない。具体的に何がどうなれば良くなった、ってことになるの？」

　あぁ、さすが理屈脳。そうくるだろうな、と思ってた。

「もっともだ。クラスの性質……いわゆる『空気』とか『ノリ』と呼ばれるものや、他者の影響力、発言力なんてのは目に見えない。何となくで介入したところで、効果的かどうかもわからんしな。じゃあどうすりゃいいか、というと──」

「……ちょっと待って。もしかして」

　上野原はハッと何かに気づいたような顔。

「簡単だ。見えないものを見るためには、数字を使えばいい」

　俺はニヤリと笑って、〝新兵器〟のお披露目に移る。




「これこそ、クラスの性質を数値化し、集団のラブコメ適性を導き出す新たなる武器。

　『集団ラブコメ適性測定テスト』、通称〝Ｑ─Ｕ─Ｌクール〟だ！」




　チャチャーン、という脳内効果音とともにスライドを映し出した。
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　上うえ野の原はらはぽかんと呆ほうけた顔で画面を眺めている。

　ふふん、俺の悪魔的発想に言葉もないと見た。

「正式名称は『Questionnaire Utilities of Lovecomedy』、頭文字を取って〝Ｑ─Ｕ─Ｌクール〟。言うなれば心理テストの一種だが、こいつに〝友達ノート〟の行動データやら、アンケートで集めたデータやらを突っ込んで分析すれば、クラスがラブコメ的に望ましい状態かどうか一発で判定できるのだ」

　ちなみに、俺オリジナルな個人のラブコメ適性判定と違って、今回のコレはガチな心理テストをベースに魔改造したものだ。なので、今までのものよりもかなり専門性が上がっている。

「細こま々ごました計算式とか図表化の仕組みは専用の計算シートに組み込み済みだから、ワンクリックで分析処理が可能。さらにさらに、具体的にどこを改善すれば数値が向上するかまで試算できる優れもの！」

　唯一の懸念は作ったばかりのベータ版ゆえ信頼性の検証が済んでないことだが、助っ人の理論的補強があるし、おおよそ間違いのない結果になるはずだ。

「まさに最強の測定ツールなわけだが、実際にどんな結果が出るかというと……ん」

　ついノリノリで話してしまったが、ふと前を見たら、珍しくめっちゃ不満げにこちらを睨にらんでいる上野原と目があった。

　あれぇ、なんだか嫌な予感？

「……えと、何か？」

「あのさ。人の母親と隠れてやり取りしないでくれる？」

「プフゥー！　なぜバレた!?」

　ちゃんと隠してたのに!?

　上うえ野の原はらは盛大にため息を漏らしてから、そっぽを向いて頰ほお杖づえをつく。

「ったく、ほんっとあの人は……ここんとこ無駄にテンション高いと思ったら……」

「だ、だって、本物の専門家だし！　前にちょっと話したら盛り上がっちゃって……」

　上野原（母）先生とは、上野原（娘）幼おさな馴な染じみ化イベントの時からのご縁なわけだが、この前のお礼にと菓子折を持って研究室を訪れた時、ふとクラスに関する話になった。

　ものは試しで「集団の特性を測定したりとかできないっすかねー」と聞いてみたら「こんなのあるわよ」って元ネタを提供してくれて、それに興奮した俺はつい熱く議論を交わしてしまい、気づけば娘を差し置いて時折やりとりする仲に……。

「心配するな！　娘じゃなくてお母さんが好きとか、そういうムーヴじゃないから！」

「冗談でも嫌。いくらなんでもキモすぎる」

「なっ、なにぃ、失礼な奴め！　貴様、ママ属性ラブコメを愚ぐ弄ろうするか!?」

「愚弄してるのは常に耕こう平へいだけだし」

「俺オールウェイズ愚弄されてるの!?」




　◆




　二人してひとしきりわちゃわちゃし、お互いわちゃり疲れたところで話を再開。

「──とにかくだ。こいつがあれば、数字でクラスの状況を把握できるわけ。ＯＫ？」

「はいはい。それで、４組の結果は？」

　やっと溶けてきたらしいスポドリをちびちびと飲んでから、上野原が口を開く。

「うむ。Ａ～Ｅで判定が出て、Ｂ以上で合格なのは普通のラブコメ適性と一緒だ。で、うちのクラスの集団ラブコメ適性は──」

　パッ、と分析結果をまとめた表を画面に表示した。

「Ｃマイナス。マイナスってのはＤ寄りのＣってことな」

　画面上に表示された適性値をポインターでマルしてから、分析結果を細かく見ていく。

「図１の通り、適性値は５つの項目の総合評価として算出される。うちのクラスの場合は『開放性』『積極性』『統一性』項目が悪くて、『親密性』と『協調性』は比較的良好だ」

　細こま々ごました数字は省略してまとめると、『人間関係は悪くないしある程度協調性はあるが、一部閉鎖的で積極性に欠け、場の空気に流されやすいクラス』という感じか。

「ねぇ、開放性ってどういう意味？　他はなんとなくわかるけど」

「友達同士とかグループ同士の関係性を表わす項目だ。分け隔てなく誰とでもやり取りできるオープンな状態か、逆に特定の相手としかやり取りできないクローズドな状態かを示してる」

　４組の場合は、グループ内の人間関係は良好でやり取りも活発だが、グループをまたぐ交流がほとんどない。つまり、いつも特定の相手とだけツルんでいる状態だ。

　５月初旬くらいまではみんな分け隔てなく交流していたのだが、きっちりグループが分かれた今はそれがほぼなくなってしまった。例外的なのは友達グループのメンバーくらいだ。

「加えて『積極性』と『統一性』の数値が悪いせいで、なんでもその場限りの動きになりがちなのがよろしくない。俺への印象評定のデータがアテにならなかったのはこのせいだ」

　この前、勝かつ沼ぬまにしてやられたのは完全にこの性質が原因だろう。

　かつての〝上うえ野の原はら幼おさな馴な染じみ化イベント〟の時は勝沼が無反応だったし、あの場の空気を支配していたのが俺だったからうまくいった、と見るのが妥当だ。

「結果、全体としてみると、ラブコメ向きとはいえないクラスって評価になっちまってる」

「……なるほどね。でもこうやって細かく数値化されると大分わかりやすいかも」

　上野原はこくこくと納得げに頷うなずいている。

　おお、珍しく皮肉もなく認められたぞ！

「ふふん、そうだろそうだろ。ぶっちゃけ超苦労したからな。参考論文とか、同じ日本語かってくらい意味わかんなかったし」

「そこまでして行き着く場所がラブコメってのが頭おかしくなるけど」

　あなたってほんと最後はディスで落とすわよねー。

　上野原は素知らぬ顔で飲み物を口にしてから続ける。

「ちなみに、これがＥだとどうなるの？」

「クラスで何があってもみんな無関心で、学校行事にやる気なんてなくサボりまくり、常にその場のノリだけでものごとが決まって、個々人の動きはてんでバラバラ」

「……」

「さらには、特定の誰かをハブったりいじめたり、クラスメイト同士いがみ合って互いに攻撃したり……」

「……学級崩壊か」

　まさにソレ。まぁ、流石さすがに峡きよう西にしでそこまで落ちるなんてケースはなかろうが。

「まぁとにかく、今のＣマイナスをどうにかＢまで上げるのが最低条件ってことな」

「そか。それで、具体的にはどうするの？」

「うむ。じゃあ引き続き介入プランの検討に入ろう」

　俺は再びパワポを操作して次の画面を表示させる。

「図２は、各項目に対し、誰がどう影響を及ぼしているかを示したものだ」

「へぇ……」

　興味深げな顔で上うえ野の原はらが呟つぶやく。

「穴あな山やま駿しゅん、小こ泉いずみ碧あお、井い出で政まさ成なり──この人たちがマイナス要因になってる、ってこと？」

「厳密には、それぞれが発言力を持つグループの傾向になるが、まぁニアリーイコールと考えてもらって構わない」

　そこで、と俺は続ける。

「この影響力の大きな面々を、ラブコメにおける重要人物──〝サブキャラ 〟として認定し、介入の起点として働きかけようと思う」

「……サブキャラ？」

　上野原が首を傾かしげた。

　む、そういやその用語は初出だったか。

「〝メインストーリー〟への関わりは薄いけど、局所的に活躍したり、場の賑にぎやかしになったりするキャラのことだ」

「サブとかいうとその他大勢、って感じに聞こえるけど」

「いや、モブとは扱いが全然違うぞ。映画でもいいキャラした脇役っているだろ？　あの手のポジションだと思えばいい」

　ラブコメ的には、と○ドラの名前付きクラスメイトたちが典型的か。著者繋つながりだと、あだ名が２Ｄの彼もいい味出してたなぁ。あれは大学生だけど。

「ああ……エキストラじゃなくてそっちの方ね」

　なるほど、と頷うなずく上うえ野の原はら。

　理解が得られたようなので話を戻すことにする。
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「で、図の通り、穴あな山やま率いる〝オタクグループ〟が『開放性』に悪影響を与えてる。連中は『閉鎖的内部志向』っていうカテゴリの集団で、自グループ以外と関わろうとしないのが特徴だ」

　グループ内では仲が良いから、いわゆるぼっちとか陰キャとはまた性質が違う集団である。

「そして小こ泉いずみさんを筆頭とする〝運動部グループ〟が『積極性』に大きくマイナス。こっちは『無関心中立志向』といって、そもそもクラスに興味のない性質の集団になる」

　運動部勢はオタクグループほどキッチリ固まっているわけではないが、規模が大きい。そのためクラスの意思決定にも影響が強かった。

「まずはこの２グループに働きかけることで、マイナスの影響を減らすのが目下の目標だ」

「ふぅん……」

　俺はレーザーポインターを机に置いて続けた。

「ちなみに介入の時は〝友達グループ〟に手伝ってもらおうと思ってる。うちのメンバーなら各方面に顔が利くし〝イベント〟も起こしやすいからな」

　俺はオタク連中との親和性が高いし、常葉ときわは運動部に強い。鳥とり沢さわは半独立ポジとして別角度からの発言力がある。グループ間を繋つなぐハブとしてはうってつけだろう。

「まぁぶっちゃけ、清きよ里さとさんをど真ん中に据えたスター構造が一番効率的なんだが」

「ん」

　ちょうどペットボトルを口にしていた上野原が、そのままの姿勢でぴたりと動きを止めた。

　清里さんに至っては完全なワイルドカードで、どことでもだれとでも仲良くできるから、彼女をクラスの中心点アイドルとして象徴化するのが一番やりやすく、最も効果的なのだ。

「でもそうすると、他グループと彼女の取り合いになりそうだから。今でもスケジュール押さえにくい状況だし、これ以上負担をかけるわけにもいかんだろ」

「……ま、そうだね。それがいいと思う」

　完全な静止状態から再起動する上野原。

　なんか珍しい動きしてんな……。フリーズしたロボットみたいな。

「ところで、この人は？　なんで点線？」

　と、上野原が図中の該当箇所を指差して言った。

「井い出でな。あいつはチャラ系男子の、性質的には『追従性扇動志向』っていう、その場のノリに乗じた上でそれを広げようとするタイプだ。まぁシンプルに言えばムードメーカーだな」

　この手の連中は良い方に働けば場を盛り上げてくれるんだが、今はその場で一番強そうな意見に乗っかって騒ぎ立てているだけだ。

「ただ他のグループと違って独立してるわけじゃないから、間接的影響の意味で点線にした」

「そういえば……この人ってアレか。勝かつ沼ぬまグループにいる高校デビューの──」

　そこで思い当たることがあったか、上うえ野の原はらがはっと顔を上げる。

「てか、肝心の勝沼さんが図になくない？」

「こういうこと」

　続けて、俺は次のスライド──図中に勝沼グループを追加したものを表示した。

「……うわ」

　それを見て、上野原が僅わずかに眉まゆ根ねを寄せて呟つぶやく。

「全項目にマイナス？」

「そうなんだよな……」

　俺は「はぁ」とため息をついた。

「勝沼は『攻撃性排他志向』、つまり気に食わない連中は排除しろ、って性質なんだ。項目によって強弱はあるが、基本全部に悪影響を及ぼしてる。しかも数値の改善はかなり難しい」

「というと？」

「勝沼一人の影響が大きすぎるんだ。他グループ以上にワンマンだから、あいつの存在が丸々足かせになってる」

　俺はため息をついて、深々と背もたれに身を預けた。

「あいつの適性の低さは折り紙付きで、発言適性から行動適性までド底辺のＥランク。それを改善する、ってのは至難の業わざだぞ。半端な介入じゃ逆効果だ」

　生なま半はん可かな教育ふきようじゃ太刀打ちできないどころか、返り討ちに遭いそうだ。あいつのフィールドに巻き込まれでもしたら、食うか食われるかの血みどろの戦いって展開シナリオになりかねない。

「だからあいつは後回し。他グループへの介入と並行して、どうにか改心ラブコメさせるビジョンを見み出いだすか、せめて対立関係の解消ができるように和解の道を模索する」

「でも完全に野放し、ってわけにはいかないでしょ。今後も妨害してくる可能性は高いし」

　上野原は右手で口元を覆い隠す、いつもの『思考ポーズ』になってから呟く。

「とりあえずは原則、連中の目が届かない場所で動くことにする。どんなイベントを起こすにせよ、その場にいさえしなければ邪魔しようがないからな」

「回避策を採るしかない、か。どうしてもリスクは残るけど……」

　ふむ、と難しそうな顔のまま上野原が唸うなる。

「てか……彼女だけが問題だっていうなら、切り離し工作とかはできないの？」

　ふと思いついた、という感じで顔を上げる上野原。

「例えば、彼女を罠わなに嵌はめて墓穴を掘らせるとか、悪い評判を流して求心力を削ぐとか──」

「いや、その手の方法はナシだ」

　俺はハッキリと断言した。

　思いのほか強く否定されたことに驚いたのか、上野原がぴくりと止まる。

「……どうして？　合理的だと思うけど」

「理屈上はな。でも、そのやり方は計画の理念に反する。いくら障害になっているとはいえ、敵対者を攻撃して排除するって手段はダメだ」

　俺はいまいち納得できない顔の上うえ野の原はらの目を見つめてから告げる。

「確かに、マウント争いとか勝ち組、負け組みたいなカーストものは青春ラブコメにおける一つの王道だ。けど俺が目指したいのは、明るく楽しく適度にビターなラブ＆コメディであって、その手の現実的な〝ストーリー〟じゃない」

　あれはラノベだからいいのであって、現実で気に入らない他人を攻撃したり、ハブにしたりしたって面白くもなんともない。単に胸糞で終わるだけだ。

　……それは、自分の〝過去エピソード〟でも痛いほど実感したし、な。

「俺の計画ラブコメには、排除していい敵なんていない。そもそも、敵味方なんて区別がないのがラブコメのいいところなんだから」

　つまり。

「俺の考える『ラブコメに最適なクラス』ってのはな。個性的なクラスメイトがいて、だれもが軽口を叩たたき合える気のおけない関係で、イベント事には一致団結して本気で盛り上がって、勝てば喜んで負けたら悔しがって、時には喧けん嘩かもするし泣くこともあるかもだけど、最後は絶対笑い合えて──そんな経験をみんなで共有できる、そういうクラスなんだよ」

　そう一息に語ってから、息を吸った。

「そんなわけで、だ。排除ってのはアウト。別の方法を考えよう」

　上野原は黙ってこちらを見ている。無表情のままで、何を考えているのかは読み取れない。

　……ちょっと強く言いすぎたかな。

「ただまぁ……上野原の心配はもっともだ。放置で解決する問題じゃないのはわかってる。打開策はイベントと同時にきっちり考えて、思いつくまではなんとか全力回避で乗り切るぞ」

「……それで上手くいくなら、別にいいけど」

　上野原はしばらくじっと俺の瞳を見つめてから、諦めたように「はぁ」と小さく息をついた。

「……ま、私が決めることでもないしね。そうする、っていうならそれでいくしかないでしょ」

「悪いな。せっかく意見もらったのに否定して」

「別に。耕こう平へいがラブコメ馬鹿なのは知ってるし」

　それに、と上野原は少しだけ視線を横にずらして呟つぶやく。




「そういう〝主犯〟のサポートをするのが、私の──〝共犯者〟の役目だし、ね」




　やれやれ、といった顔で薄く笑ってから、溶け切ったペットボトルをこくりと飲み込んだ。




　──頼もしい仲間だな、ほんと。

　上うえ野の原はらに〝共犯者〟を託して、本当によかった。




　その気持ちにうれしくなった俺は、ふと名案を思いついてパン、と手を叩たたく。

「そうだ！　今度計画関係なしにケーキでも食いに行くか？　ちと遠いが、スポットノートの調査中にいいとこ見つけたんだ」

「……え？」

　上野原はきょとんとした顔で目を丸くした。

「あれ、嫌か？」

「あ、うん。いや、まぁ、奢おごってくれるっていうなら、断る理由はないけど」

　上野原は落ち着きない様子で後ろ髪をわしゃわしゃとしている。

　うーん？　単純にお礼したいだけなんだけど……あっ。

「わかった！　あれだな、ラブコメっぽいお誘いだからって身構えたな!?　心配すんな、これは〝イベント〟じゃないから、好感度上げなくて大丈夫だぞ！」

「この大馬鹿野郎」

「なぜに!?」

　ラブコメそういうの嫌だと思ったから気を使ったのに……解せぬ。
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　耕こう平へいと別れた後。私は一人、思考を巡らせている。




　──今のところ〝メインヒロイン芽衣〟に目立つ動きはない。

　幸い、しばらく耕平があの子に何かをするつもりはなさそうだ。今は迂う闊かつに手を出すべきじゃないから、もしそうなるようなら止めなきゃいけないところだった。

　桜並木で、芽め衣いに内緒話と釘を刺された以上、耕平に真相を話すわけにはいかない。もしバレてしまえば、それこそ本気で敵対してくるだろう。

　そうなれば計画は、きっと相当な痛手を負うことになる。

　だから今は……ひたすらに情報データを集めて、対策を考えるべきだ。




　今わかっているのは、芽衣が普通を望んでいる、ということ。あの子は非日常トラブルに巻き込まれることをよしとせず、可もなく不可もなくな高校生活を望んでいる。

　じゃあ今回の介入で、身の回りの環境に変化が起きようとした時に、どうするか？

　無関係だとスルーするのか、阻止しようと動くのか。

　そもそも、今回の勝かつ沼ぬまさんの行動が偶然なのか、それとも私の時のように意図して仕組まれた罠トラップなのか。

　あれだけの能力を隠し持っていた芽め衣いが、普通を望む理由とは何なのか。

　その真意は、まだ見えていない。




　本当はもっと積極的に探りたいところだけど……前みたいに、手当たり次第人に聞いて回るなんてことはできない。あんな失敗はもうごめんだし。

　芽衣も私の動きを警戒しているだろうから、軽率な調査は厳禁だ。

　──だけど、逆に。

　私が何かしら動きを見せれば、芽衣は警戒せざるを得ない。

　例えば、耕こう平へいのイベントに乗じて表舞台に介入したりとか、裏で動いていることをあえて悟らせるとか。

　その状況で黙っているとは考えにくいから、そこで何かしらのリアクションを見せるはずだ。

　だから私がすべきことは、自分の動きでミスリードを誘って芽衣の反応を観察しつつ、耕平の計画がスムーズに進むようにサポートすること。

　そして、芽衣の腹の内を探ること。

　それが今求められる、私の……〝共犯者〟の私にしか、できない役割だろう。




「はぁ、まったく。面倒な役回りだな、ほんと」




　とはいえ……やってやれないことはない、かな。




　うん、と頷うなずいて気合いを入れる。




　……頼むケーキ、３種類にしてやろっと。
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　貸し会議室の制限時間が来てしまったので途中解散し、翌日再集合。

「さて、お次は具体的な〝イベント〟について擦すり合わせとこう」

　上うえ野の原はらがおやつの酒まんじゅうをもぐもぐしながらこくんと頷うなずいた。これならご近所のお裾すそ分けで大量に手に入るからな。コスパは最強だ。

　ちなみに今日はお菓子の他にお茶まで完備している。これからそこそこ長丁場になるから、水と食料は必須。

「手始めに、攻略難易度の低いオタクグループに一発イベントを打とうと思う。俺と親和性の高いメンバーが多いし、価値観が似てるから予測が立てやすい。ちなみにサブキャラの穴あな山やまのことは覚えてるか？」

「確か、耕こう平へいと違って真っ当なオタク君でしょ？　ちゃんと常識的な」

「非常識で真っ当じゃないオタクで悪かったな」

　そう言われると相当ヤベーやつに聞こえるじゃないか、心外な。

「以前から更新されてる情報もあるし、漏れがないように重要そうなとこだけ整理しとくぞ」

　そう言って、画面上に友達ノートの情報を映す。




　──穴山駿しゅん。出席番号２番。漫画研究部所属。ラブコメ適性はＢ。

　やや太めの体型に天然パーマの黒髪、垂れ目な瞳、眉まゆ毛げが「ハ」の字形なのが特徴。

　コミュ力の高いタイプのオタクで、ＳＮＳでサブカル感想系の万アカ保持者。最近は布教動画を配信したり、オフ会の主宰などもやっている。専門は漫画とアニメで、ジャンルに拘こだわりはない。ラノベは嗜たしなむ程度。

　性格は明るく人畜無害でテンション高め、趣味の合う相手には多弁早口になりがち。反面、非オタ相手には一線引いて接する傾向あり。常々「オタノリはリアルでやったらキモいだけ」と繰り返し、クラスでの居場所は自グループ以外にないと考えている様子。

　座右の銘は『二次元最高』だが、三次元に絶望しているのではなく、二次元の素晴らしさに心酔しているタイプ。以前の上野原による対面調査時に「可愛かわいい子に話しかけられた！」と興奮していたことからも、リアルに対する気持ちは残っているものと思われる。なお貧○派。

　──以上、〝友達ノート〟より抜粋。




「──と、そんなもんか」

「うん、だいたい記憶通り。最後の無駄な情報以外は」

　あっ、やべ、消し忘れた！

「え、えーと、とにかく！　あいつらのウィークポイントは完全に自グループに閉じこもってること。クラスメイト非オタとは一切関わるつもりナシ、って鎖国状態なことだ」

　グループの人数は少ないが、数値が極端に低いためにクラスへの悪影響が強い。

「てか、単に人と接するのが苦手なだけなんじゃ？　もしくは、合わない人と話す必要なんてないって思ってるとか」

「んー、そういう感じでもなくてな。過剰なセルフゾーニングというか、『オタクがクラスでイキるのはキモいので、邪魔にならないように大人しくしてます』って勝手に思い込んで引きこもってる節がある」

　恐らく陽キャにディスられたくないとか、いじめられたくないって気持ちの現れなんだろうが、それにしても行き過ぎていると思う。

　休み時間なんて絶対教室にいないし、グループで話す時は常に小声だもんな。例外は俺や清きよ里さとさんと話してる時くらいだろう。

「今時、オタク趣味なんて珍しくもないし、そこまで卑屈になる必要もないのにな。Ｑ─Ｕ─Ｌの調査データに『アニメ・ゲームに対する抵抗感』ってアンケート項目があるが、大半がネガティブな感情を抱いてない、って結果も出てるし。上うえ野の原はらだって別に気にならないだろ？」

「まぁ、耕こう平へいみたいなのでなければ普通に。そもそもその手の趣味に興味なかったから、積極的に絡む人たちではないけど」

「耕平みたいなので悪かったな」

　もはや俺の名前が悪口みたいになってんだが？

「てか、そもそも今の状況に満足してるんじゃ？　グループの中だと仲良いんでしょ？」

「まぁ不満ってことはないだろうが、最善じゃないことは確かだ。基本自分の好きなものは布教して広めて語り合いたいタイプだからな、あいつら」

　一人で延々とオタ趣味に没頭するタイプならともかく、常日頃から布教合戦をしてみたり、Ｗｅｂ上で漫画アカとかアニソンアカを作って、見ず知らずの他人と積極的に繋つながったりしてる面々ばかりだ。

「特に穴あな山やまはその傾向が強い。なんせフォロワー５万超えだからな。定期的にやってるキャス配信だと海外の人までいたりして、もはやいっぱしのインフルエンサーだぞ」

「え、マジで。想像以上に多いな……でも、そか。スパチャでお金稼げるんだっけ」

「あいつの場合は稼いだ分オタ趣味に全ブッパしてるけどな。布教用のストックもらったこともあるし。単に金稼ぎが目的じゃなくて、楽しさとか感動をなるたけ多くの人と共有したいって思考」

　二次元を信奉してるところは俺と共通しているが、二次元に負けない現実を求めてる俺に対して、二次元それ自体の素晴らしさを世に知らしめようとしてるのが穴山だ。

「ふぅん……私には、その辺よくわかんないけど」

　上うえ野の原はらは画面から目を逸そらし、手持ち無ぶ沙さ汰たな感じで前髪をくにくにと触っている。

　んー、オタクの布教思考はパンピーにはわかりにくいかな？

「とにかく、本来ならそこまで殻に閉じこもるタイプでもないのに、過剰に周りに配慮して大人しくしてるってこと。だから連中にはもっと伸び伸びとやってもらいたいんだ。それがそのまま数値改善に繋つながるから」

「そか。で、その人たちにどう働きかけるつもり？」

「単純だぞ。ただシンプルに、自分たちのノリが身内以外のクラスメイトにも通用する、ってことを証明してやるだけだ」

　言ってから、俺はパワポの画面を閉じた。

　オタク攻略法なら、現代ラブコメ二大聖書でバッチリ会得済みである。後はそれを必然によって再現すればいい、ってな。

「そしてそれが一般的なオタク像から遠ければ遠いほど効果は大きい。例えば、バリバリの体育会系とか、バンドマンなクール系イケメンとか……ついでにイマドキＪＫとかな」

「……ん？」

　小首を傾かしげる上野原に気付かないフリをして、ブラウザを立ち上げる。

「ちょっと、今度は何するつもり？」

「当然、イベントの前準備だ」

　意図を掴つかみかねているらしい上野原をスルーして、俺は動画配信サイトを開く。

「よーし。つーわけで──今からアニメを見ます」

「……は？」

　俺の言葉を受けて、上野原が意味不明、という顔をした。

　はぁ、これだから素人しろうとは。

　古今東西、大画面プロジエクターを使ってやるのは、アニメ観賞会と相場が決まっておろうが。
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　〝オタクグループ攻略イベント〟決行日。

　チャイムの音とともに、昼前最後の授業が終了した。

「──では、本日はこれまでにしまぁす。次までに課題集16ペェージまで進めておくように」

「えっマジかよ、トシキョー厳しすぎじゃね？」

「井いィ出でぇ！　先生と言いなさいと何度言わせるんですかぁ？　友達じゃないんですよ！」

「うそうそ、嘘うそっス！　つかただの独り言だったじゃん！」

「だったじゃん、じゃありませぇん！　次回必ず指しますから覚悟しなさぁい！」

　ドスの利いた声で怒鳴りつけてから、白衣を翻ひるがえす国語教師兼担任のトシキョー……もとい、十とお島しま京きょう子こ先生。つか井い出でも懲りないな、何度目だよあいつ。

　ちなみに十島先生は峡きよう西にし名物教師の一人で、担当クラスの成績が軒並み上がると評判の豪腕だ。ただし年齢は51の既婚者で、外見も普通のオバサンである。つかなんで明らかに攻略対象でない人が特殊口調持ちなの？　そこのキャラ濃い必要あった？　これだから現実は。

　先生がいなくなり、一気に騒がしくなった教室。俺はすぐさま本日のターゲットである穴あな山やまの動きをチェックする。

　穴山はグループメンバーと合流するや否や、そのままそそくさと教室を出て行った。

　──よし、定例パターンだ。いけるな。

　俺は『決行』のメッセージを上うえ野の原はらに送信し、深呼吸をしてから気分を整える。

　今日の〝イベント〟のためには、学食に行かないと話が進まない。しかも、いつもは別々に昼食をとる清きよ里さとさんと鳥とり沢さわも巻き込む必要がある。

　普通に考えれば、こんな突発的な誘いに乗ってくれるかなんてわからないものだが──。

　より高精度なものへと進化を遂げた〝友達ノート〟に、不可能はない。

「よーし、やっとメシだー」

　隣で常葉ときわが弁当の包みを広げ始めたので、すかさずストップをかけた。

「すまん常葉。今日俺弁当ないから、学食行かないか？」

　弁当持参の常葉だが、食後に91％の頻度で追加の食べ物を購入している。今朝の朝弁の量も平時並み、健康状態も良好となれば、学食利用が受諾される確率は──。

「お、別にいいよー。なら餃子ぎようざセットでも頼もうかなー」

　──95％。常葉クリア。

　続けて、隣で立ち上がりかけていた清里さんにも声をかける。

「清里さんはいつも通り学食？」

　彼女は親の仕事の関係で弁当の持参はなく、80％の確率で学食を利用している。いつもならそこで部活仲間と合流するが、今日は当番制のコート整備で他メンバーが参加できないはずだ。

　その場合、購買を利用する確率が──。

「ううん、今日は購買でも行こうかなって。いつも一緒に食べてる子がいないからねー」

　──81％。予測通り。

　即座に次なる提案に入る。

「あ、じゃあ清里さんも一緒にどう？」

　この状況で誰からも誘われなければ購買利用が確定するが、こうして誘いがあれば60％の確率で受け入れる。

　さらに確率向上のため、彼女の最近のお小遣い事情を補正要素とし──。

「実は片付けときたい用事があってさ。手伝ってくれるなら奢おごるよ」

　──奢り提案を追加。

　そしてこの後来るであろう質問に的確な回答を返せれば、成功率は──。

「えっホントに？　用事って？」

「今日から夏の新メニューが始まるから試したいんだ。レポ用に季節ものは網羅したくて」

「あ、それか！　お手伝いで学食レビューの記事書いてるんだっけ？」

「そそ。少しだけど生徒会から予算出るし、ちょっとだけ分けてくれればいいから」

「なら喜んで！」

　──92％。清きよ里さとさんクリア。

　おっし、あとは鳥とり沢さわだな。

　鳥沢に関しては予測が難しい面もあるが、口説くとしたら──。

「おーい鳥沢ー。鳥沢も手伝ってくんない？　限定の激辛ハバネロメンチカツに勝てるのは鳥沢しかいないんだ」

「あん？　俺飯食うつもりねーんだが」

「どうせならロシアンルーレットやろう。普通のと混ぜて当たった方が負けで」

「ほぉ……？」

　──スリル要素を入れると受諾確率にプラス補正。だが、これでは終わらない。

　こちらの真意を見定めようと鋭い視線を向けてくる鳥沢を、負けじと正面から見返す。

　ここでビビったら失敗確定だ。

　だが逆に、さらに挑戦的な態度を取れば、確率は──。

「さぁ、どうする？　たまには、珍しいことやるのも面白いと思うけど？」

「……ま、いいだろ。受けてやる」

　──85％。鳥沢クリア。

　よし、これでパーティメンバーの構成は完了っと。

　ふふん、データさえ集まればこの程度ちょろいちょろい。

　最後に俺は教室を見回して、勝かつ沼ぬまグループの動向を確認する。連中はちょうど教室から出るところのようで、手にはそれぞれ弁当を持っていた。

　よし、これまた定型テンプレパターン。今日は天気もいいし、いつもの渡り廊下で飯と見た。これで昼休み前半は学食近くに訪れることはないだろう。

「それじゃあ、行こうか」

　さて──次のチャレンジだ。
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　学食は南校舎の１階にあり、購買部の横の部屋が全て飲食スペースになっている。

　値段の割に量が少なく、味もそこそこでしかないので、生徒からは概ね不評。学校では弁当の持参が推奨されていること、購買の方がラインナップが充実していることもあって、やむを得ない事情がない限り積極的に利用する人のいない寂しいスポットだった。

　そんな状況だからか、２年生以上じゃないと使えないとか、奥の席はトップリア充専用、みたいなローカルルールもない。単純に早い者勝ちで好きな席に座る感じだ。

　ピークタイムながら喧けん騒そうの控えめな室内に足を踏み入れ、素早く周囲を見回す。

　──ターゲットの配置確認。クリア。

　その横のテーブルは、と……うん、場所確保用のハンカチあり。クリア。

　そのまま素知らぬ顔で食券売り場へと向かう。

「……耕こう平へい？　学食使うなんて珍しいね」

「げ、上うえ野の原はら……」

　と、ここで食券を持った上野原と偶然行き合った。

　いいぞ、打ち合わせ通り、不自然さのかけらもない完かん璧ぺきなタイミングだ！　さすがは名共犯者、呼吸ピッタリ！

「おー彩あや乃のちゃん、おひさー！　奇遇だね！」

「あれ、常葉ときわ君も？　てか４組みんな勢せい揃ぞろいじゃん」

　ちらちら、と清きよ里さとさんと鳥とり沢さわの方に目線を送る上野原。

「やっほー！　長なが坂さかくんが奢おごってくれるっていうからついてきた！」

「右に同じ」

「じゃあ私も同じ」

「お前は違う」

　それは予定にありません。さりげなく相乗りしようとすんな。

「彩乃はいつも学食なの？」

　すっ、と清里さんが上野原の前に歩み出た。

　上野原は表情を変えることなく、肩にかかった髪をさっと払う。

「ん、今日はたまたま。今月から始まった新メニューが食べたくなったから」

　さらりとそう答えて、手に持つ『豊ゆたか錦にしきのコンポート』と書かれた食券をひらひらと揺らして見せてくる。

　その答えを聞いた常葉がぱっと顔を輝かせた。

「あ、じゃあじゃあ、彩乃ちゃんも一緒に食べるー？　一人なんだよね？」

「え、マジで？　いいの？」

「もちもち！　大歓迎！」

　にヘら、と人好きのする顔で笑う常葉。

　ナイス、さすがは〝親友キャラ〟！　俺が誘うよりも作為性が薄くなるから、その誘いはとてもグッドだぞ！

　上うえ野の原はらは少し悩むようなそぶりを見せて（当然演技）から、こくりと頷うなずいた。

「じゃあ、お言葉に甘えて。向こうのテーブル陣取ってるから、そこで待ってるね」

「オッケー！」

　サムズアップする常葉ときわに笑顔で返した上野原は、こちらには目線一つ寄越さないまま所定位置へと向かっていった。うむ、最後まで気を抜かないところもよき。しかし相変わらず常葉相手だとナチュラルに愛想いいよなあいつ……。

　まぁ、何にせよ〝イベント〟発動の条件は全部クリアだ。さっくり注文して本番に入ろう。

「それにしても偶然だねえ、長なが坂さかくん」

　──と「ひょい」って感じの効果音が似合う動きで、不意に横からのぞき込んでくる清きよ里さとさん。黒髪が揺れて、右目の下の涙ぼくろがちらりと見えた。

　おっ、おう。急に近いぞ、びっくりするぞ。

　プチ予想外にドギマギしつつ、 脳内の想定問答集の中から言い訳を取り出して答える。

「いや結構あるんだよね……ふらっとあいつに遭遇するの。大抵タカられるから嫌なんだけど」

　幼おさな馴な染じみに振り回される主人公の魂を身に宿しながら、ため息混じりにそう答える。

　こう返しておけば、万一のトラブルでニアミスした時も説明しやすいしな。攻防一体のラブコメ的模範解答だ。

「お、幼馴染同士通じ合ってるねー。お互い季節メニュー試したくなるとか、考えることが似てるのかな？」

「まさか。俺のは仕事、あいつのは単なる砂糖中毒の禁断症状だから」

　これは本当。つか、あえて季節メニュー被せてきたのはあわよくば経費につけてやるって魂胆に違いない。あの人そういうことするんです。

「そかそか。デザートもあるならそれも奢おごってくれるのかなー？」

「あ、あはは。お手柔らかに」

　予算の超過分は特別会計ちよきんからの持ち出しなんだよなぁ……生徒会ももう少し補助してくれたらいいのに。いや、まぁ出してくれるだけありがたいんだが。

　清里さんは再びにこりと笑ってから体を起こして、俺の後ろへと並び直した。
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　一足先に注文したものを受け取り、上野原の待つ席へ向かう。

　横に二つ連なって配置されている横長のテーブルには、一卓あたり５、６人で座れるようになっている。上野原の座っている場所は壁際のテーブル、その左端。隣り合ったテーブルからは一番遠い位置だ。

　俺はその対角線にあたる席に腰かけようとして。

「よっ、穴あな山やまたちじゃんか。奇遇だな」

　真横の席に陣取っていたオタクグループに向けて話しかけた。

「ふぁっ!?　……あ、な、なんだ師匠か。あービビった」

　しゅばっ、という効果音の似合いそうな機敏な動きでこちらを見てから、安あん堵どしたように大きく息を吐く穴山。動作がチャカチャカ素早いタイプのオタクらしい反応である。

　ちなみに穴山は、普段から俺のことを師匠と呼ぶ。確かTbitterツビツターの本棚晒さらし企画に便乗した時からだったかな……「ラブコメだけで６段占有はヤバすぎ」とか言われた思い出。

「師匠が学食なんて珍しい。いつも教室じゃなかったっけ？」

「今日は弁当なくってな。気分転換がてら来てみたんだ」

「あ、ちなみに昨日のか○や様２期見ました？　やばない？　かぐ○様可愛かわいいすぎひん？」

「おっ、なになに、その話してたの？　いやもうあれな、賢いのにおバカなところとか、デレとツンのバランスがええんよなー！　マジでお可愛いこと。あ、でも俺はずっとつば○先輩推しだから。目がない時から好きだったから。異論は認めん」

「ほんそれ。つか師匠、先輩推しかよ。あれか、面倒な子が好きなタイプか？　もしくはたわわフェチか？」

「面倒とか重いとか言うなお前、初対面の陰キャにも分け隔てなく接してくれる天使だろうが、気遣いできて優しくて善人な正統派ヒロインだろうが。たわわは、まぁ、うん、オマケだけどね。あくまでオマケよ？　それがメインとは違うよ？」

「漏れてる漏れてる、欲望漏れてるよー」

　ふへへへ、とみんなで笑い合う。

　いやー、オタク仲間っていいねぇ！　パンピー用に配慮マイルドにしなくてもお話しできるからねぇ！

「……耕こう平へい。ちょっと」

「今いいとこだから後にして」

「こっち見なってば」

　なんだよ、煩うるさいな──と横に目を向けると、上うえ野の原はらが頰ほお杖づえをつきながらちょいちょい、とコップの水を指差す。

　その〝コマンド〟を受けて俺はハッと我に返った。

「……ごほん。あー、失礼。取り乱したわ」

「あれ、急に賢者モード？」

　俺は後頭部を搔かいてから大人しく席に座って、水を口に運ぶ。

　今の上野原の合図、〝冷や水コマンド〟の意味は『冷静になれ』だ。本来はイレギュラーでキョドった時用のコマンドの一つだが、まさかこんな場面で使われることになるとは……。

　しかしマジで危なかった。イベント開始前にネタを消費しちまうとこだったわ。あな恐ろしや、オタトーク。

　俺は目線で上うえ野の原はらに感謝の意を伝えると「ふぅー」と長めのため息を吐かれた。いやほんと、面目次第もない。

「ちょいちょい、師匠」

「ん？」

「あれ、やっぱ師匠の幼おさな馴な染じみちゃんよな？　あのツンデレち○ぱいは」

　ヒソヒソ、と耳元で穴あな山やまが呟つぶやく。

　うん、それは小声で大正解よ。聞こえたら漏れなく通報されるからね。

「まぁ一応な」

「仲良くご一緒にランチですかそうですか。おめでたいっすわー、リアル二次充はさぁ」

「リアル二次充て、謎のオモシロ単語作りやがって……」

　ぬぬぬ、人から関係を妬ねたまれること自体はラブコメのド王道で最高に気持ちイイんだが、肝心の幼馴染が〝設定〟だからか素直に喜べぬ。

　穴山はチラチラと忙せわしなく上野原の方に目線を送っている。

　そういや、わりと好みのタイプに近いのかもな。言うてビジュアル７番だし、小ちっπ好きだし。

「気になるなら話しかけりゃいいのに。面識あるだろ？」

「えっ？　いやいやいや、面識なんてあってないようなもんだって！　１回喋しやべったオタクなんかに友達面されたら迷惑でしょ。そういう勘違い系拗こじらせてないからボク」

　手と首をプルプル横に振って否定する穴山。

　卑屈だなぁ……なぜにそこまで自分から下がろうとするんだ。下から目線よくないって神も言ってんぞ、お前は聖書から何も学ばなかったのか。

「第一、ボクらと話したとこで面白くないよ。ノリもキモいし、ネタは偏ってるし……」

「……別に、オタネタ振っただけで引かれたりはしないぞ？」

「いや、そうは言うけどさぁ……やっぱ現実リアルじゃ無理だって。無謀な冒険はしたくないわぁ」

　穴山はもにょっとした顔で仲間たちを見回し、みんなして曖あい昧まいな顔になる。

　──やっぱ口で言ったとこでダメか。

　予定通り、実例を見せた方が早いな。

「おー？　穴山たちもいたのかー」

　と、ここで常葉ときわが餃子ぎようざセットの載ったトレーを持ってやってきた。

「あ、うん……どもども」

　その言葉を受けて、しゅんと反応が乏しくなる穴山。

「……あれ、ホントだ？　やっほー、穴山くん」

「あ、どもども」

　いつも通りオタクグループの面々に笑いかける清きよ里さとさんと、無言のまま席に座る鳥とり沢さわ。

　穴山はなんとも言えない苦笑いを返してから、グループの面々の方へと向き直した。そして先ほどまでの盛り上がりが嘘うそのように、みんなしてもそもそと昼食を食べ始める。

「……」

　俺は上うえ野の原はらにアイコンタクトを送り、了承の意を受け取る。




　──さて、それじゃ始めるか。

　オタクグループ攻略イベント。別称〝オタトークイベント〟実行開始だ！




「そういえば──」

　コンポートを口に運びながら、ふと思い出したかのように上野原が口を開く。

「この前、耕平に教えてもらったアニメ。最後のシーンがいまいちわかんなかったんだけど、どういうこと？」

　おおよそ、上野原から出てきそうもない予想外の話題に、一瞬場の空気が停止した。

　いいぞ、掴つかみはバッチリだ。

　上野原の正面に腰掛けていた常葉ときわが目をパチパチとさせながら、口の中の餃子ぎようざをごくんと飲み込む。

「あれ、彩あや乃のちゃんって、アニメとか見るのー？」

「最近ちょっとね。耕こう平へいに『絶対見ろ。見ないやつは人生の12割損してる』って無理やり勧められたから」

　ちら、と次を促す目線を受け取る。

　練習シナリオ通り、俺は意気揚々と早口で返した。

「アレは実は作中でも随一の能力を持ってた主人公が、視聴者にさえガン隠しにしてた真意を初めて明かした名シーンだ。今までは力の片へん鱗りんすら見せてなかったんだなこれが」

「え、マジで？　確かに、全部掌てのひらの上って時点でヤバすぎるとは思ったけど……でもなんで？　どうして隠してたの？」

「あー、その辺はアニメじゃ描かれてないからな。実は主人公はホ──いや、みなまで言うまい。気になるなら原作買え。アニメ分の３巻までは布教用のストックを分けてやる」

「……地味に気になるな。うん、わりと気になるかも」

　ふむ、とプチ思考ポーズの上野原。

　あ、これアドリブだ。計画関係なしにマジなやつだ。もしかしてヒットした？　布教成功したっぽくね？　くそっ、最初はラブコメじゃなくて頭脳バトルで攻めるべきだったか……！

　そんなこんな、ところどころアドリブを織り交ぜつつも会話を続け、頃合いを見て呆ぼう然ぜんとした顔の常葉に話を投げる。

「ちなみに常葉は？　知ってるか？」

「あー、ごめん。俺そういうのは見ないんだー」

　困ったように笑う常葉ときわの言葉に、右サイドの空気が強こわ張ばるのを感じた。

　──違うぞお前ら。

　今のは拒絶じゃない。

「それでそれで、なんて名前のアニメなの？　何時からやってるやつー？」

　常葉は興味津々という顔で上うえ野の原はらに尋ね始めた。

「え……？」

　その反応を受けて、どこか拍子抜けしたような空気が横から漂ってくる。

　ふふん、うちの〝親友キャラ〟を見み縊くびってもらったら困る。

　バリバリの運動部で、全く縁のない分野だからってな。欠片かけらも興味なしで挙句ドン引き、なんて真似するような奴じゃないんだぞ。なんせ計画ラブコメの〝メインキャラ〟なんだからな。

「テレビじゃなくて配信で見れるやつだよ。ナマプラで」

「おー、それならうちでも見れる！　どんな感じの話なん？」

「えーと、すごい優秀な生徒ばっかり集まる学校があってね。そこじゃ全部が実力で決まるんだけど──」

　上野原が常葉に向けてすらすらと話のあらすじを語る。そして作品の良さを語り、見所を伝えていく。

　うんうん、いいぞ。やっぱ解説付きで観賞会を開いた甲斐があったな。なんせ国民的アニメ映画くらいにしか馴な染じみがない筋金入りの非オタだ。付け焼き刃とはいえ、アニメトークができるレベルにまで持っていくにはあの形が一番効率的だったのだ。

　好感触を感じつつ、続けて俺は左隣でメンチカツを黙々と食べる鳥とり沢さわへ話を振った。

「鳥沢はどう？　ＤＶＤ持ってるし、何なら貸すぞ」

「パス。今はそんな時間ねぇし」

　顔色一つ変えずに即答。

　その反応に、やっぱり右サイドの空気が凍った。

　ああもう、学習しない奴らだな。

「いやいやでもさ、ＯＰ曲がこれまたいいんだわ。興味ない？」

「ならその曲だけ聞きゃいいだろ。中まで見る意味あるのか？」

「はぁ、それじゃ全然なんだよなぁ」

「あ？」

　ギロ、とこちらに鋭い視線を向ける鳥沢。関係ないはずの穴あな山やまがひゅっと喉を鳴らして顔を背けるのが横目に見えた。

　まぁ、鳥沢相手に睨にらまれたら萎い縮しゆくしてしまうのはわかる。てか正しくは見定めてるだけなんだけど。いや、そっちのが余計怖いという見方はあるが……。

　何にせよ、これは攻撃なんかじゃない。むしろ布教チャンスなのだ。

「歌詞だって曲調だって、その作品ありきなわけだろ？　つまり内容を知らない限り、正しくその曲の良さが理解できないってこと。作品世界も含めてのタイアップだから」

「……ふぅん。声優なりアイドルのセールス目的、ってだけでもねーんだな。映画のテーマソングと似たようなもんか」

「あぁ、そこからか。そうそう、基本は作品ごとに新規で作るのが多いかな。専門じゃないからそこまで詳しくないけど」

　あー、アニソン専門のオタクがいりゃーなー。どこかにいないかなー。

　わかりやすく横目でオタクグループの方を見ると、みんなソワソワとお互いを見合っている。

　ふふふ、だんだん布教したくなってきたろ。わかるよーわかるわかる、近くで専門の話されるとつい首突っ込みたくなるよねー。俺ならラブコメネタで１００パー食いつくからねー。

　さ、もうひと押しだな。

「清きよ里さとさんは、書籍専門だっけ？」

「……んー？　そうだね、映像系はあんまりかな？」

　斜め前で静かに冷製パスタを食べていた清里さんが、首を少しだけ傾けながら答えた。

「推理とかサスペンスホラー好きならいいのあるよ。一昔前のやつだけど、ちょうどリメイク版がやってるんだ」

「ほほぅ？　……詳しく聞こうかな？」

　目を細めて尋ねてくる清里さん。

　うん、清里さんに関しちゃそこまで念押しする必要もなかったな。小説は自分からグイグイ語るレベルだし、起点だけ用意してやれば勝手に話は進む。

　──しばらく５人して、わいわいとアニメについての話を深めていく。

　隣のウズウズ感もいい具合に高まっていて、たまにこちらの会話に勝手に頷うなずいてみたり、漏れ聞こえたネタを拾って各々で広げたりし始めていた。

　さて……そろそろトドメのシナリオに入るか。

「そういえば、清里さんが好きな小説家の作品も映像化されてたはず。確か、えーと……なんだっけな」

　俺はこめかみをとんとんと叩たたきながら、思い出せないというポーズをとった。それから、ちらと上うえ野の原はらの方を見る。

　上野原は俺のメッセージを的確に受け取り、次のセリフに繋つなげる。

「思い出せないの？　いつも俺に語れないものはないー、とか偉そうにしてるのに」

　わざとらしく呆あきれ顔を作りながら言う上野原。

　パーフェクト、煽あおり文句としちゃバッチリだ。でも偉そうにはしてないよ、そういうとこはアドリブ入れなくていいよ。

「俺はラブコメが専門なんだよ。他ジャンルにはそこまで詳しくない」

　俺はとんとんしたままぶつぶつと呟つぶやく。

　さぁ来い。チャンスだぞ。

「あー、大学教授が主人公の推理モノ……うーん、全部が……すべてが……」

　と。

　右前にいる穴あな山やまが、何か言いたげに顔を上げ、口をもごつかせているのが視界に入った。

　──よしっ、今だ！

　俺は上うえ野の原はらにＧＯの合図を送った。

「穴山君は？　アニメ詳しいんじゃないの？」

「……んぇっ？」

　まさか上野原に名前を呼ばれると思わなかったのだろう、穴山が素すっ頓とん狂きような声を漏らした。

　すかさず俺がそれに便乗する。

「そうだ！　穴山なら絶対知ってるだろ」

「あっ、えっ、えっ、えーと……」

　全員の視線が穴山に集中する。

　穴山が困惑げな顔でこちらを見るので、俺はこくん、と頷うなずいて見せた。

　──さぁやっちまえ。お前の専門分野だ。

　そして、おずおずと一言、タイトルを口にする。

「えっ、あれ映像化してたの!?」

　それを聞くなり、清きよ里さとさんが前のめりに尋ねた。

　穴山はその勢いに驚いて身を引きつつも、すらすらと答える。

「あ、うん。確か２０１５年の秋にやってて。たぶん配信系のサイトにならあるかな、と」

「今度見てみる！」

　食い気味に答える清里さん。

　うん、そういうとこ微妙にオタクよね清里さん。可愛かわいいかよ。

　俺はニッと笑ってから続けた。

「さすが穴山。伊達にクールごと全作追ってないな」

「おー、全作ってどれくらいあるの？」

　と、今度は常葉ときわが俺に疑問を投げかけてきた。ほんとシナリオとかなしにジャスピンな反応してくれるから常葉君だいしゅき。

　俺は答えず、常葉の視線を外すようにすっと体を後ろに倒す。そのまま、その先にいる穴山に回答を促した。

「あ、はい。えっと今期だと……52作かな」

「52!?　はー、そんなあるんだ！　それ全部見るとか、部活より時間使ってそうだなー」

　素直に感嘆した声を漏らす常葉。

　その反応にはにかみ顔になった穴あな山やまは、手を顔の前でぷるぷると振る。

「や、でも、１日５、６作くらいだから。そんな大変でもないっすよ。最近は15分アニメとかも多いし。それに……好きなものなんで、時間とか気になんないし」

「へーへー、そんな面白いんだ。じゃあじゃあ、俺にもオススメない？　初心者向けで！」

「あ、じゃあ何系がいい？　熱い系とかスポーツ系とか」

「とりあえずスポーツ！」

「あー、じゃあそうね、毎回めちゃめちゃ展開熱くて、敵味方解説役まで含めてキャラが全員かっこいい作品が一個あるよー。バスケじゃなくてサッカーだけど」

「うおっ、マジで！　詳しく詳しく！」

「いやぁ、アレほんとパナいんすわー！　原作の漫画からしてヤバいんだけど、アニメだとその漫画の良さを完かん璧ぺきに再現してて。あ、前にレビュー動画あげてるから、このアカ名で調べてもらえれば──」

　そして常葉ときわと穴山は、俺たちをそっちのけで話を始めてしまった。

　いいぞーやれー、沼に落としてしまえー！

　そんな風に心の中で声援を送っていると、ふと鳥とり沢さわがこちらを見ていることに気づく。

　そして目が合うと「ふっ」と鼻を鳴らしてニヒルに笑った。

　……な、なんでしょう。意味深な反応のが睨にらまれるより怖いんですけど。心臓に悪いんでやめません、そういうの？

「で、曲ってのはどんな感じなんだ？」

　内心ドキドキしている俺を知ってか知らずか、鳥沢はオタクグループの方へと話題を向けた。結果オーライ？

　その言葉を受けて、グループの面々の視線がアニソン好きな奴に集中する。

「あ、えぇと……バンド系、で有名なのだと、アニメ映画の主題歌をＲＡＤがやってる、かな」

「あぁ、そりゃ流石さすがに知ってるな。他には？」

「アニメだとＢＵＭＰも色々やってるね。そもそもボーカルの人がオタクだし。例えば──」

「へぇ、アレもか……わりと手広くやってんだな」

「アニソンっていっても色々だから。萌もえ系とかアイドルものの作品だと声優がＯＰ歌ったりもするけど、硬派な作品はロックバンドの方が合ったりするし」

「よし、とりあえず一通り教えてくれ。今度チェックしてみるわ」

「いいよいいよー。メジャーなのだとアジカンとかホルモンとかも──」

　次第に白熱していくやり取りを聞きながら、俺はコップの水を一気に飲み干した。

　そして会話の邪魔にならないよう、ゆっくりと椅子を引いて立ち上がる。

　こうなれば、もう介入なんていらない。後は放っておいても、無限に布教を続けるだろう。

　水を汲みに行く傍ら、上うえ野の原はらに向けて空のコップを指差し、コマンドを伝える。
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　──イベントコンプリート。




　やっぱり、オタクを攻略するには、専門分野で盛り上がるに限るな。




　◆




「長なが坂さかくん長坂くん」

「うん……？」

　予鈴間近となり、みんなして学食を離れ、教室に戻った直後のこと。

　横の席で全身のポケットをポンポンと叩たたいていた清きよ里さとさんに声をかけられた。

「私のスマホ知らないかな？　ちょっと見当たらなくて」

「え、ホント？　学食に置き忘れたとか？」

「あー、そうかも。戻って捜さないと……」

　そこで、チラ、と申し訳なさげな目線を向けてきた。

「長坂くん。もしよければ、捜すの手伝ってくれない？　テーブルにあればいいけど、なかったらコールして欲しいから」

「ああ、うん。お安い御用」

　二つ返事で返し、席から立ち上がる。

　清きよ里さとさんからのお誘いなら、どんな野暮用だろうと断る理由なんてない。流石さすがにイベントってほどの案件にゃならないだろうが、こうして〝メインヒロイン〟と行動できるだけで御の字だ。もしかしたら今後何かの〝伏線〟になるかもしんないしな！

「ありがとう！　じゃあさくっと行こっか」

　清里さんはパンと小さく手を合わせてから笑い、身を翻ひるがえした。

　頷うなずいて、小走りな清里さんの後に続いて教室を出る。




　──再び学食。

　がらんと人のいなくなった室内で、遠くから聞こえる喧けん騒そうをＢＧＭに二人して元いた席へと向かう。

「テーブルの上にはない、と。なら床に落ちてるのかな……」

　言うなり、清里さんは躊ちゆう躇ちよなくテーブルの下へと潜り込んだ。

　お、おおう、やっぱたまにワイルドだなぁ。ちょっとだけスカートが危なかったぞ。ええまぁ、軽くフワッとしただけでラッキー要素は皆無ですがね。

「あ、あった！」

　と、すぐにくぐもった声がテーブルの下から聞こえた。

　ん、コールの必要もなかったか。盗られたりしてなくてよかったな。

　清里さんテーブルから戻ると、手に持ったスマホを掲げて見せてきた。

「危なかったー。早く気づいてよかったよ」

「スマホなくすとめっちゃヘコむからね。俺も前に落として壊した時は硬直しちゃったし」

「あはは、お小遣いどころの話じゃなくなっちゃうからねー。しばらく霞を食べて生きなきゃいけないとこだった」

　仙人かな？　いや仙女か。仙女っていうと途端に尊みが増すな。

　清里さんは照れ笑いを浮かべながら、スカートのポケットにスマホを戻す。

「私、普段しないことすると結構失敗しちゃうんだよね。寄り道してたら家の鍵かぎ落としちゃったりとか」

「え、マジで？」

　それは初ネタだぞ、メモメモ。

　てか、そんなおっちょこちょいな印象ないけどな。上うえ野の原はらほどキッチリしてるわけじゃないかもだが、大抵のことはそつなくこなしてるし。

　清里さんは苦笑いな表情になってから答えた。

「うん、マジで。珍しいことすると注意が散漫になっちゃうのかも。そういうのってない？」

「あー、うん。確かにそうかもね」

　ただ俺の場合、素のスペックがゴミすぎて、ミスとか日常茶飯事だからな……。やる前にガチガチに準備すれば失敗しないけど、そんなん当たり前っちゃ当たり前だし。

　そんなことを思っていると、清きよ里さとさんはおもむろに髪をかき分けて右耳にかける。

「やっぱ、何事もいつも通りが一番なんだよね。変に冒険しようとすると、どこかに落とし穴があったりするものだから」

　安全第一だよ、と、指を立ててにこりと笑った。

　その言葉通り、いつもと同じように笑う清里さん──なんだけど、なんとなく印象が違って見える。

　はっきりと見える涙ぼくろのせいかな……？

「手伝ってくれてありがとね！　もう昼休み終わるし、教室戻ろっか」

「あ、うん」

　が、そう感じたのも一瞬で、次の瞬間には俺のよく知る清里さんだった。

　一足先に学食を出る清里さんの背を見ながら、ふと思う。

　そういや……こうやってお願いされること、それ自体がレアケースだったな……。




　◆




「──今日の首尾は上々。いい感じにそれぞれ縁ができて、話も深まった。初手としちゃ申し分ない結果だ」

　放課後、Ｍ会議室で定例の反省会。

　あれからの会話を見るに、オタクグループの面々が持っていた見えない壁はすっかり取り払われていた。これで少なくとも、うちのグループとの関係性は大幅に改善だ。

「こんな感じで徐々に他のクラスメイトとも打ち解けられるように整えてこうと思う。今すぐとはいかずとも、きっかけはできただろ」

　俺は満足してフルーリーを頂く。うーん、一仕事終えた後の甘味は格別やでぇ。

「まぁ、その方針自体はいいと思う」

　ソフトクリームをぺろりと食べ終えてから、上うえ野の原はらがそう答えた。

　うん？　何やら含みのある言い方だな……。

「なんだよ、今日の結果に不満でもあるのか？」

「ううん、そういうわけじゃなくて。ただ、スムーズに進んだな、って思って」

　と、続けて考え込む姿勢を取る上野原。

　スムーズて。いつもトラブルばっか起きてるみたいじゃねーか。

「事前条件さえ満たせればイベント自体の成功確率は高い、って言ったろ？　妨害要因だって排除できてたし」

　勝かつ沼ぬまグループは今日みたく天気のいい日には、青空廊下──４階の渡り廊下のこと。野外で見晴らしがいい人気の昼食スポット──で昼食をとるのが通例だ。

　今日だってそれを確認してから教室を出たわけで、順当な成功と見ていいと思うのだが。

　上うえ野の原はらは俯うつむいて黙考し、そのままの姿勢で呟つぶやいた。

「そうだな……たぶん、ここからが本番」

「本番？」

　上野原は顔を上げて頷うなずいた。

「今回の介入で、穴あな山やま君たちの意識に変化が生まれた。もしかすると、何かしら予想外な行動が見られるようになるかも」

「それは……そうかもだが」

　確かに〝友達ノート〟の行動予測に多少なりともズレは生じるだろう。

　ただ、個人の性格や考え方が変わったわけじゃないんだ。いきなり突飛な行動を取るようになるとは考えにくいんだが……。

　俺の思考を読んだように上野原は続ける。

「変化自体は些さ細さいなものでも、今まで閉じこもってた人たちだから。ちょっとした動きが全体にどう影響するか、それがわからない。新兵器だって万能じゃないんでしょ？」

「まぁ……」

　Ｑ─Ｕ─Ｌはあくまで調査時点のクラス環境を可視化したものであり、日々の変化までトレースできるような機能はない。

　即応性、という意味では役に立たないので、モニタリングやトラブルシューティングは自分たちでやらなければならない。

　それに、と上野原が口を開く。

「目に見えない部分まで考えると、予想外のことが起こる可能性は今までに比べて格段に上がるはず」

　そう話す上野原は思ったよりも真剣で、俺も思わず身構えた。

「だから、何か変化の兆しが見えたら早めに教えて。できればトラブルが起こる前に」

「……わかった」

　ごくり、と唾つばを飲み込んでからゆっくり首しゆ肯こうする。

　変化の兆しか……俺は大量のデータから傾向を分析することはできても、感情の変化とか細かい機微をリアタイで察するのって苦手なんだよなぁ。

　できればその辺りは上野原に任せたいんだが、クラスが違う以上、教室でのトラブルは自力で対処するしかない。

「……とにかく当面は、穴山グループを中心にクラスメイトの動きに変化がないか注視する。何かあれば日報に上げるから、適宜コメント頼む」

「了解。ただ、突発的なイレギュラーにも何かしら対応できるようにしときたいな……てかぶっちゃけ、そっちのが怖い。ほんとヤバイくらいポンコツになるし」

　はいその通りですごめんなさい。

「じゃあトラブった時用の緊急信号を用意しとこう。ワンタッチでメッセージ送れるようにしとくから、それが来たらヤバイ状況だと思ってくれ」

「ん、なら緊急連絡はＳＭＳにしよっか。アプリ分けた方が区別しやすいし。それと状況が確認できるように、即電話が繋つながるようにして──」

　それからいくつかトラブル時の対応について詰めていく。

「──そんなもんか。スマホのショートカット機能を使って準備しとこう。あ、ついでに位置情報も探れるようにしとくわ。冬の山中で孤立、とかなっても困らないように」

「え、ラブコメするのに遭難の危険があるの？」

　あるんだなぁ、これが。スキー場でコースアウトしないように気をつけようね。普通なら生命の危機だから。

　そんなこんな、一通り話し終えたところでほっと一息。

　フルーリーを食べ終えてコーヒーで口直しをしていると、ふと昼の一件レアケースが思い出された。

　危ない危ない、これも報告しとかなきゃな。

「そういや変化というか、珍しいパターンのプチイベントが１件あった」

「……プチイベント？」

「ああ。今日の昼、上うえ野の原はらと別れた後のことなんだが──」

　清きよ里さとさんのスマホ紛失トラブルについて説明する。

「──と、そんな流れ。新着情報としては、清里さんがドジっ子属性持ちかも、ってくらいか」

　すると、上野原は先ほど以上に真剣な顔になって、解いたはずの思考ポーズに戻った。

「普段通り、安全第一ね……なるほどな」

「……気にするトコそこ？」

　ただの日常会話の部分じゃないか？

　上野原は答えずに、腕を組んでから口を開く。

「ちなみにスマホが落ちてたところ、耕こう平へいは見たの？」

「え？　いや、テーブルの下だったし、見えなかったけど」

「うん、そうだろうね」

　……なにがそうなの？

　俺がちんぷんかんぷんで首を傾かしげていると、上野原はすっと瞳を細めて俺の目を見た。

「とにかく繰り返すけど、イレギュラーにだけはマジで気をつけるように。変なことする前に絶対知らせて」

「そういう伏線フリはやめとこ？」

　もうそれなんかやらかすって言ってるようなもんじゃん、王道テンプレ的にさぁ……。
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　翌週。どんよりとした、曇天の朝。

　朝練に向かう運動部たちに交じって正門をくぐる。

　だいたい俺は始業の１時間前までには登校している。日課の巡回調査のため、というのが常だが、今日はその前に別件があった。

　芸術棟の一角──生徒会室の扉を、コンコン、とノックする。

「どうぞー」

　ドア越しに、くぐもったハスキーボイスが耳に届く。

「失礼します」

　一応そう声をかけてから、そのまま部屋の中へと入る。

　生徒会室の中は雑然としていて、整理中らしき書類の束が中央のテーブルの上に山積みになっていた。

　その山の奥の席に腰掛け、一人ノートパソコンを叩たたいているのは──。

「おはよ、長坂君」

　眼鏡をかけた、日ひ野の春はる幸さち先輩である。

　……うん、メガネ？

「あれ、先輩、目悪いんでしたっけ？」

「ううん、これはブルーライトカット。パソコン使う時だけかけてるの」

　ちゃっ、と眼鏡を外して笑う先輩。

　ああそういうことか、メモメモ。

　んー、そろそろ先輩についてもキッチリ情報データ集めたいな。うまいこと関係維持できてるから先延ばししちゃってたけど、ヒロイン適性の判定もしたいし……。

　つか、相変わらず笑うとめっちゃオトナな色気たっぷりな美人さんだよなぁ。

「眼精疲労には気をつけないとね。肩こりも軽減されるし、作業の能率を考えたら悪い投資じゃないと思う。何なら長坂君にもオススメ教えてあげようか？」

「間に合ってます」

　……この見た目とアンマッチなノリがなぁ。キャラブレしてるんだよなぁ。

　俺は小さく息を吐いてから、部屋の中に入る。

　今、生徒会室には先輩一人しかない。まだ朝早いというのもあるが、先輩の個人的な依頼という形の請負仕事なので、なるべく他のメンバーがいないタイミングを狙ねらって訪れるようにしていた。２年生以上はだれがどんな人かも調査しきれてないしな。

「はいこれ、学食レポの原稿です」

　言いながら、クリアファイルに入れた紙束を取り出す。

「わ、相変わらずの仕事の速さだ」

「データも先輩の生徒会アドレス宛あてにメールしときました。加工もご自由に」

「うん、ありがとう。ほんと助かるよ」

　目をキラキラと輝かせてファイルを受け取る先輩。

　すぐに資料を取り出すと、そのままペラペラとページをめくり始めた。




　──屋上の鍵かぎの代償として、俺はときおり生徒会絡みの野暮用を引き受けることになった。

　おかげで屋上はフリーパス状態になったのだが、問題はダミーとして作成した修正予算案が、先輩にいたく評価されてしまったことだった。

　どうも数字に強いメンバーが生徒会におらず、喉から手が出るほど欲しい人材に思えたらしい。それこそ、入会しない限り部屋から出さない、という勢いで鬼勧誘を受けたほどだ。

　入会したら計画に費やせる時間が極端に減るのは目に見えている。強引に逃げようかとも思ったが、そこまで評価してくれてるのを無む碍げにするのも心苦しかったし、生徒会関係者とのコネは情報収集面からも魅力的だった。

　どうにかうまい落とし所はないかと模索した結果──『互いに利害が一致する場合に限り、外部委託という形で調査仕事を請け負う』というところへ決着した。

　こちらは調査データと労働力を提供し、先輩からは活動資金の援助や学校活動に関する情報提供を受ける。

　その契約条件で合意を得て以来、こうして機を見て生徒会室を訪れている、というわけだ。




「──うん、チェックするまでもなさそうだ。流石さすがだなー」

　はー、と感嘆の息を漏らしてから、先輩が顔を上げる。

「こんなスキル、どうやって身につけたの？　どこかで習った？　それともご家族が専門の人とか？」

「あー、まぁ、趣味の延長です。元から調べ物好きでしたから」

　ついでに我が家は普通の中流サラリーマン家庭で、誰一人専門技能なんて持ってません。

「あと、浪人中暇だったので。先取りの勉強みたいなもんです」

「……そっか、そうだったね」

　先輩は少しだけ言葉に詰まる様子を見せた。

　俺が浪人していることは全校に広まっている。そもそも高校浪人という時点で話題性バッチリだし、〝幼おさな馴な染じみ化イベント〟で隠すどころかフルオープンにしちゃったからな。

　時々、上級生から好奇の視線を向けられることもあるが、今のところそれを理由にからかわれたり、ディスられたりすることはない。その辺はさすが峡きよう西にしという感じでホッとしている。

　まぁ、昔を知らなきゃ普通の後輩と大差ないだろうしな。

「うん。苦境に負けないどころか、さらに努力して自己研けん鑽さんしたんだから、純粋にすごいと思う。尊敬に値するよ」

　……と、先輩は真っ直ぐな目でこちらを見ながらハッキリと言った。澄んだ空を思わせる瞳には虚飾の色がまるで感じられない。

　おっ、おおう？　なんかこう、マジな感じに褒められるとめっちゃ照れるぞ……いつもディスで中和されてるから余計に。

　俺は自然と熱くなる頰ほおを誤魔化すように咳せき払ばらいする。

「あ、あー。とにかく現場からは以上です」

「なにそれ、災害派遣のレポーター？」

　先輩はくすりと笑ってから背もたれに体を預けた。

「さっ、続きだ。さくっと終わらせちゃわないと」

　言いながら、ぐぐっと両手を上に突き出して体を伸ばす。その動きで、夏服の薄手のシャツが男子的にとても重要な一部位にほよよんと張り付いた。
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　あっ、あわわっ、これはまさしくマウントＦＵＪＩ！

「……今日は何やってるんです？」

　脳内でセルフ冷や水をぶっかけてパトスを鎮しずめつつ、努めて真顔で質問を投げる。

「次の地域清掃ボランティアの準備だよ。業者からの請求書の整理とか、周囲の自治会への告知資料の作成とかね」

「へぇ。そういうのも先輩の担当なんですね」

　それも総務の仕事なんだろうか。てか広報っぽいこともやってるし、いまいち職務範囲がわからないな。

「ん……まぁね」

　濁すように答えてから笑うと、先輩は再び眼鏡をかけた。

「それと、もうすぐ生徒会選挙もあるし」

「ああ、そうでしたっけ」

　と、興味ない風に返したが、日程はきちんと記憶していた。

　峡きよう西にしでは７月時点で新生徒会が発足する。完全な代替わりは秋の学祭後になるが、３年生はこれから受験勉強が本格化するので、その前に実務を後輩に投げてしまうための措置らしい。

　ちなみに、ラブコメによくある苛か烈れつな選挙戦、なんてものが繰り広げられることはほとんどなく、だいたいが信任投票である。概ね、前年からの役職持ちだったメンバーが生徒会長に立候補して、そのまま繰り上がりになる。

　ん、となると。

「先輩も立候補するんです？　会長選」

　先輩は会計監査兼総務とかいう掛け持ち役職だ。会長、副会長を抜くと役職的には一番上位にあたるから、普通に考えて有力候補といっていいだろう。

「さ、どうだろうね」

　……と、先輩は無表情でさらりと流して、パソコンに向き直す。

「そもそもまだ公示前。選挙違反になるので何も言えません」

　流石さすがに乗ってこないか。その辺先に知ってれば今後の動きの参考になるかなと思ったんだが。

「じゃ、そろそろ仕事するね。あ、これ頼んでる別件の経費。そっちもよろしくね、長坂君」

「あ、はいどうも」

　封筒に入ったお金を受け取り、そのままリュックにしまった。




　──ところで、地味に気になってたんだけども。

「……先輩。そういえば『後輩君』って呼び方、知らん間にやめましたね」

　いやほら、確か前までそんな感じの呼称だったじゃん？　名無しの後輩君、って。

　普通はさ、その手のトクベツな状況で生まれた呼称が定着して、ちょっと人とは違うカンケイを匂わせちゃうのがラブコメの王道でしょ？　生徒会繋つながりだとキー君とかさぁ、ロングヘアでたわわな先輩キャラだしさぁ。

　だから密かに「先輩は今後そうやって呼んでくれるのかなぁウヘヘヘやったぜ」って思ってたんだけど……。

「え、そんなこと言ってたっけ私？　変なこと覚えてるね」

「…………あ、ハイ」

　すっかり忘れてる!?　ああくそ、これだから現実は！

　日ひ野の春はる先輩は心底不思議そうな顔で首を傾かしげている。

「だって君、そもそも同い年だし。後輩扱いするのは失礼かなって」

　あー、そうね、そっちに行っちゃったかー。

　俺ががっくり肩を落として、とぼとぼとドアの方へと向かう。

「あれ、もしかしてそう呼んでほしいとか？」

「いや、うん、なんでもないっす……」

　そういうの自分でお願いするのは、なんかこう、すごいコレジャナイ気分になるので諦めることにする。

　ふんっ！　キャラ立ち要素を自ら捨てるとは、ラブコメ適性低くなっても知らんからな！
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　ラブコメテンプレ崩壊が地味にショックだった俺は、挨あい拶さつもそこそこに生徒会室から出る。

　そのまま、校舎に至る渡り廊下に出ようとして、スマホの振動に気づいた。

　……ん、リマインダーの通知？

　立ち止まってスマホを見ると、画面には『ニアミス警報』が表示されている。

　あぁそうだ、そんな時間か。危ない危ない。

　俺は物陰に隠れて周囲の様子を窺うかがった。

　芸術棟から校舎に至る渡り廊下は、屋根が付いているだけで実質外みたいなもので、駐輪場へ向かうチャリやら登校してきた生徒やらが行き交う雑多な場所だ。

　まだ時間が早いため、さほど人通りはないが……っと、やっぱりな。

　俺の視線の先、正門前の道路で、車から一人の女子生徒──勝かつ沼ぬまが降りてくるのが見えた。

　勝沼の登校時間は毎朝ほぼ同じ。家が僻へき地ちで交通手段がないため、家族の通勤に合わせ車で登校しているのだ。生活態度に似合わず朝が早いのはそれが理由だった。

　調査中の不意な遭遇はトラブルの元なので、ある程度行動が読めるケースはカレンダーに時間を設定して、通知されるようにしている。うむうむ、やっててよかった事前対策。

　勝沼はスマホに目を落としながら昇降口へ向かって歩いている。

　よし、しばらくここでやり過ごしてから俺も校舎へ──。

「あ、良かった、長なが坂さか君！」

　──と、急に名前を呼ばれてぎょっとする。

　慌てて声がした方を見ると、日ひ野の春はる先輩がこちらに向かって来るのが見えた。

　ちょっ、なんだ？　てか声大きいよ先輩、勝かつ沼ぬまに気づかれる！

「これこれ、持って帰るの忘れてるよー」

　そうして掲げた手にはクリアファイルが。さっき俺が資料とともに渡したやつだった。

　い、今はそんなんいいから！　シー、シー！

「……チッ」

　必死にジェスチャーする俺の努力も虚しく、ちょうど横を通りがかった勝沼が、こちらに流し目を寄越すのが見えた。

　ああ、もう！　やっぱ気づかれたじゃん！

「あ、よ、よう。おはよ勝沼」

「キッモ」

　頰ほおをひくつかせながら挨あい拶さつした俺にディスで返事して、勝沼は立ち止まることもなくズンズン昇降口の方へと向かっていく。

　はぁ……とりあえずトラブルにはならなかったか。キモいはいつもの挨拶だからよしとする。

　胸を撫なで下ろす俺に、素知らぬ顔でやってきた先輩が首を傾かしげた。

「あれ、もしかして邪魔しちゃった？　あの子、長なが坂さか君の彼女とか？」

「今のがそう見えたならブルーライト以外もカットしてますよ、そのメガネ」

　俺はため息を吐いてから、クリアファイルを受けとって渡り廊下を進み始めた。
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　──それから手早く日課ちょうさを済ませ、教室に入る。

　時間的に、友達グループの面々は誰もいない。室内にいるのは穴あな山やまと、オタクグループのメンバー数人。朝練のない運動部、文化部の面々がちらほら。そして勝沼と、あいつに近しい中核メンバーが３人ほど。まぁ、いつも通りのメンツと言っていいだろう。

　普段なら自席で予習に費やすところだが……上うえ野の原はらに変化に気をつけろって釘刺されたばかりだし。ちょっと現状の確認でもしてみるか。

　俺はそう決めると、立ち上がって穴山の席へと向かった。

「よっす、穴山。昨日のアニメもう見たか？」

「お、師匠。もちっすよ。最推しのアニメはリアタイで実況するのがボクの拘こだわり」

　そう答える穴山は、いつもよりも声のボリュームが大きい気がする。しまったな、こんなことなら声量デシベルの測定しとくんだった。マジ変化なのか気のせいなのか判別がつかない。

「やっぱモチベが違うなー。来場者もいつも通り？」

「人数的にはいつもよか少なめ？　７話って中休み回だったし。でも雑談ふきようの方が超盛り上がっちゃって、ちょっと寝不足っすわー」

　ふむ……相変わらずか。穴あな山やまの布教ってめっちゃ的確だから、オススメされるとつい手を出したくなるんだよなぁ。

「ジャンル入りたての初心者がいると燃えるんよな！　何としてもこっち側に引き摺ずり込んでやる、って感じになるし！」

「わかりみしかない。あ、それで思い出した。穴山に是非読んでほしいラノベがあってだな、最近ちらほら出てきたちょっぴり不純系というか、背徳感のあるタイプの作品で──」

　それからしばらく穴山と会話オタトークを交わすが、とりわけいつもと違う様子はない。少なくとも穴山に関しちゃ大きな変化なし、と見ていいかな。

　一応、上うえ野の原はらに『平常運転』とでも伝えとくか。

「朝っぱらからキモいわ。オタクとかしてっから浪人したんだっつの」

　……うん、遠くの方から聞こえるディスも平常運転、っと。

　スマホを操作しながら勝かつ沼ぬまの方を流し見たところ、グループメンバーと固まって雑談しているようだった。こちらに視線は向けていないが、内容的には明らかに俺のことだ。

「負け組のくせにイキりやがって。ウザくね？」

　あー、いえ、どっちかっていうとイキり表現が似合うのはあなたの方だと思いますよ。しまいにゃアンケート取って数値化しちまうぞこんにゃろう。

「それねー、とりあえず表情がキモーい」「勉強できたとこで浪人じゃーな」「いいじゃん、俺らにゃ関係ないっしょ。ほっとこうぜ」

　追従する取り巻き勢の声もちょいちょい聞こえてきて、喉元がじんわりと気持ち悪くなる。

　あーもうっ。ああいう集団からの悪意ってホント慣れないな。前よりはだいぶマシになったと思うけどさ……つか表情がキモいってヒドくない？　俺がマスクの下でどんだけ笑顔の練習したと思ってんだちくしょう。

　ふんっ、いいもんね！　友達グループのみんなに優しくしてもらうから辛くないもんねっ、あほーばかー。

　心中をギャグノリにすることで気持ちを落ち着かせ、連中はスルー。

「な、なんか色々言われてない、師匠……？」

　こそこそ、と不安げな顔で囁ささやく穴山。

「まぁ気にすんな。いつものことだし」

　勝沼は俺が何かしら動いていると、あんな感じの雑談風ディスを挟んでくる。ただ割合的には60％くらいの頻度だし、遠巻きにぶーぶー言ってるだけなので放置がデフォルトだ。

「うわ、それでよく流せるよね……ボクなら絶対無理だわ。校舎裏されそうだし、極力関わりたくないって」

「いや、流石さすがにボコはないだろ。そんなんバレたら退学になるわ」

「だってさ、勝かつ沼ぬまだけ明らかに空気違うじゃん？　まさか峡きよう西にしであんなのがいるとは思わなかったよー」

　ぷるぷる、と首を素早く横に振る穴あな山やま。

　峡西は進学校であり、いわゆる不良とかヤンキーといわれる層は極端に少ない。たとえその手の人が入学したとしても、ノリが合わなかったり授業についていけなかったりで、早期に自主退学してしまう事例ケースもあるようだ。

　その点勝沼は入試結果ギリ、日頃の成績も最底辺ながらよく耐えてるよな。もしかすると、常葉ときわによる頑張り屋って表現はそういうとこに関係するのかもしれん。

「現実のギャルは色々無理だなー、ボク。言葉遣いも汚いし、アニメ馬鹿にしたりするし、絶対ボクらのこと下に見てるし……」

　確実にビ○チっすわ、と語る穴山は常よりも口調が厳しく思えて、少しもやっとする。

　ぬぅ……直接言わないってだけで、勝沼にヘイト抱えてたりすんのかな。穴山ってそういうことが似合うタイプじゃないのにな──。

「あ、おっはよー、委員長ー」

　──と、そんなことを思っていた矢先に、すぐ横の入り口扉から常葉の挨あい拶さつが飛んできた。

　ふと時計を見れば、すでに予鈴間近だ。

「おはよ常葉」

「あっ、それと穴山！　に○んぱすー」

「お、常葉氏。に○んぱすー」




　──な。

　ん。

　だと……？




　自然に常葉の口から漏れた不自然な挨拶が予想外すぎて、俺の思考が凍りついた。

「いやー、これはバッチリ視聴済みとみた。どうどう？　田舎まったり系って意味じゃ絶対外せない作品だし、常葉氏のニーズにぴったりだと思ったんだけども？」

　穴山が顔を輝かせながら常葉を見上げ、意気揚々と早口で語り始める。

「すげぇよかった！　あのまったりーとした空気感がたまんなかったわー！」

「それなー！」

　……いや、待て、凍ってる場合じゃない！

　つーか昨日布教してた初心者って、まさか常葉のことか!?　くそっ、穴山の布教力を舐なめてた！　この短期間でもう沼に引き摺ずりこみやがった！

　今まで二人がクラス内で親しげに喋しやべるケースは数えるほどしかない。まして、その内容がアニメネタなんて言うまでもなく初めてのパターンだ。ああもう、変化ナシとか安心した矢先にこれだ！

　と、とにかく落ち着け！　上うえ野の原はらにエマージェンシー……！

　素早く用意したばかりのショートカットをタップして、通話で会話が聞こえやすいように胸ポケットにスマホを放り込んだ。

「素朴な田舎生活を通して表現されるなんともいえない空気感がすっごい胸にくるんよな！」

「そうそう！　いやほんと、小学生の頃を思い出したよー。昔はさー、山行って遊んだり、神社で隠れんぼしたり、ほんと楽しかったなぁ……」

「まさにノスタルジー！　ボクんち市内だしそういう経験ないけど、でも共感できる不思議！」

　ど、どうしよう。なんかめちゃ盛り上がってる。

　どう考えても上野原の懸念してた通りの状況イレギユラーだ。

　穴あな山やまのこの予想外の動きが、どう全体に影響する？　この会話が続いたら何が起こる？　えーとえーと、考えろ予測しろ──。

　瞬間、スマホがブブブ、と震える。

　──きた！　上野原からの返信！

『まなーかいじょ、さいだいおんりょう、せってき、ならしにげる』

　……は？

　なに、どういう意味だ？

「それにそれに、系統としては日常ゆるアニなのに、どことなくリアルを感じるんすよなぁ。まさに古き良き日本の田舎だなって──」

　穴山の語りを聞き流しながら、言われるがままサイレントモードを解除していると、続けて音声ファイルが届く。

　なんだ？　これを鳴らせってことか？

　いや、そもそも『せってき』って──？




「キモすぎるだろ、マジで」




　突如。

　怒気に満ちた声が、すぐ間近から飛び込んできた。

「みんなドン引きしてんのわかんねーの？　でかい声でキモい話してんじゃねー、クソオタク」

　──せってき、接敵。

　ああっ！　そうだ、そうだろ！

　このイレギュラーな状況下、変化が生まれたこの瞬間に、最も危ないのなんて勝かつ沼ぬまに決まってるだろうが──！

「あっ、ええと……」

　急に悪意を向けられた穴あな山やまは、完全に頭が真っ白になったようで、ぱくぱくと口をもごつかせている。

　クラスは静まり返り、ピリリと張り詰めた空気があたりに充満した。

「つかアニメに『リアル』とか、マジ笑えるんですけど。だったら大好きなアニメのオンナノコとヤッてりゃいいんじゃね？　現実に関わってくんなよ」

　ケラケラ、と笑いながら、心底馬鹿にしたように嘲あざけりの言葉を穴山に投げつける。穴山はびくんと体を縮こまらせて、視線をあっちこっちに落ち着きなく動かしている。

　だ、ダメだ！　とにかく止めないと……！

　俺が動き始めようとした瞬間、先に反応した常葉ときわが穴山と勝かつ沼ぬまの間に体を滑り込ませる。

「ま、待った待った！　あゆみ、だからそういうキツい言い方はダメだってば！　そもそも俺の方から話しかけたんだし──」

「つーかエイジもさー！　もうちょっとツルむ相手選びなって、何度も言ってんじゃん！　こんな負け組と一緒にいたっていいことなんてねーっつーの！」

　反論に逆上した様子の勝沼は、目をさらに吊り上げて怒鳴り散らす。

　ああ馬鹿っ、落ち着け俺、今は自己判断で動いたらダメだ！　イレギュラーに流されるな！

　とにかく、上うえ野の原はらの指示通りに動け……！

　言い合う二人の横で素早くスマホを取り出し、音声ファイルを開く。

　頼む、頼むぞ。

　再生──！




　──ウウウウゥ───ウ！




「──ハッ？」

「ええっ……？」

　常葉と勝沼の目線──いや、その場にいた全員の目が、俺に向く。

　この音は……。

　サイレン？




　──ならしにげる。

　鳴らし、逃げる。




　……。

　…………。

　た、退避！　退避退避！




「あ、に、逃げろっ！」

「「「ええぇっ？」」」




　クラス全員が困惑する中、俺はさっさと教室外へと走り出す。

　鳴り止まないサイレン音を大音量で響かせながら、廊下を猛ダッシュ。道中の教室がざわざわと騒がしくなるのを感じた。

　そして走りながら、思う。




　──え、俺、この後どうすんの？




　◆




「──いや、確かにね。あの場は収まったけどさ。もうちょい俺にダメージのないやり方なかった？」

　昼休みの屋上。

　俺はげっそりとした顔で体育座りをしていた。

「無理言わないで。平常通りって送ってきた直後に緊急コールとか、マジで意味わかんなかったし」

　しれっとした顔で弁当を食べている上うえ野の原はら。ぐぬぬ、正論ゆえなにも言えぬ。

　サイレン騒動は、最終的に『止め忘れた目覚まし時計の音』ということで決着させたが、何人かがマジな警報と勘違いしたことで一時学内が騒然とした。

　不慮の事故ながらも混乱を生んだ罰ということで、トシキョーにミッチリ説教を食らうとともに、たんまり課題を乗っけられて今に至る。

　ちなみに、途中で行き違った鳥とり沢さわには盛大に爆笑され、後から登校してきた清きよ里さとさんには苦笑いで慰めの言葉をかけられました。いやもう、ギャグオチっぽい感じになったからいいってことにしよう……。

　上野原は桜でんぶのかかったご飯を一口食べてからため息をついた。

「……まったく、昨日のうちに音源用意しといてよかった。早速使えなくなったけど」

「だからフラグ立てるのはやめろって言ったのに……」

　一晩ワンシーン挟んだくらいじゃ回避できないんだよ、その手の死亡フラグはさぁ。

　俺は「はぁ」と息を吐いてから口を開く。

「……ま、とはいえ助かった。ありがとな」

「ん」

　上うえ野の原はらは無表情のままわしゃり、と左手で後ろ髪を一掴つかみした。

　俺はいじけスタイルから復帰して尋ねる。

「しかし、マジで状況把握が早かったな。ろくに判断材料なかったろ？」

　速攻で通話が繋つながったとしても、常葉ときわたちのオタトークしか聞こえなかったはずだ。最初から現場にいた俺より遥はるかに情報は少ない。

「細かい状況は分からなくても、トラブルが起きるとすれば勝かつ沼ぬまさん絡みだしね。常葉君が珍しい人と会話してたら絶対介入してくるだろうし。前の私の時だってそれが起点でしょ？」

「ああ……なるほどな」

　俺は納得する。

　かつて上野原が表舞台に乱入してきた時も、常葉へのコンタクトがきっかけとなって勝沼が乱入してきた。今回もその類似ケースだと推測したってわけか。

「確かに、今回のパターンは俺への邪魔ってより、穴あな山やまへの攻撃がメインだったな。二人が突然仲良く話し始めたから、それに呼応した動きだと」

「彼女、仲良しの友達に近づく人には厳しいみたいだから、ね」

　上野原は妙にアクセントの付いた物言いをしてから、パックのレモンティーを口に運んだ。

　しかし……常葉と勝沼ねぇ。

「てか、そもそも勝沼にとっての常葉ってなんなんだろうな。ここまで来ると単なる同中の友達への反応には思えないし」

「順当に考えれば常葉君のことが好き、って話だと思うけど」

「……やっぱそういう感じ？」

　恋愛感情かー。もしそうなら「まさにラブコメじゃん、盛大にやるといいよ！」って言ってやりたいくらいだが……まぁ、それで解決できりゃ世話ないか。

「ただ、それだと男子にまで反応する理由にならないか……」

　上野原はふと箸を止めてから続けた。

「となると、負け組って単語が気になるかも」

「……そういや、俺に対してもしきりにそう言ってたな」

　生起回数をキッチリ調べたわけじゃないから印象レベルでしかないが、あいつの口からその手の言葉を頻繁に聞く。

　てっきり、敵視してる俺への蔑べつ称しようの一種と思ってスルーしていたが……穴山みたいなタイプもそのカテゴリに入るってことだと話は変わってくる。何かしら、その言葉に込もった意味じようほうがあると見た方がいいかもしれない。

　そんな風に考えを巡らせていると、上野原がかちゃりと弁当箱の上に箸を置き、小さく手を合わせた。食べ終わったらしい。

「何にせよ、やっぱり勝かつ沼ぬまさんを放置するのは危険でしょ。早いとこ対策考えなきゃ」

「そうだな……」

　ひとまず穴あな山やまは、しばらく今回みたいな目立つ行動を取ることはないだろう。あの後話してみたら「勝沼ビ○チにはもう近づきたくない」とか完全に拒否モードだったし。

　ただそれは勝沼関係のトラブルを回避できるってだけで〝計画プロジエクト〟的に見ればマイナスだ。萎い縮しゆくされてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうである。

　俺は「ふむ……」と呟つぶやいてから顔を上げる。

「……上うえ野の原はらに頼みたいことがあるんだが、いいか？」

「うん？」

「ちょい勝沼の身辺について洗い直してほしい。とにかく今は情報が足りなすぎる」

　どう対処するにせよ、やっぱりまずは勝沼の行動原理を解き明かすことが一番の近道だろう。困った時は綿密な調査だ。

　──今のところ、勝沼が主体的に行動を起こすのは『俺がクラスで主導権を握ろうとした時』と『常葉ときわに他人が近づいた時』の２パターン。

　その背景には、俺とか穴山──つまり、あいつの言うところの負け組に当てはまる人物への敵てき愾がい心しんや、常葉への何らかの想いだったりと複合的な要因があるらしい。

　そこを明らかにするには、過去に遡さかのぼって情報データを集める必要がありそうだ。

　と、上野原は意外そうな顔で口を開く。

「調査それは構わないけど……てかその辺、耕こう平へいならもう調べ尽くしてるものだとばっかり」

「いや、俺も手は尽くしたんだけどな。あの二人以外に同中出身者がいないせいで、どうしてもディティールまで追い切れてなくて」

　二人の母校、篠しの森もり南みなみ中学校──通称篠しの南なみ中から峡きよう西にしへの進学者は極端に少ない。全学年含めても片手の指程度しかいないから、当人たちから語られた内容以外に情報らしい情報が入ってこないのだ。

「まぁ、そりゃ篠南だし。うちには来ないでしょ」

　上野原は当然とばかりに言った。

「ん、あれ、なんか知ってるのか？」

「……ああ、そか。耕平は東の人だから知らないのか」

　納得、という顔で頷うなずく上野原。

　同県とはいっても、峡きよう国ごく市のある盆地部と俺の実家のある東部とは昔から交流が薄い。現在でもその傾向は残っていて、俺も調査したこと以外の一般常識に抜けがあることがままある。

　なにせ、遊びに行く場所だって全然被らないからな。ウチなんてお隣の大都会の方が近いから、そっちに行っちゃうし。

「盆地側こつちじゃそれなりに有名だよ。悪い方で、だけど」

「ぬ。そうなのか」

「一時期、結構荒れてたからね」

　ははぁ、なるほど……道理でウチへの進学者が少ないはずだ。つかもしかして、勝かつ沼ぬまの田舎ヤンキーなノリはその流れってわけか？　やっぱりそこに鍵かぎがある気がするな……。

　──と、ここで休み時間終了の予鈴が鳴った。

　上うえ野の原はらは食べ終わった弁当箱を片付け、シンプルなチェックの巾着袋の口を結ぶ。

「ひとまず調査に関しては了解。篠しの南なみって運動部強いし、中学の知り合い経由で探ってみる。ちょっと時間かかるかも」

「ああ、悪いな」

「耕こう平へいは？　どうするつもり？」

「俺は次の〝イベント〟の準備がある。決行タイミングがシビアなのと、天候にも左右されるからな。いつでもいけるように事前調査を進めときたい」

「ふーん……？」

　俺は立ち上がって尻をぱんぱん払った。

「そっちについてもそのうち協力頼むと思う。ケーキ増やしていいから手伝ってくれ」

「じゃあホールでよろしく」

「それは増やしすぎじゃない？」

　謙虚とはいったい……？




　◆




　それから数日後。

　昼食を食べ終わった俺は、窓際の席でクラスメイトと談笑（兼情報収集）をしつつ、話の途切れたタイミングでふと窓の外を見る。

　空は厚い曇が一面を覆っていて、青色の部分はどこにも見えない。というか、ここしばらく太陽を拝んだことすらなかった。

　今朝の予報だと明日から梅雨入りのようで、今週の天気は見事に雨、雨、雨である。

　──そろそろ、次のイベントの頃合いかな。

　事前調査でクラスメイトの行動傾向は大体掴つかめた。もう少しサンプルが欲しい気もするが、今週末がデッドラインなので背に腹は代えられない。

　さて……そうと決めたら、まずは練習場所の予約だ。

　俺はスマホを取り出してＷｅｂに『茜あかねが丘　体育館　予約』と検索ワードを打ち込む。

　えーと、予約可能日はっと──。




「ちょい委員長、そこどいて」




　──と、そうこうしているうちに、後ろからハリのある女子の声が聞こえた。

　ん、帰ってきたか。

「あ、ごめん。邪魔だったな」

　俺は立っていた場所──その人物の席から横に退どく。

「別に」

　ひらひら、と片手を振りながら短い答えが返ってきた。つっけんどんな物言いだが、サッパリとしていて嫌味な感じはしない。

　次なる攻略対象──サブキャラ・小こ泉いずみ碧あお。女子運動部を中心とする、〝運動部グループ〟の中心人物である。

　小泉さんは俺の退いた自席に腰を下ろして、短く切り揃そろえた前髪をさっと払った。

　いつも昼は外で部活仲間と食べているから、その帰りを狙ねらって待機していたのだ。

　──さて、次のイベント用に伏線の仕込み、兼〝コミュパート〟といこうか。

　俺は声をかける前に、脳内友達ノートの情報を引っ張り出す。




　──小泉碧。出席番号13番。ハンドボール部所属。ラブコメ適性はＤ。

　スラッとした肢体の長身に、ショートヘアの短髪。シャープな細目がクールな印象を与える運動部女子。

　普段は言葉数少なめで冷たい印象だが、中身はかなりの熱血漢。勝負事になると性格が変わるタイプ。白黒はっきり付けたがる性格で、面倒なこと、まだるっこしいことが嫌い。

　中学も同じハンド部で元主将。現在は、元々人数の少ない２年生に代わり、部を取りまとめている。

　運動部にありがちな部活至上主義で、クラスへの関心は低い。それでも運動部女子の中心的存在。リーダーシップに優れているが、部とは違いクラスでその特性は発揮されていない。

　なお、勝かつ沼ぬまに対してはあまり良い印象を持っていないようで、直接的にぶつかることはないものの、なるべく関わりたくないと忌避している傾向あり。

　──以上、〝友達ノート〟より抜粋。




　俺と小泉さんとの関係は良くも悪くも普通で、会えば会話くらいはするが、それ以外は特段関わることのない間柄だ。

　ラブコメ適性もＤと低めだから、積極的に働きかける理由がなかったというのもある。まぁ、スポ根適性とかバトル適性とかあればぶっちぎりのＡ判定だろうけどな。

　さて、いくぞ。

「──そういえば小こ泉いずみさん。今度、月つき山やま高校と交流試合があるんだって？」

「は？　まぁ、そうだけど……」

　急になんだ、という顔でこちらを見上げてくる。

　まぁ、いつもはこんな雑談しないしな。多少不自然なのは仕方あるまい。

「てかなんで委員長が知ってんの？」

「いや、実は月山の方にハンド部の知り合いがいてさ。そっちから聞いた」

　本当は他クラスの〝早さ乙おと女め衆〟経由の情報だが、敵方の名前を出した方が興味は持たれるだろう、という目算である。

「へぇ？　あんた月山に繋つながりあるんだ」

　半身をこちらに向け、背もたれに片肘を乗せて不敵に笑う。

　よし、ヒット。やっぱ小泉さんに関しちゃ、スポーツ漫画のキャラとでも思って攻めればコミュ成功しやすいな。

「向こう強豪なんだよね。勝てそう？」

「やるからには勝つつもりでやるに決まってんでしょ。その知り合いに首洗って待っとけ、って言っといて」

　細い瞳を鷹の目のようにギラつかせて口角を吊り上げる小泉さん。うん、どう考えてもラブコメのキャラがする顔じゃないね。背景の効果音は『ゴゴゴゴ』とか『ズズズズ』とかそっち系だね。

「……やっぱ今は部活にしか興味ない？」

「は？　どういう意味？」

「いや、今度の清掃活動とかさ。先輩たちの話だとわりと盛り上がるっていうし、バトル要素あって面白いと思うんだけど」

　本題に入って、反応を見る。

　小泉さんは面倒そうに眉まゆ根ねを寄せて、手をぷらぷらと左右に振った。

「興味がどうのって話じゃなくて、グダグダやるのは性に合わないってこと。ガチでやるなら勝つ気でいくけど、そうじゃないなら真面目にやるだけ時間の無駄」

　みんなが本気ガチでやるなら乗るけど、そうでない限りはどうでもいい、と。積極性のマイナスはここから来てるんだよなぁ。あくまで場の空気次第というか、自分から率先する気が皆無っていうか。

　なのに存在感はやたら大きいから、みんな小泉さんの動きに引っ張られちゃうんだよな。もう少し主体的になってくれりゃこれほど頼りになる人もいないんだけど。

「俺はマジでやる気満々なんだけどね……。小泉さんも、ガチる気自体はあるって言うなら、みんながその気になるように協力してくれない？」

「そういうのはパス。てか言われてやるようじゃ意味ないっての」

　にべもなくそう言ってから、話はおしまいとばかりに正面へ向き直した。

　うむ、やっぱ小こ泉いずみさんを説き伏せるのは無理だな。まぁこの手のタイプに言葉が通用するはずもないか。

　つまりは、予定通り〝イベント〟で攻略にあたるべし、だ。

「──うわ、今度は運動部にすり寄ってるよ、センパイ。ミジメすぎねぇ？」

　教室の入り口の方からそんな発言が届き、俺は密かにため息をついた。もやっとした空気がクラスに流れ、みんなの会話のボリュームが僅わずかに小さくなる。

　──帰ってきたか、勝かつ沼ぬまめ。

　バレないように周辺視のテクニックで様子を窺うかがうと、わらわらとグループを引き連れた勝沼が教室に入ってくるところだった。

　たださっきの一言で終わりのようで、直接邪魔しにくるつもりはないらしい。常葉ときわ絡みの時のが行動が積極的になるっぽいな……。

「……はぁ。ああいう狡こすいのが一番かったるいわ」

　嫌そうに顔を顰しかめながら小泉さんが呟つぶやいた。

　あー、相変わらず犬猿だなこりゃ。まぁ、どう考えても相性良くないもんな。お互いベクトルは違えど好戦的だし。

　そんなことを考えつつ、俺は中断していた予約作業を再開した。




　◆




「──それで、今度の〝イベント〟はスポーツ、と」

「おう。脳筋には脳筋を、あの手の人種キヤラにはスポーツで勝負を吹っかけるのが一番手っ取り早いからな」

「それでコレ？」

　タンタン、と手に持っていたバレーボールを床に叩たたきつける上うえ野の原はら。




　──峡きよう西にしから北にチャリで10分の場所にある、茜あかねが丘スポーツ公園。

　放課後、俺たちは〝運動部グループ攻略イベント〟──通称〝バレーバトルイベント〟の準備のため、小体育館に集合していた。




「急に『ジャージで茜が丘集合』とか言い始めるから何かと思った。突然にも程があるし」

　とか言いつつ、ばっちり半袖そでジャージに着替え済み。かつ、髪をトップに近い位置でポニテにまとめ、カンペキ運動モードで来てくれるところがやっぱり上野原さんである。

「すまん、直近じゃ今日しか予約取れなくて。本番前に一回はコート練しときたかったから」

　俺はイベントの準備、上うえ野の原はらは勝かつ沼ぬまの調査で、事前にすり合わせてる暇もなかったからな。

　ちなみにここ、茜あかねが丘スポーツ公園は、市営の運動施設で、市外在住者でも予約さえすれば体育館を貸してもらえる。利用料もリーズナブルなので、スポーツ系のイベント用に〝スポットノート〟にリストアップしてあった場所だ。

「てかさ、色々聞きたいことだらけなんだけど……」

　上野原はバウンドしたボールをキャッチして小脇に抱える。

「体育の授業を利用するとかいってたけど、今って陸上だよね？　来週からはダンスだし」

「そうだな。ただグラウンド使えない雨の日は、体育館で持久走だろ？　それが終わった後の時間を使うつもりだ」

「え、そうなの？　今まで雨に当たったことないから知らなかった」

　む、そうか。

　うちの学校の体育は２クラス合同で、時間割が同じなのはお隣の３組だ。５組とは曜日時間帯が違うから、そういうパターンも起こりうるな。

「でも遊んでる余裕なんてある？　普通の授業でしょ？」

「持久走っつっても、体育館を10周したらおしまい、って感じの緩ゆるいヤツでな。運動部ならそんなのすぐだし、余った時間はフリータイム扱いになるから、そこを利用しようと思ってるんだ。先生の監視もないしな」

　元々カリキュラムにないからか、担当の先生も最初と最後にしかその場におらず、タイムを取ったり完走を確認するようなことはない。極論すれば最初と最後だけ体育館にいればそれでいいので、間の時間はかなり自由に使えるのだ。

　穴あな山やまたちのような文化部など、運動が好きじゃない面々は校舎に戻って暇つぶしをすることも多いが、体を動かすのが好きな連中はそのまま体育館で何かしらスポーツに勤いそしむのが通例だった。

　無論小こ泉いずみさんは後者で、リスク要因である勝沼グループは前者である。

「事前調査だと男子がバスケ、女子がバレーをするケースが多かった。ただ、バスケだと男女差が出すぎるから」

「それでバレー、と」

　言いながら、上野原が両腕をレシーブの形にしてぽんぽんリフティングする。

　あー、そういうことナチュラルにできる奴は運動神経いい奴なんですよ。見込み通りですわ。

「バレーなら男女混合ルールってのもあるようだしな。それに準拠して、小泉さんにデスマッチを挑もうと思ってる」

「デスマッチはジャンル違いでしょ」

「おっ、ツッコミが珍しくオタク寄りだな。よきよき」

「……マジか。まずいな、気をつけないと」

　はっ、として、気を引き締めるかのように深呼吸する上うえ野の原はら。

　なんで警戒するんだよ、いいことだぞ。ハッピーに近づいてるぞ。

「で、勝負してどうするつもり？」

「俺が勝ったら清掃活動に積極的になれ、って条件を付けるつもりだ。今日の昼に軽く伏線仕込んどいたから、それ拾ってく感じのシナリオを組む」

「……それ大丈夫なの？」

　上野原が眉まゆを寄せて呟つぶやく。

　うん、これは「お前そんな運動できねーだろ」って顔だな、間違いなく。

「負けたらヤバイんじゃ？」

「負けることはない」

　俺は即答した。

「ん……やけに自信あるね。実はバレー上手？」

「初心者だ」

「じゃあ、友達グループで自陣を固める？」

「いや、チーム決めの主導権は向こうに渡す。『好きなメンバーを選べ、俺はどんなチームでも勝つ』とでもいって煽あおれば、勝負を受ける確率が上がるからな」

「……いやそれもう無理じゃん」

　上野原が血迷ったか、とでも言いたげな目でこちらを見ている。

　無理じゃないんだな、これが。

「まぁ人数が集まんなきゃ勝負が成立しないから、男女合わせて最低10人は見み繕つくろう必要はあるけど。なんにせよ、どんな組み合わせになろうと俺は負けん」

「わかった、クジの時みたいなエグい小細工で乗り切るつもりでしょ」

「エグい小細工て」

　すごいのかショボいのかよくわからん表現だな。

「つか、何かする前提で話すなって。ただ全力でコトに当たるだけだっつの」

　訝いぶかしげなままの上野原をスルーしつつ、ネットをビシッと所定の位置に張り終えた。

「よし、これでＯＫ。つーわけで、まずはスパイクの打ち方を教えてくれ」

「……いや、ちょっと。何でそうなるの？」

　その発想はなかった、とばかりに上野原が一瞬動きを止めた。

「初心者だって言っただろ。バレーとか体育の授業でしかやったことないし」

「私だって同じ条件なんだけど」

「大丈夫だ。サーブ、レシーブ、トスが人並みにできるようになるのが目標だから。ジャンピングサーブはルール上できないし、そこまで高度な指導は必要ないぞ」

「話聞けっての」

　上うえ野の原はらはダムダムとボールを床に叩たたきつけた。

「てか、常葉ときわ君に頼めばいいのに。バスケに限らず運動全般得意なんでしょ？」

「そりゃ俺だって〝友達グループ〟で仲良く練習イベント！　とかやりたいけどさ。バレーイベント起こす表向きの〝設定りゆう〟を整える時間もないし、みんな放課後は部活で忙しいしで仕方なかったんだ」

　基本的に〝メインキャラ〟のみんなは多忙極まる。帰宅イベントくらいなら時間を合わせればどうにでもなるが、今日の練習みたくそれなりに時間を要するイベントを手軽に組めるような状況にはない。その手のイベントは体育祭用に残しておきたい、って想いもあるし。

「だからって、同じ素人しろうとに聞いたって意味ないじゃん」

「少なくとも俺よりは上手いだろ？　教えるのも得意だろうし」

「絶対根拠ないでしょ、それ」

「あるぞ。なぜならお前が上野原だからだ」

「……は？」

「俺にできないことはお前がやってくれる。そうだろ〝共犯者〟？」

「──」

　元々、万能超人を絵に描いたような奴だ。俺が１年かけて培ってきた調査手法でさえ初見でサラッとやってのけたんだし、バレーの一つや二つ余裕でこなせるだろう。

　上野原は目をぱちぱちと瞬まばたかせてから、何とも言えないもにょっとした顔でポニテに結んだ髪をわきわきと掴つかんで払う。

「……もう。ほんと、人を何だと思ってるんだか」

　そして小さくため息をついてから、心なしか勢いの強いボールを放り投げてきた。

「言っとくけど、専門知識とか何もないから。全部それっぽい感じにしかできないし」

「ああ、それでいい。別に俺だって壊滅的な運動センスってわけじゃない。目を瞑つむったままジャンプするとか、自分の顔面にアタックしたりなんてしないから安心しろ」

「そんな人いるわけないじゃん」

「世の中ラブコメにはいるんだよ」

　俺も怪物クリーチヤーみたいなレベルの雑魚ざこだったら、もっと面白いイベントが組めたかもしれないんだがなぁ。

　上野原は「はぁ」とため息ついでに呆あきれ顔を作ってから、振り返って歩き始める。

「……とにかく、一回やってみる。ボール上げて」

「オッケー」

　俺は快諾してネット際に走る。

　上野原はコートの右サイド、中ほどの位置につき、腕を抱えるようにして左右交互に伸ばす。それからその場でぴょんぴょんと跳ねた。

　おお、本格的。なんかスポーツマン、って感じの準備運動だ。いや、スポーツマンも何も元陸上部だもんな。そりゃそうだ。

「いいよ」

　準備ができたようで、上うえ野の原はらがこくんと一つ頷うなずいた。

　俺はトスのイメージでボールを大きく上に向けて放り投げる。

　同時に、上野原がリズムをよくステップを踏みながら駆け寄ってきた。




　──スムーズな足の運びに、しなやかな腕の動き。

　ととん、という軽やかな音とともに、上野原は空高く跳ね上がって──。




「ぃ、よっ、と！」





[image: ]






　──ボールを真芯で捉えたスパイクが、バシンと相手コートに突き刺さった。




「ふぅっ……よかった、ちゃんと当たった」

　すとん、と柔らかに着地して、乱れた前髪をさっと整える。

「……うますぎない？」

　いや、うん、できるとは思ってたけどさ。ジャンプの高さといい威力といい、本職並みじゃね？　同じ素人しろうとなはずの俺と比べて、インハイ出場選手とママさんバレーくらい差がない？

　てかカメラ位置が逆だったら、絶対お腹見えてたぞ。こっちからは全然だけどな……。

「ステップは高飛びの応用。中１でやってたから」

「おお……」

「腕の動きはバドのスマッシュをイメージしてる。一時期掛け持ちでかじったし」

「お、おお……」

「……このくらいなら別に普通だと思うけど。そんなに驚くこと？」

　本気でそう思ってるのか、上うえ野の原はらは心底不思議そうに首を傾かしげている。

　ま、負けないぞ！　才能スペツクの差は練習回数で補ってやるからな！




　◆




　──上野原による鬼の特訓を受け、全身を筋肉痛にしながら。

　予報通りの雨天の日。

　ついに、次なる〝バレーバトルイベント〟の決行日を迎える。




「はぁはぁ、よし、終わったぞ……」

　最後の一周を走り終えて、俺は呼吸を整えながらタオルで汗を拭ぬぐう。

　流れができる前にイベント宣言しなきゃならないし、ついオーバーペースで走ってしまった。

「おー、お疲れー」

　けろっとした顔の常葉ときわは、スポーツドリンクをぐびぐびと飲んでいる。

　運動部のみなさんは大体が走り終わっていて、漏れなく余裕そうな顔。

　俺だって毎日ランニングしてるんだけどな……単なる体力作りと現役運動部じゃ運動量が比較にならんってことか。

　とりあえず喉を潤しながら周囲を窺うかがう。

　予測通り、運動好きな面々は大半がこの場に残っている。男女合わせて４割ってところだ。

　小こ泉いずみさんたち運動部グループの面々は、柔軟をしながら他のクラスメイトが走り終わるのを待っていた。体育館を出る動きはないから、ここで終業までいるつもりと見ていいだろう。条件１クリア。

　勝かつ沼ぬまは先生の姿が消えた瞬間にノルマを無視して途中離脱。中核的なメンバーもそれに続いて出ていった。その様子を見るに、終業時間ギリギリまで帰ってくることはあるまい。条件２クリア。

　ただ、ちょっとしたイレギュラーも起こっている。

「こんくらいは余裕余裕！　まだまだいけるってー」

　乱れた髪をサッサと直しながら、デカめの声で元気アピールをしているのは井い出でだ。

　離れた場所で休憩してる３組の女子グループ（なお、そのうち一人は可愛かわいい子ランキング13位）をチラチラ見てるとこから察するに「実は運動できちゃう俺かっこいいでしょ？　惚ほれちゃってもいいよ？」なペラノリとみた。小学生かお前は。

　しかし、井出たちチャラ勢が残ったのは予想外だ。過去データだと３分の２の確率でグループ全員いなくなってたんだけど……先生が出てくの早かったし、サボりを良しとするかどうかの差が出たのかな。

　万全を期すならイベントは見送りにした方がいい。だが、チャンスは残り１回しかない。天気予報が外れる可能性もある。

　俺はしばし腕を組んで考える。

　井出か……。




　──井出政まさ成なり。出席番号５番。軽音学部所属。ラブコメ適性はＣ。

　ワックスでキメキメにセットしたセンターパートマッシュな髪型に、一重の垂れ目、細身ながら締まった体つきの元運動部で、高校デビュー系。中学は野球部（ただし弱小）で、キャプテンをやっていた。打順は２番。

　パリピな陽キャタイプで、「なんでも楽しけりゃよくね？」な考えが基本。女子受け狙ねらいの行動を頻繁に取る傾向あり。女子からの人気は微妙だが、逆に男子との関係は良好で、クラス内外問わず交友関係は広い。

　明るくノリがいいためムードメーカーとしてのポテンシャルは高いが、良くも悪くもペラいため、場の雰囲気に流されやすい。その性格が災いしてか、クラスでは空気の読めないナルシストキャラという立ち位置に甘んじている。

　最初期は似たノリの男子で集まってグループを組んでいたが、より力の強い勝かつ沼ぬまグループに吸収され、現在は一員として行動している。

　──以上、〝友達ノート〟より抜粋。




　まぁ──井出たちだけなら問題にはならないか。勝沼さえいなけりゃ人畜無害だし。

　念のため、時間にだけは気を配るようにしよう。連中が戻ってくる前にイベントを完了させないと、水を刺されるかもしれんし。

　よし、そうと決めたらサクサク始めてしまおう。まずは下準備だな。

「なぁ常葉ときわ」

「なにー？」

　早くも体育倉庫からバスケットボールを取り出そうとしていた常葉ときわに声をかける。

「ちょい楽しくスポーツしないか？　なんだか勝負気分でな」

「賛成！」

　はい即答！　しかもいつものほんわかノリが嘘うそのような機敏な回答ありがとう！

「バスケ勝負なら負けねーぞー！」

「うん、それはどう足あ搔がいても勝てないからヤメテ。バレーにしようバレー」

「お、おっけー！　じゃーコートの準備しなきゃだなー！」

「あ、ついでにメンツも集めてくれるか？」

「あいよ！」

　これも即答！　いや、念のため説得の〝シナリオ〟も準備しといたけど、細こま々ごました誘導なんて全く必要なかったな。流石さすがはスポーツガチ勢、運動ネタの食いつきが尋常じゃない。

　まぁ何にせよ、これで最低限男子の頭数は揃そろうだろう。

　あとは、うまいこと小泉さんターゲツトを勝負の場に引き摺ずりだすだけだ。

　俺は深呼吸をしてから、本丸へと向かう。

「や、小こ泉いずみさん」

「……委員長？　なんか用？」

　コートの中央で、座ってストレッチをしていた小泉さんへ声をかけた。




　さて……彼女に対して、小細工は逆効果だ。

　つまり、ど真ん中、ド直球。

　なるたけ熱量スポコン高めで、ブチ抜こうじゃないか。




　──〝バレーバトルイベント〟実行開始。




「小泉碧あおっ！　これから、お前に──決闘を申し込む！」




　体育館中に響き渡る声で宣戦布告して、俺はビシッと小泉さんを指差した。

「…………はぁ？」

　一瞬の静寂の後、小泉さんが困惑げに眉まゆ根ねを寄せた。

「種目はバレー。男女混成チームで勝負だ！」

「……あんた、急に何？　どういうつもり？」

「メンバーはそっちが好きに選んでいい。俺はどんなチームだろうと勝つ」

「だから……」

「ふん、怖おじ気けづいたか？」

　ぴくり、と頰ほおをヒクつかせる小こ泉いずみさん。

　いいぞ、我ながら強引テンプレな煽あおりとは思うが、これまでの無茶な流れも含めてイラッとするだろう。その反応は読めてた。

　よーし、まだまだ煽るぞー。

「シンプルな話だ。俺はお前の、クラスでの中途半端な態度が気に食わん。なーにが『みんながやるならガチってもいいよー』だ。風見鶏か！」

「……あ？」

「やる気の出す出さないを他人ひと任せにするのか？　そんなもん、自分で決めりゃいいだけだろーが」

「……」

　仕込んだ伏線を拾い上げつつ、俺はもう一度指を突きつける。

「その怠なまけ根性を矯正する。だから俺と勝負しろ！」

　俺の二度にわたる啖たん呵かを聞きつけて、わらわらとギャラリーが集まってくる。

　よし、だいぶ注目は集まったな。ここいらでさらに燃料を投下！

「当然、やるからにゃ罰ゲームも設定する。シンプルに、負けた方は勝った方の言うことを何でも聞く、ってことで。もちろん俺の要求は、今後お前が主体的にクラス活動に臨むこと、だ」

　おおっ、と周りがどよめいて、体育館の熱量が僅わずかに高まる。

　いいぞ、ナイスだギャラリー諸君。その空気感があれば、ますます勝負を受けざるを得なくなるからな。

　途中から黙って聞いていた小泉さんは、パンッと両足を叩たたいて立ち上がり、その鋭利な瞳をさらにキツく細めた。その背には、なんか殺気っぽいオーラがゆらゆら揺れてるように見える。

　こっ、こわっ！　あ、煽りすぎたか!?　ジャンルがマジなデスゲームに変わりそうだゾ!?

「はっ……大した自信じゃん。運動もろくにやってないヒョロイ帰宅部のクセに」

「ぉ、おぅ。帰宅部だからって舐なめると痛い目見るぞ」

　あやべ、ビビってちょいドモった。

　小泉さんは「ニィ……」という背景文字を携えながら笑う。

「いいよ、乗った。あんたのそのウザいドヤ顔、二度と見せらんないようにしてやるから覚悟しとけ」

　──よ、よしっ！

　超怖いけど、ちょっと足がプルプルしてるけど、最大の関門突破だ！

「で、ルールは？」

　俺はバクバクしてる鼓動を必死に隠しつつ答える。

「男女混成バレーの公式ルールに則る。それぞれ男子３人、女子３人の合計６人でチームを組んで戦う」

「ローテはやるの？」

「もちろんやる。基本は普通のバレーと同じルールだが、ジャンプサーブ、バックアタックはなしで。あと、そんなに時間ないから、１セット先取でおしまいにしよう」

　暗記してきたルールを一通り伝えると、小こ泉いずみさんが頷うなずいた。

「いいんじゃん？　付け加えるなら、お互い現役バレー部は使わないってことで。後あと々あと文句言えないように」

「異議なし。なら審判の方やってもらおう」

　ラッキー、本職が入るとちょい面倒だったからな。

　しかし、これまた予想通り公明正大にやるつもりみたいだ。よきよき。

「ちょ、ちょいイズミ、マジでやんの？　男子と一緒とか無理だってば」

　と、周りにいたグループの一人──西にし野のさんが困り顔で言った。

「ミク、あんた向こうのチームに入んなよ。ちょうどいいバランスでしょ」

「えー！」

「練習試合でミスった罰。いいから入れ」

　そんな風に圧をかけながら、他のメンツを巻き込んでいく。

　よーしよしよし、いいぞ！　それ、そういうことだよ！

「うおおー！　なになに、めっちゃ熱い展開じゃん！　やるやる、俺も俺もー！」

　そこで、ポールを運んできた常葉ときわがテンション最高潮という感じで話に加わってきた。

「常葉、あんたどっちに入る？」

「お、そーだなー。じゃあ委員長側で！」

「ＯＫ。じゃあソウタ、こっち来な」

　てきぱきと近くにいた運動部を配置していく小泉さん。

　いやー、やっぱリーダーシップあるなぁ。スポーツじゃそうやって指導力発揮できるんだから、その積極性をもっとクラスで出してほしいもんだ。

　いや……これを期に出してもらうからな。覚悟しとけ。

「へぇ、面白そうじゃねーか。俺もやるわ」

　と、今度は妙に乗り気な様子で鳥とり沢さわがやってきた。

　おおっ、これは嬉しい誤算だ！　鳥沢は１８０オーバーの長身だし、運動部じゃなくとも身体能力高いから貴重な戦力だぞ！

「さんきゅ！　じゃあ鳥沢は」

「じゃあ、俺は敵方な」

　……あ、うん。嬉しくない誤算！

　ニヤニヤと笑いながら、鳥沢は小泉さんたちの方へと歩いていく。

　あれだな、俺に罰ゲームさせるつもり満々なんだな！　でも燃える展開だから許すよ！

　──そんなこんな、メンツが着々と揃そろっていく。

「あとこっちは男子一人かー。誰かやる人いないー？」

　常葉ときわがくるくるー、と人差し指の上でボールを回しながら周囲に声をかける。見た感じ、暇つぶしのギャラリーばかりで、乗ってきそうな運動部がいない。

　想定より人が少なかったな……仕方ない、３組おとなりから一人借りるか。

「んー、バレーなぁ……ぶっちゃけ、そこそこ得意よ、俺。運動は大抵できっからさぁ」

　……と、ギャラリーの中で、そんなことを周りに吹聴してるドヤ顔がいた。井い出でである。

「おっ、井出やるー？　楽しいぞー！」

　その言葉に気づいたらしい常葉が、ぱっと顔を輝かせて声をかける。

「あ、んー、どうすっかなぁ」

　迷うそぶりを見せながら、チラッ、と女子グループの方へと目を向ける。

　んんー？　あの感じ……もしかして、13番の子にいいとこ見せたい系かな？

　なら──。

「おー、井出が入ってくれると頼もしいわ。トス上げるからスパイクばんばん決めてくれー！」

「んんっ。まっ、そこまで言うならしゃあなし！　いっちょやってやっか！」

　もったいぶった言い回しをしてから、まんざらでもない顔で井出が参加を表明した。

　よしよし。カッコイイとこ見させてやれば、モチベ保ってくれるだろうし。元々、運動能力は高いしメンバーとしては申し分ない。

「小こ泉いずみさん、どう？」

「お好きに」

　うし、これで後は相手チームの女子がもう一人だ。

　ふと視界の端、ギャラリーから少し外れたところで、こちらをじっと眺めていた清きよ里さとさんと目が合った。

　お、これは興味アリかな？

「清里さんはどう？　あと一人だけど」

「……私はパスで！　なぜなら拳こぶしより大きなボールは扱えないから！」

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、大きく顔の前でバッテンを作る清里さん。

　あーあー、まーたそういう二次元動作するんだから。すここここ。

「あー、メイはやめときな。テニス以外てんでダメだから」

　小泉さんが手をぷらぷらと振りながら呆あきれ顔で言う。

　む、それは初情報だ。テニス以外のスポーツに関するデータはなかったしな。追記追記。

「あはは、というわけでごめんねー長なが坂さかくん」

　にこにこと笑いながら、一歩下がる。

　清里さんも加わってくれれば万々歳だったんだが……まぁ、そう都合よくはいかんか。今回はそれが主目的じゃなし、潔く諦めることにしよう。

　最終的に、運動部グループの女子が入ることになった。




　──何にせよ、だ。

　これでメンツは揃そろった。

　それじゃあ張り切って──スポ根ラブコメを始めよう！




　◆




　サーブ権はこちらから。

　サーバーは常葉ときわで、中央に西にし野のさん（下の名前は未み玖く。先ほど小こ泉いずみさんに罰ゲーム指示されてた子）、その横、後列左サイドに俺。

　前列は井い出でを中央に置いて、両サイドに桃もも園ぞのさん（女バド）、長なが沢さわさん（女バス）を配置。

　セッターは、ひとまず俺が担当することにした。

　対して、小泉さんチームの前線は、両サイドを鳥とり沢さわと青あお柳やぎ（下の名前が壮そう太た。男バス）で固め、センターに小泉さん。

　後列、左サイドには徳とく行ぎようさん（女バス）、右サイドに石田さん（ソフト部）、中心を飯いい野の（サッカー部）が陣取っていた。

　ふむ、高身長な面々を最初から前に持ってきてるな。見た感じ、小泉さんがセッターをやるのかな？　ハンド部でボールの扱いには長けてるだろうし。

　いずれにせよかなり攻撃的な布陣とみた。




「っしゃー！　行くぞー！」

　ピー！　という主審の笛の音とともに、やる気十分な常葉のオーバーハンドサーブからゲームがスタートする。

「ほいよ、っと」

　中央左よりに落ちたボールを、飯野が危なげなくレシーブする。ボールは綺き麗れいな弧を描き、ふわりとコートの中央に上がっていった。

　さすが、動きがいい。結構な勢いがあったと思うんだが。

　小泉さんがサイドのどっちかにトスを上げて、それをがつんとスパイクって流れかな──。

　と、そんなことを思っていた。

　直後。

　青柳がボールに駆け寄って、小泉さんが右サイドへと移る。

「はっ？」

　──スイッチ！　そっちがセッター!?

　青あお柳やぎはネットを背に、軽やかな身のこなしでトスを上げる。

　そこへ──。

「──っし」

　ずだんっ、と床ごと揺らす力強い踏み込みともに。

　あの日──練習の時に見た上うえ野の原はらよりも、さらに高く、大きく飛び上がって──。

「っりゃぁッ！」

　ボールの真芯を捉えた、砲弾のような一撃が。

　俺の顔の真横を突き抜けていった。




　──ああ、これは。

　端的に言って。




「まずは１点。ビビって手も出なかった？」




　──めちゃくちゃやべぇ！




「……ふん。アウトだと思ったんだがな」

　俺はバクンバクンする心臓を気にしないようにしつつ呟つぶやいた。

　えっ、嘘うそでしょ？　あれで本職じゃないの？　バレー部なしルールとかまるで意味ねーじゃねぇか卑ひ怯きよう者め！

　あんな殺人スパイク、とてもじゃないが俺の付け焼き刃のレシーブなんかじゃ取れない。体に当てて運良く上がるかどうかってレベルだ。

「しゃーないしゃーない、切り替えてこー」

　ぱんぱん、と常葉ときわが手を叩たたいてフォローしてくれる。いや、今のアレみても平然としていられるとかすげーな……。

　俺は敵にバレないように呼吸を整えてから、次なる攻撃に備えた。

「よしょっ」

　サーブを交代し、相手チーム・徳とく行ぎようさんのアンダーサーブ。

　取りやすい山なりのボールが、センターの西にし野のさんの正面へと向かっていく。

　よしっ、チャンスボール。西野さんならうまく上げてくれるだろうから、それを俺が受けて井い出でにトスを──。

「わっ、やばっ」

　しかし、変な回転がかかっていたのか。

　ボールは中空で急失速して、ちょうどコートのど真ん中の位置に落ちてきた。

「うおっ、と！」

「あっ」

　前列の井い出でが思わず手を伸ばし、同時に前に出ようとしていた西にし野のさんとお見合いの形になってしまう。

　そして、両方が手を引っ込めた、その間にボールが吸い込まれ、落下してしまった。

「ラッキーラッキー！　向こう息合ってないよー！」

　パンパンッ、と手を叩たたく音とともに、相手コートから小こ泉いずみさんの大声が轟とどろく。

　……にゃろう。ヤジまで使うとは。

「あーくそ、今の絶対チャンスだと思ったんだけど」

　井出が不満げに唇をとんがらせ、西野さんがしゅんと萎い縮しゆくした顔になる。

　独り言のつもりだろうが、それじゃ責めてるようにしか聞こえないぞ。あんま気の強いタイプの子じゃないんだから、もうちょっと考えなさいよ。

「ご、ごめんね」

「あぁ、大丈夫だから。気にしないで」

　謝る西野さんに、俺は笑って答えた。

「よーし、次は切るぞ！」

　パンパン、と手拍子とともに発せられた常葉ときわの言葉で気を引き締め、もう一度相手のサーブに備える。

　──次は絶対に決める！

　ポンッ、と先ほどよりも強さのあるボールが常葉の元へと向かっていく。

　よしっ、常葉なら確実に取れる！

　俺はすかさずネット際に駆け寄って振り向いた。

「常葉っ」

「ほいさーっ！」

　安定感のあるレシーブで、ボールを俺の元へとしっかり返してくれた。

　ジャスピン！　さすが！

「井出！」

　不格好ながらもなんとか井出の真上へとボールを上げ、持ち前の運動センスでうまくタイミングを合わせた井出がスパイク姿勢に入る。

「おっしゃ、くらえ！」

　よっし、完かん璧ぺきだ！　これで１点もぎ取──！




「──おいおい、俺を忘れてんぞ」




　バチィンッ！

　ダンッ、たんたんたん……。

　弾けるような音とともに、ボールはコートの中へと落下していった。

　……うちのコートへ、だが。

「ちょっ、この鳥沢イケメンがっ！　運動でも目立つのはナイわ、くっそぉ！」

「悪かったな。こっちにゃ目立つつもりなんざまるでねーけど」

　着地した井い出でが悔しげに地団駄を踏み、ブロック体勢を解いた鳥とり沢さわが口角を吊り上げる。

　……ていうかさぁ。

　今、肩らへんまでネット上に出てなかった？

「ああ、そういやすっかり忘れてたが……」

　俺の方へと向き直した鳥沢が、ニヤリと楽しそうに笑う。




「小６までバレーやってたらしいわ、俺」




　──そっ。

　そんなのは俺の情報データにねぇよ!!




　◆




　──それから何度かのプレーを経て、スコアは12[image: ]６。

　言うまでもなく、６の方がうちのチームだった。




「タイムアウト！」

　俺は審判にそう告げると、みんなをコートの中央に集める。

「つーかさー、向こう強すぎじゃん？」

　ジャージのポケットに手を突っ込んだ姿勢で、井出がやる気なさげに漏らした。

「明らかに戦力差ありすぎだって。おもんなー」

「まーまー、これからこれから。まだ半分もいってないぞー？」

「はぁー」

　常葉ときわが苦笑しながら鼓舞するが、井出は退屈そうにため息をつく。

　ここまで見せ場らしい見せ場もなかったしな……スパイクは鳥沢とのマッチアップで潰つぶされるし、サーブもレシーブもハマってないし。

　しん、と白けた雰囲気がうちのチームに流れる。

「やっぱさー、男女混合とか無理があるんだって。スパイクで狙ねらわれたらどうしようもないじゃん。向こうは男４人いるようなもんだし……」

「おい井い出で、なんか言った？」

「へっ。な、なにも？」

「顔面に気をつけな」

　おー、これはいいテンプレ。やっぱペラキャラは軽口失言がないとなぁ。

　まぁ、それはさておき……井出の言葉は、他の面々の気持ちを代弁したものに違いはないだろう。特に狙われ続けたうちの女性陣は「もうやりたくない」という気持ちを如実に顔に出していた。

　鳥とり沢さわはイレギュラーだったから置くとしても、ポテンシャルだけで言えばこちらが特別劣っているということはない。常葉ときわ一人で二人分くらいの実力はあるし、井出だって見た目のチャラさに似合わない機敏な反応を見せている。

　問題なのは、女子勢がほとんど動けていないことだ。３人とも遠慮してしまったり、萎い縮しゆくしてしまったりで、本来の力をまるで発揮できていない。

　対して、向こうは個々に役割をしっかり定めているようで、動きに迷いがない。攻撃の軸は小こ泉いずみさん、防御の要が鳥沢という風に、それぞれの担当を決めてその仕事に専念することで、即席の寄せ集めチームを戦力化している。

　さすがは元主将。開始前の短い作戦会議でそこまで詰められるのだから、大した手腕だ。

　──が、しかし。

「みんな聞いてくれ」

　向こうのそれは、所詮やっつけ仕事。

　それぞれの能力、個性、性格、行動傾向……そういう基礎的な情報データもなしに、上っ面な役割分担だけでそれらしく整えたハリボテだ。

「ここからが本番だ。今から作戦を伝える。まずは──」

　反面、こちらには、その全てがある。

　つまり──。

「──よし、ここから勝つぞ。心配すんな、俺たちは間違いなく強い！」

　向こうなんて目じゃないくらい、完璧な役割分担ができるってことだ──！




　──ピィィィィ！




「やっ」

　相手コートからのサーブが飛んでくる。

「常葉！」

「あいさー、っと！」

「……はっ？」

　相手コートで、小こ泉いずみさんが息を飲む声が聞こえた。

　それもそのはず。

　レシーバーは、今や完全に常葉一人になっていた。

　──常葉ときわの運動能力はクラスでもトップレベルに高い。

　元々の運動センスとボディバランス、恵まれた体格。そのためバスケ部では、スモールフォワードとして最も万能性を求められるポジションを任されていた。

　コントロールが覚束ない素人しろうとスパイク程度なら、単独で十分対応仕切れるレベルにある。

　それならば──余計な邪魔が入らないように、本当に一人で対処してもらえばいい。

「よいせっ！」

　それなりにスピードのある球が、センター近くに上がる。

「西野さん！」

「……！」

　それを俺──ではなく、新たにセッターに起用した西にし野のさんに任せる。

　西野さんはすっと音もなくボールの勢いを殺す。そしてそのボールは、まるで風船にでもなったかのようにふわりとベストポジションに向けて上がっていった。

　──お見事。さすが、職人芸だな。

　ぎりっ、と目の前で小泉さんが悔しげに歯を食いしばって呟つぶやく。

「あんた、ミクが元バレー部だって知って……！」

「当然だ」

　俺の友達ノートを舐なめるなよ。

　中学の所属部程度、とっくに学年全員分把握してるんだ。

「やっ、と、きたー！」

　そしてその絶好球を、井い出でが軽やかな身のこなしで相手コートへと叩たたき込んだ。

「ウィイイイ！」

　勝利が確定したかのように喜ぶ井出のウイニングポーズとともに、ギャラリーから「おおっ」という歓声が漏れる。

　今までは俺のトスのせいで気持ちよく打たせてやれなかったからな……そのフラストレーションから解放されたのは実に清すが々すがしかろう。

「やばくね？　今のめっちゃイケてね!?」

「パーフェクト！　さすが井出、めっちゃ輝いてる！」

「うおおお、ナイスナーイス！」

　俺と常葉が駆け寄って、井出とハイタッチを交わす。

　そしてすかさず振り返り、女子勢に向け手でくいくいとこっち来いアピール。

「はい、西にし野のさんも！　タッチタッチ！」

「う、うん。ナイス、スパイク！」

「いえーい、サンキュゥー！」

　まだ困惑げな西野さんとぺちんとタッチする井い出で。
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　──井出の性格上、一発かっこいいところを決めさせてやれば、そこからのモチベは急上昇する。もともと野球部で、俊足の２番打者として知られた男だ。ポジティブな気持ちさえ持ってくれれば、あとはどこにいても軽い身のこなしでボールに食らいついていくだろう。

　それに井出は、場の空気に対する影響力が大きい。いつもは空回り気味だから浮いて見えるが、こうしてきちんとハマりさえすれば一気に場を盛り上げることができる。

　これぞ、真なる適材適所。

　その人物キヤラの持てる力を最大限に生かし切る、データバレーの真髄だ。

「ちっ……あんた、なんで最初からコレやんなかったの」

　と、向こうで小こ泉いずみさんが憎々しげに顔を歪ゆがめている。

「きっちり作戦決めてやってりゃ、ここまで点差が開くこともなかったでしょ。なんで今になって──」

「そんなんわかり切ってる」

　俺はニヤリ、と不敵に笑って返した。




「だって、この手の勝負は──ピンチから逆転した方が面白い」




　小こ泉いずみさんは一瞬ぽかん、と呆ほうけた顔で口を開けた。

　それから、すぐにぷっと吹き出して笑う。

「……はっ、罰ゲームかかってるくせによくやる。前々から思ってたけど、あんた、色々とイカれてるタイプだね」

「ふふん、これが真なるチームの力だ。思い知ったか」

「いやあんたは何もしてないだろ」

「うん、そうですね」

　主人公おれ、他人ひとの力でイキってるだけ──！




　◆




　──それから点差は一気に詰まっていった。

　あの１点からこちらのコンビネーションが大幅に改善し、最初のようなミスをすることがめっぽう少なくなった。

　向こうの攻撃は相変わらず痛かったが、それも初期配置の３人が前列にいる時のみ。逆に彼らが後列に回ったときの攻撃力は乏しく、こちらがガンガン点を取れた。

　さらに、思考の裏をかくような作戦（上うえ野の原はらさん監修）が完かん璧ぺきにハマったのと、俺のデータによる味方の士気向上や相手の弱体化などバフ・デバフが綺き麗れいに決まり。

　気づけば、得点は22[image: ]20というところまで追い上げていた。

「すっご、怒ど涛とうの追い上げ！」「めっちゃ盛り上がる展開じゃん！」「つか鳥とり沢さわやべー、なんであいつバレーやんねぇの？」「意外と井い出でが動けててマジうける！」「イズミー！　負けるなー！　ハンド部の根性見せろー！」

　ギャラリーも沸きに沸いて、興奮は最高潮だ。

　あー、清きよ里さとさんもこれ見てワンチャン「スポーツもできる長なが坂さかくん、ステキ！」なーんてことにならないかな、なるはずがないな。

　ん、あれ……てか、そもそも清里さんいなくない？

　体育館中を見回してみるが、やはりどこにも彼女の姿はなかった。

　おかしいな、ついさっきまでいたんだけど。飲み物でも買いに行ったのかな？

「委員長」

　──と、目の前の好敵手が声をかけてきた。

　いかん、まだ試合中だ。気合いを入れねば。

「あんた自身が大したことないってのには変わりないけど……チームをまとめる力は認めてもいい。あと他人を煽あおるやり口も」

「小こ泉いずみさんもね。クラスでだって全然できんじゃん、そういうノリ」

「やる意味を感じなかった、っていってんでしょ」

　それから小泉さんはふっ、と笑って。

「……こういうノリになれる連中なら、そりゃやるさ。あたし好みだし」

　その言葉を聞いて、俺はイベントの成功を確信した。




　──この時点で、もう俺に負けはない。

　俺の目的は、このイベントを通して、クラスの一体感を演出することと、小泉さんたち運動部の連中に「クラスも悪くないかな」と思わせること。その二つだ。

　勝負の勝ち負けなんてどうでもいい。

　罰ゲームなんてどうでもいい。

　だから、この〝イベント〟は、もうこれで成功なのだ。




　──ピィィィィ！

「やべ、触ってる！」

　常葉ときわのブロックを掠かすめたボールが、コート外へと大きく伸びていく。

「っしゃ、まかせろっ！」

　井い出でがその俊足を発揮して、落ちる寸前のボールに手を伸ばす。

　それでもまだ足りないが、井出は躊ちゆう躇ちよなく飛び込みヘツドスライデイングを決めて、不格好ながらもなんとかボールを打ち上げた。

　次いで、フォローに回っていた長なが沢さわさんがうまく西野さんセッターへ繋つなげる。

　スパイクが打てるのは、位置的に俺だけ。

　タイミングはピッタリ。

「委員長っ！」

　西にし野のさんのトスが、俺の正面へと上がる。




　──いける。

　確信し、そして同時に、俺は駆け出していた。




　──あの日、上うえ野の原はらに教えてもらったスパイクの打ち方、そのコツは二つ。

　一つは、踏み込み。

　助走によって横に流れていく力を、最後の最後で全て膝と太ももで吸収し、そのまま上に爆発させる。

　もう一つが、体のしなり。

　素人しろうとが腕だけで打とうとしても小手先の打ち込みになって、威力が大幅に減じてしまう。

　だから、体のバネで打つ。大きく後ろに反らせた体を、弓が矢を放つ時のように一気に収縮させて、その力をそのままボールへぶつける。腕は照準を合わせるだけでいい。

　だから俺は、それを繰り返し繰り返し練習した。

　ここぞという時に、必ず決められるように。




　──なぜなら俺は、準備さえできれば、失敗しない。




　世界がスローモーションに見える。

　みんなの動きが手にとるようにわかる。




　いける。

　絶対に。




　決まる。




　──はず、だった、のに。




「いっ──！」




　ボール、が。

　どうして。




　足元に。




「ってぇっ！」

　俺は無理やりブレーキをかけようとしてずるんっと足を滑らせて、思い切り尻でスライディングをかました。

「おおおお……！」

　おっおっ、お尻がアツゥイ！

　しばらく大根おろしされてから停止し、へたりとそのままその場に寝転がる。

「ちょ、委員長!?」

　あっあっ、あぶなーっ！

　危うくボール踏んづけてとんでもない大転倒かますとこだった……！

「怪我してない!?」

　頭上から、常葉ときわが慌てて駆け寄ってくるのが見えた。

「お、おおお、おう……と、とりあえず尻以外は……」

　バクンバクンしてる心臓を押さえながらぼんやりと返す。

　だ、大丈夫かな？　二つに割れてないかな？

　と、とりあえず、せっかくのノリが冷める前に、このお決まりボケでみんなを安心させよう、そうしよう──。

　──なんて、思っていたら。




「うーわ、ダッサ。めっちゃコケてやんの」




　体育館の、入り口から。

　そんな、嘲笑あざわらうような声が──。




「ッ、おい勝かつ沼ぬまッ！　あんた何してんだッ！」

　小こ泉いずみさんの怒鳴り声が聞こえる。

　え？　え？　急になんだ？　どういう状況だ？

　いや、そもそも何で勝沼グループの連中が──。




「ボール投げてよこしただろ！　危ないにも程があるっての！」




　──あ。

　いや、そんな、まさか。

「あー、キンキンうるせーな。たまたまだっつーの」

　俺は呆ぼう然ぜんと、勝沼の方を見やる。

　勝沼は苦々しい顔で、後ろ髪を鬱うつ陶とうしげに払った。

「たまたまなわけないだろ、この……！」

「チッ。つーか結局踏んづけてねーし、だったらいいじゃん」

　ふい、と横を向いてから、口元を歪ゆがめて笑う。

「つかさぁ、何そこまでマジになってんの？　お遊びの邪魔したからキレてんのかよ？　揃そろいも揃ってキモすぎね？」

「っ、あんた……！」

　完全に頭に血が上った様子の小こ泉いずみさんがずんずんと勝かつ沼ぬまの方へと歩いていく。

　だっ、だめだ、待て！

　そういうのは──！




「あゆみ!!」




　──ズダァンッ！

　体育館の床が、丸ごとスピーカーになったかのように揺れた。




　は、はぁっ!?

　とっ──。




「今のはダメだ。ここで謝れ」




　常葉!?

　い、今の常葉ときわか!?




　俺は慌てて上体を起こした。

　小泉さんも常葉の突然の行動に驚いたのか、足を止めて振り返っている。

　一気に静まり返った体育館で、常葉がいつものゆるさを欠片かけらも感じさせない険しい表情のまま、口を開く。

　びくり、と勝沼が体を震わせるのが見えた。

「エ──」

「たまたまだとしても、ダメなものはダメだ。謝るんだ」

「……っ！」

「もしあれで転んで、怪我でもしたら……どうにもならなくなるだろ……」

「…………」

「あゆみ！」

「……うるっせぇよ！　知るかバカ、死ね！」

　だんっ、と近くの壁を思い切り蹴け飛ばしてから、踵きびすを返す勝沼。

「ちょっ、あゆみ!?　どこ行くの、出席は!?」「あーもー、無茶すっから」「とかいってボール持ってきたのはジュンじゃん」「別に投げろなんて一言もいってねーし」「つか俺ら完全に悪者な感じ？」「うわめんどくさー」

　戸惑うグループの面々を置き去りに、勝かつ沼ぬまは去っていった。

　ああ──。

　なんで、こうなるんだ。

「ハァー……あいつのああいう態度、ほんっとムカつく……！」

　小こ泉いずみさんはパシィッ、とやり場のない感情を発散させるかのように、己の脚を叩たたいた。

「ッごめん！　みんな！」

　今度は常葉ときわがクラスメイトの方へと振り返り、ばっ、と思い切り頭を下げた。

「は？　なんであんたが謝ってんの？」

　怒り冷めやらぬ、という顔の小泉さんが、常葉をギロリと睨にらみつける。

「いや……ほら、あゆみとは、昔からの付き合いだからさー」

　頭を下げたまま、いつもの声色に戻って語る常葉。

　──だが、ちょうど床に座っていた、俺だけが気付いた。

「悪いやつじゃないんだ。悪いやつじゃないから……」

　その時の常葉が。

「だから……嫌わないでやってほしいんだー」




　──いつになく、辛そうな顔をしていたことに。




　◆




「くそっ、あれは俺のミスだ」




　Ｍ会議室、今日の反省会。

　俺は両手をぎゅっと握って、机の上に手を置いた。

　──一連の〝バレーバトルイベント〟自体は、一応の成功と言っていいだろう。結局勝負はうやむやで終わってしまったが、イベント目的は達している。

　だが最後のアレで、別種の嫌な空気が生まれてしまった。

「……なんでそうなるの？　今回の件、耕こう平へいに非があるとは思えないんだけど」

　上うえ野の原はらが感情を感じさせない声で言った。

「イベントに時間をかけすぎた。勝沼たちが帰ってくる前に終わらせるつもりだったのに……」

「そもそも想定より早く戻ってきたんでしょ？　なら仕方ないじゃん」

　いや、だとしても……勝沼があの場に現れた場合に何かしてくる可能性は高かったのだから、もっと危機意識をもって準備すべきだったのだ。

　上野原はそんな俺を見て「はぁ」とため息をついた。

「何をそこまで落ち込んでるのか、いまいちわかんない。今回の件は完全に勝かつ沼ぬまさんの自じ業ごう自じ得とくだし、結果的にイベントが成功したならいいじゃん」

　上うえ野の原はらが淡々と正論を語る。

　運動部グループをはじめ、あの場にいたほぼ全員が勝沼に対して「流石さすがにあれはやりすぎ」といった意見だった。どころか、勝沼に対する不満を漏らす声や、日頃の俺への扱いに対する擁護のような声までちらほらと聞こえてきたくらいだ。

　勝沼派なはずの井い出でたちでさえ苛いら立だたしげでフォローすることはなかったので「勝沼が悪い」というのが統一見解と見ていいだろう。

「そうじゃない、勝沼を叩たたいてもいいって空気が生まれたのがダメなんだ。前も言ったろ、誰かを攻撃して排除するような流れは計画的にアウトだ、って」

「……確かに、そうだけど」

「あいつが悪いのはわかってるし、俺もそれを否定するつもりはない。でも結果的に計画に悪影響を及ぼすことになったのなら、それはやっぱり俺の失敗だ」

「……」

　上野原は深々とため息をついてから、諦めたように言った。

「なら……状況を改善することにリソースを注ぐべき。失敗を悔いるんじゃなくて、分析して、次に備えなきゃ。違う？」

「……そう、だな。その通りだ」

　俺はハッとして、同時に納得する。

　ああくそ……何勝手にシリアスに入ってんだ。

　この状況で立ち止まってどうする。悔いてる暇があったら動け、このポンコツめ。

　俺はパン、と自分の頰ほおを打ってから上野原に向き直った。

「……すまん、無駄な時間を使わせた。上野原の言う通り、さっさと切り替えて次のことを考えるべきだった」

「ん、それが合理的」

　言って、上野原は席を立った。

「追加買ってくるけど、耕こう平へいは？　何か食べる？」

「ん、ああ……じゃあ、アップルパイで」

「了解」

　そう答えて、上野原はレジへと向かっていった。

　──そういや、珍しいな。

　上野原の方から、食べるもの聞いてくるなんて。




　◆




　甘いものを追加して、仕切り直し。

「にしても……やっぱり常葉ときわと勝かつ沼ぬまの過去に何かしら鍵かぎがありそうだ」

「というと？」

「勝沼の妨害の時、常葉がいつになく真剣だったというか、切羽つまった感じだったんだよ。普段はあのゆったりしたノリでマイルドに仲介する感じなんだけど、声を荒らげたり、みんなに頭下げたり……まぁ事が事だから、ってだけかもしれんが」

　実際、誰かが怪我をする心配はあったわけだし、いつもの悪口とはまた性質が違うからな。

「そか……」

　上うえ野の原はらは思案げに唸うなってから、しばらくしてこちらに向き直す。

「調べた感じ、二人って中３の時はそんな仲良い感じじゃなかったっぽい。同じクラスではあったらしいけど」

「え？　マジで？」

　今より仲良かったとかじゃなくて？　逆に絡みがなかったってことか？

「むしろ、お互い避けてたらしいよ。必要最小限しか話そうとしなかった、みたいな」

　んん……？

　それがなんで高校で急に？　初日からめちゃグイグイしてたぞ、少なくとも勝沼は。

　今まで気になってたけど話しかけられなくて、高校進学を期に一歩踏み出した……ってテンプレな話でもないか。それじゃ常葉が避けてた理由にならん。

「単に『絡みがなかった』って話じゃなくて『避けてた』ってことは……その前に何かトラブルがあった、とか？」

「私もその線は考えた。実は元カノだった、とかないかなって」

　でも、と上野原は腕を組む。

「常葉君、中２から卒業直前まで１個上の先輩と付き合ってたらしいから。勝沼さんと恋愛で云うん々ぬんって話はなさそう」

　ぬ、元カノって先輩だったのか。付き合ってた彼女がいたことはデータとして持ってたが、先輩ってのは知らなかったな……。

「じゃあその先輩彼女と常葉を巡って争ってたって線はどうだ？」

「そこまでは何とも。なんか勝沼さんって目立つタイプじゃなかったみたいで、あんまり情報が出てこなかったんだよね」

　ふむ……？　それはまた、今とギャップがある情報ネタだな。

「クラスにも馴な染じめてなかったみたい。中２からの転校生らしいし」

「えっ、そうなのか？」

「地元の中学が廃校になって、それで途中から篠しの南なみに通うようになったんだって」

　あぁ……あいつんちってド田舎だもんな。今でこそ峡きよう国ごく市だが、10年くらい前までは下しも十い六そ敷しきとかいう名前の村だったはずだ。地元の中学が篠しの南なみと合併した、って感じだろうか。

　しかし……それよりも。

「負け組への抵抗感って……もしかして、そこから来てる？」

「可能性はあるかもね」

　上うえ野の原はらがこくり、と頷うなずく。

　かつての自分が負け組と呼ばれる立場で、それが原因で常葉ときわとの関係がうまくいかなかった。だから高校じゃそうならないように動いてる……って感じだろうか？

「今んとこ、私の方で仕入れられたのはこのくらいかな……全部噂うわさベースでしかないけど」

「いや、十分だ。助かった」

　なんとなくだが、勝かつ沼ぬまの輪郭が見えてきた気がするな……このまま深掘りしてけば真相にたどり着けるかも。

　俺はしばらく黙考して方針を決める。

「……よし、取っ掛かりも見えたから、俺も本格的に勝沼の調査に入ろう。どのみち今の状況で新しいイベントを打つのはリスクが大きいし」

　本当は今日のノリを運動部以外にも広げたいところだったが……やむを得ない。最悪、清掃活動ボランティア自体をそのためのイベントとして活用することにしよう。

「俺は別角度からあたってみる。たぶんＳＮＳと、あれば裏掲示板の類たぐいが情報源ソースとして優秀そうだ。上野原は引き続き友達経由で情報を仕入れてほしい」

「いいけど、これ以上クリティカルなものは拾えないかもよ？」

「いや、アプローチの仕方を変えてくれ。常葉たちの情報よりも、篠南中出身者がどの学校に進学してるかについて。特に元カノ」

「……なるほど、そっち経由か。了解」

　上野原はすぐさま意図を理解したようで、納得げに首しゆ肯こうする。




　──こうして二人で方針を共有して、その日の会議を終えた。

　とにかく、今は情報収集を急ごう。

　その上で情報を精査して、勝沼との和解ないし停戦を目的に、迅速に働きかける。




　……今日の火種が、本格的に燃えてしまう前に。
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　いったい、どういうつもりなんだろうか。

　私はベッドにばふんと腰を下ろしてからため息をついた。

　──芽め衣いがイベントの途中で退室したのは、勝かつ沼ぬまさんに対する働きかけと見ていいだろう。耕こう平へいのイベントを阻止させるため、早めに体育館へと戻るよう誘導した、とか。

　だけど……どう考えても勝沼さんの妨害はやりすぎだった。

　あんな方法じゃクラスに悪影響しか与えない。耕平の意図をくじくにしても、もっと上手いやり方がいくらでもあるだろうに。

「……もしくは、芽衣にとってもあれは想定外だった、か」

　勝沼さんはバランサーに向くタイプじゃない。敵対者を攻撃させるならともかく、安定や平穏を得るために使うには劇薬すぎる。

　今まではうまくコントロールできていた彼女の行動が、ここにきて芽衣の思惑から外れつつあるのかもしれないな……。

「とすると、次はどう動く……？」

　クラスの安定が芽衣の望みだとすれば……今の状況は好ましくないはずだ。となれば、どうにか改善するために動くはず。

　だけど芽衣自身が、表立って仲裁するとは考えにくい。

　これまでも、あの子は表舞台に立ちたがらなかった。自分が出ていけば解決できそうな状況でも積極的には動かず、いつも裏で誰かを動かすことで対処しようとしてきた。

　あの子の能力なら、全部まとめて綺き麗れいに収めることくらいできそうなものなのに……それだけは、頑なにしたがらない。

　そこにも、何かしらあの子の真意が隠れてそうだけど……いや、ひとまずそれは置こう。今考えても答えはわからないだろうし。

　何にせよ、次にあの子が動くとすれば。状況を変えられる人物へ働きかけて、その行動を自分にとって都合のいい方向へと誘導すること。

　勝沼さんは、もう使えない。むしろ今や、彼女こそが火種になっている。

　とすると、白羽の矢が立つとしたら──。

「……耕平に、何か仕掛けてくるかもな」

　もしかしたら、桜並木の再現が起こりうる、かな？




　……うん。耕平の位置情報、よくチェックしておこう。

　何か、いつもと違う行動をするようなら、その時は──。
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　サーッ、という雨音が響く、昼下がり。

「そかそか。じゃあ今年もバスケ部はいい感じ、と」

「みたいよ。６組うちのマサトだろ、７組のフミヤだろ。つか４組の常葉ときわなんて県大のＭＶＰじゃん？　顧問のエノキーがいつも以上にガチって話」

「へー。てか常葉ってＭＶＰ選手だったのか。知らなかった」

「らしいぞ？　篠しの南なみって運動部は強いじゃん。そういうのあると内申めっちゃいいらしいし、うちの学校もバスケ部には甘いからな。成績が多少アレでも見逃されんのが羨うらやましいわ」

「あー、それなー」

「お、呼ばれたから行く。じゃあなー」

「ほい、またー」

　大抵の生徒が昼食を食べ終わり、昼休みも中盤に差し掛かった頃。

　飲み物を買いに行く体で自販機前にスタンバっていた俺は、通りがかる顔見知り──主に〝早さ乙おと女め衆〟の面々──とひたすら会話を交わしていた。

　自販機は１階、開放式の渡り廊下にあって、学食や購買に近いため人通りが多い。特定の相手に対する対面調査が目的ではなく、ランダムにいろんな人から情報を集めたい場合は、こうした場所で顔見知りが通るのを待つのが効果的だ。

　特に、今は常葉たちに絡むネタを少しでも多く集めたい。直接過去ネタは追えなくても、部活方面だったり別側面から見えてくることもあるかもしれないしな。

　俺は今話した内容をスマホでメモしてから、現在の情報データを見返す。




　──予想通り、ＳＮＳから多くの情報が拾えた。

　学校の評判からして、TbitterツビツターとかWinstagramウインスタグラムに色々載せてそうだと思ったらドンピシャだ。

　内容が誇張されてたり、文がゴテゴテにデコられて読みにくかったりはしたが、その中から事実っぽい情報を統合すると──。

　１、常葉の先輩彼女は地元の不良グループの一味で、素行が良くなかった。

　２、告白したのは先輩彼女からで、フったのも先輩彼女から。

　３、転校直後の勝かつ沼ぬまは今と違い、積極的にリーダーシップを取るタイプではなかった。

　４、転校直後の勝沼は常葉とばかり絡んでいたが、途中から急に接触が少なくなった。

　５、勝沼と先輩彼女が中学の校舎裏で話しているところを目撃した人物がいる。

　──と、そんなところ。

　やっぱり勝沼と先輩彼女との間で、常葉を巡る何らかのトラブルがあったことに間違いないように思える。

　そのトラブルの影響で常葉ときわと勝かつ沼ぬまの関係に亀裂が生じ、また勝沼自身の態度やスタンスも変化した──と考えるのが妥当だろう。時期的にもほぼ一致しているし。

　特に勝沼自身の変化は著しい。一つだけ、TikTorkテイツクトークの動画の端の方に映っているのを見たが、髪も短いし黒髪だしで外見的にはまるで別人だ。まぁキツそうな印象はそのままだったけど。

　──ここらで一度、常葉本人に尋ねてみてもいいかもしれないな。

　この先は、関係者でないとわからない内容になるだろう。勝沼に聞くのは実質不可能だから、もう一人の当事者である常葉と話すのが一番手っ取り早い。

　ただ、常葉にとっては元カノ絡みのナイーヴな話だ。話してくれるかは何ともだが……勝沼関係のトラブルに心を痛めてるのは間違いないだろうし、状況改善に繋つながるなら、と手を貸してくれるかもしれない。

　よし、そうと決めたら、早いとこアポ取りをして──。




「やっほ、長なが坂さかくん」




　──ふと、名前を呼ばれた気がして振り返る。

「……清きよ里さとさん？」

　そこには、胸元で小さく手を振る〝メインヒロイン〟の姿があった。

　見たところ周りにはだれもおらず、一人のようだ。

「清里さんも飲み物買いに来たの？」

「ちょっとね、喉渇いちゃって」

　言いながら横に並び、顎あごに人差し指を置いて悩ましげな声を漏らす。

「んー、コーヒーがいいか、お茶がいいか……」

「新しく入った桃風味のミネラルウォーターおいしかったよ。さっぱりしてて」

「あ、ホント？　でも冒険して失敗すると萎えるからなー」

　顎をぽんぽんと指で叩たたきながらしばし考えて、最終的にブラックコーヒーのボタンを押した。

　ガタン、という音とともに缶が取り出し口に吐き出され、清里さんは足を曲げてその場にしゃがみこむ。

「よっ、と。ここは無難に西海岸のいつもの味」

「コーヒー好きだよね。しかもいつもブラックだし」

　清里さんはあまりジュースを飲まない。嫌いなわけじゃないようだが、よく買うのは緑茶かブラックコーヒーだ。口にするものすべてに糖分を求めるどこぞの中毒者とは真逆だな。

「甘いジュースはなるべく控えるようにしてるの。もうオトナだからね！」

　ふふん、と腕を組んでドヤ顔。

　お、おおぅ、オトナだからですか……確かに、色々オトナです……。

　手に持ったペットボトルを口に運びながら、もにゅっと強調された特定部位を横目でチラチラしていると、清きよ里さとさんが缶の蓋ふたを開けた。

「そういえばさ」

　近くの壁に背中を預けてから、おもむろに口を開く。

「長なが坂さかくんて、結構顔広いよねー」

「……え？」

「ほら、さっき他のクラスの人と話してたから」

「ん、あぁ……」

　ぬ、そこから見られてたのか。まぁ聞かれたところで問題になるような話じゃないけど……。

「クラス委員の関係で、ちょいちょい他クラスとも絡むからね。あと諸々の雑用とか」

「あはは、なんかいろんなとこで働いてるよね。便利屋さんみたい」

　大抵が情報収集の副産物だったり、先輩との業務委託絡みの縁だけどな。

　清里さんはこくり、とコーヒーを一口飲む。

「でも、それだけ色んな人に信頼されてるって証拠だよね。クラスでもみんなと仲良いしさ」

「いやいやいや、清里さんのがよっぽど仲良いじゃん。てか、一部とは全然でしょ」

　清里さんは「あー……」とつぶやいてから気まずげに笑う。

「それはね。きっと、ちょっとした行き違いのせいだよ」

「……行き違い？」

「うん、そう」

　清里さんははらりと目の前に垂れてきた髪を右耳にかけてから、再びコーヒーを口に運んだ。

「あゆみはね、本当は優しくて友達想いなんだよ。それがうまく出てないだけなの」

「え……？」

　優しくて友達想い……勝かつ沼ぬまが？

　心配性、って表現なら以前常葉ときわから聞いたことがあるが、優しいって印象データはないぞ。まさか、グループの身内相手だとそんな感じとか？

　興味をそそられた俺は続けて尋ねる。

「ちなみに、行き違いの理由ってのは……？」

　すると、清里さんはちらちらと周りに目をやってから、やや小さな声で答える。

「常葉くんに関わることで、ちょっとね」

　渦中の人物の名前が出て、密かに驚く。

　……まさか、清里さんは二人の関係について何か知ってる？

「そ、それは具体的に？」

　降って湧いた予想外の展開ラツキーに動揺して、つい食い気味に返してしまった。

　清きよ里さとさんはすぐに答えず、ちらと腕時計に目をやる。

「……ちょっとね、話すと時間かかるかもだから。部活の後、改めて時間取ってもらえる？」

「えっ」

　ま、まさかの〝内緒話イベント〟のお誘い!?　それなんてラブコ……いや待て落ち着け、すぐにぬか喜びするなっての、この大馬鹿野郎。

　そもそも、お誘いの中身が違うだろ。常葉ときわと勝かつ沼ぬまの話だぞ？　清里さんとのラブコメが起こるわけがないだろが。

「どうかな？」

　首を傾かしげる清里さんに、こほんと小さく咳せき払ばらいしてから返答する。

「うん……大丈夫」

　放課後はＭ会議室で上うえ野の原はらとの定例会議の予定だったが……特に対面である必要はないし、夜に電話会議でいいだろう。それよりも、こちらの方が極めて重要だ。

　一応、清里さんから話聞いてくるって報告だけしとくか……。

「それと」

　不意に、清里さんが俺の前へと歩み寄ってきて、思わずドキッとする。それはもう、少し動くだけで体が触れそうなほど近い。

　漂う石鹸の香りに頭がくらりとして、綺き麗れいで深みのある瞳に自然と目線が吸い込まれる。

「プライベートな話になるから。他の人には内緒で、ね？」

　そして、しー、と人差し指を口元に当てて、にっと笑う。

　ま、また新しい二次元ポーズだ！　あぁ、きゃわ……ほんしゅき……。

　ぽわんとした気持ちでぼんやりする俺に、もう一度にこりと笑って、そのまま横をすり抜けていく清里さん。

「それじゃ、またあとでね！」

　振り返りざまに手を振って、清里さんは去っていった。

　そのタイミングで、ふと思う。

　そういえば、最近清里さんから桜の香りがしなくなったな……。




　◆




　──放課後。

　俺は一人、学校から徒歩15分ほどの距離にある自然食レストラン『ナチュールグラス』で、清里さんの到着を待っていた。

　ここは応援練習の打ち上げイベントでも使った場所で、隠れ家カフェ風のおしゃれな外観と、フレッシュな野菜をふんだんに使った洋食で有名な老舗だ。味、雰囲気ともに申し分なく、女子受け間違いなしのおしゃれな場所として〝スポットノート〟にピックアップしている。

　ただ価格帯が高校生のお財布には厳しいので、学校のすぐ近くながら峡きよう西にし生に会いにくい密会スポットとしての性質も兼ね揃そろえていた。

　俺は奥の個室で、読み終わったラノベをぱたんと畳む。

　ふう、最近はちょっと捻ひねった設定のラブコメに良作が多いなぁ。セカイ系ボーイミーツガールの復刻が流行はやりなのかな……願い事とか奇跡とか聞くと鍵キーみを感じるぞ。ラーメンセット食べたくなってきたぞ。

　壁際の時計に目をやると、もう完全下校近い時間だ。窓の外はかなり薄暗い。

　しかし、テニス部って通常はもっと早くに練習終わってるはずなんだがな。最近、清きよ里さとさんと帰宅イベントできてないから、その辺のスケジュールが曖あい昧まいだ。

　あー、もしかして、だからここを待ち合わせ場所にしよう、って言ってくれたのかな？

　最初俺は、校門前で落ち合おうと提案したのだが──。

『雨の中待たせちゃったら申し訳ないから。前に打ち上げしたお店集合にしよ？』

　──との配慮によって、こうして先入りして優雅にカッフェしながら待つことになったのだ。いや、ほんとよくそういうとこまで気が回るよな。さすがは俺の大天使メインヒロインだ。

　ブゥウン、と。卓上に置いていたスマホが振動した。

　ん、噂うわさをすれば影、かな？

『何かトラブル？』

　あぁ、上うえ野の原はらの方か。会議のリスケに関するメッセージへの返答だ。

　しかし……なんて返そう。清里さんには内緒って言われてるしな……。

　俺はしばし悩んで『無問題。今からヒアリング調査』とだけ送り返し、スマホを懐にしまう。

　守秘義務契約ないしよのやくそくがある以上、たとえ上野原でもネタ元を伝えるわけにはいかない。情報提供者の意向は尊重すべき。調査の鉄則だ。

「ごめん、お待たせ！」

　小部屋の入り口から、よく通る可愛かわいらしい声が届く。

　顔を上げて声の方を見ると、そこにはポニーテール姿の清里さんが立っていた。

「ちょっと片付けに手間取っちゃった」

　ぱっぱっ、制服の肩に乗った雨滴を払ってから、濡れたビニール傘を部屋の隅へと立てかけるように置く。それから「はふぅ」と一息吐いて、俺の正面へと腰掛けた。

　ん、急いで来た感じかな。微妙に息荒いし……。

「けっこう待たせちゃった？」

「あ、うん、今来たと……じゃない、さっき来てたトコ」

　あかん、つい自動的オートにテンプレ返答しちまった！　このラブコメ脳が！

「あはは、なんか斬新な返しだね」

　なんとなく恥ずかしくなって、俺は咳せき払ばらいでごまかす。

　清きよ里さとさんはクスクスと笑ってから、通りかかった店員さんにオーダーを通した。

「てか、ゆっくりでよかったのに。どうせ本読んでたし」

「ううん、あんまり待たせたら悪いから。長なが坂さかくんの帰りが遅くなっちゃうもんね」

　あー、もう！　そんなことまで心配してくれたのか！　自分だって部活で疲れてるだろうに、なんでこんないい子なん？　光属性すぎひん？

　その心遣いに胸を熱くしていると、注文したアイスコーヒーが届く。

　清里さんはぐいっと一気に３分の１ほど飲んでから、一呼吸置いて口を開いた。

「それで……早速だけど」

　右耳にもみあげの髪をかけながら、清里さんが話し始めた。

　俺は軽く深呼吸をして気を引き締める。

「常葉ときわくんとあゆみが中学の時同じクラスだった、っていうのは知ってる？」

「ああ、うん。常葉から聞いてる」

「そか。じゃあ──二人が幼馴染だっていうのは？」

「へっ……？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　え、何それ？　どういうこと？　まさか新しい〝設定〟？

　清里さんはふふ、と小さく笑ってから答えた。

「その様子だと知らなかったみたいだね」

「あ、うん、ちょっと、まったく思ってもいなかったから」

　ふぅー、と俺は大きく息を吐いて気持ちを落ち着かせた。

　──まさか、中学から遥はるかに遡さかのぼって幼おさな馴な染じみとか。過去の因縁大アリじゃんか。

　でも、二人ともそんな素振り今まで一度も……ん、いや。待てよ？

　俺は周囲をきょろきょろと見回しながら呟つぶやく。

「そういえば……ちょうどここで打ち上げした時、常葉が幼馴染がどうこう言ってた気が……」

「へー、長坂くん、よく覚えてるね。私もその時ちょっと気になって、この前機会があったから聞いてみたんだ」

　驚いた顔の清里さんがそう続けた。

　あぁ、やっぱその時か！　うちの〝幼馴染〟の方に気を取られて聞き流しちまった。イベント完遂で気を抜いてた証拠だな……反省。

　しかし、そうだとすると疑問が出てくるな……。

「でも常葉と勝かつ沼ぬまが住んでる場所ってそんな近くなかったような？　どういう繋つながりだろ」

　情報データだと常葉の家は盆地部こちらがわ、篠しの南なみ中のすぐ近くにあるのに対して、勝沼の家はさらに南の山中にある。流石さすがに小学校が同じになる距離とは思えなかった。

「なんかね、常葉ときわくんの家うちって小学生の頃に引っ越ししたらしいの。親が新しく家を建てたからって」

　あぁ、なるほど。田舎の方から里に下りてきた、ってことか。

　しかし、結構細かい事情まで知ってるんだな、清きよ里さとさん。クラスじゃあんま絡んでるとこ見ないけど、相当勝かつ沼ぬまと仲良くなってたみたいだ。

「それで……二人が幼おさな馴な染じみだってことが、話とどう繋つながるの？」

「順番に話すね。まず……中学で常葉くんが先輩と付き合うことになった、らしいんだけど」

　ふむ、やっぱりそのネタが関わるのか。

「その彼女って人が、地元で評判の良くないグループの一員だったみたいで。色々危ないこともしてて、学校で問題になってたようなの」

「へぇ……」

「それで、彼女繋がりで、常葉くんがトラブルに巻き込まれそうになったんだって」

　それは新情報だ。トラブルの内容ってのも気になるが……そこは本筋には関わらないか。

「常葉くん、小さい頃から人に甘いところがあるらしくて。彼女の誘いだからって、断れなかったみたい」

　ありうる、な。優しい常葉のことだし、もしかすると元カノを非行から助けたい、なんて気持ちもあったのかもしれない。

「それを知ったあゆみは……その彼女に直談判に行った。常葉くんを巻き込むな、って」

　俺は密かに息を飲んだ。

　……マジか。

　あいつ、素行の悪い人らのとこに単身で乗り込んだのか……？

「常葉くん、当時からバスケで有名選手だったらしいし、問題を起こして出場停止とかになったら最悪だ、って思ったみたいでさ」

　それは確実に常葉を想っての行動だろう。友達想いっていうのはそういうことか……。

「一応、その甲斐あって、ひとまず常葉くんを危ない目に遭わせずに済んだみたいだけど……今度は、その彼女って人に『代わりに彼氏には近づくな』とか命令されたらしくって」

「はっ……？」

　なんつー身勝手な条件だ！

　友達想いの幼馴染に恋人を盗られたくないとか、そういう魂胆に違いない。

「常葉くんが、彼女のことをちゃんと好きだったのは、あゆみも知ってたから。だから常葉くんのためにも、あゆみはその条件を飲むことにした」

　あ、あいつ……なんて健けな気げな。

「でも彼女たちはそれだけじゃ満足できなかったみたいで、あゆみの悪い噂うわさを流したりしたようなの。そのせいで、クラスで孤立しちゃったとか」

「それは……！」

　これだから不良って奴は！　徹底してエグい仕打ちをしやがって！

　憤いきどおる俺をよそに、清きよ里さとさんはグラスを両手で抱え、視線を落としてから続ける。

「でも、そこまで頑張ったのに……常葉ときわくんは、その彼女に捨てられた。彼女が卒業する直前、もういらないから、って」

　……ああもう、最悪だ。

　そんな風にフラれた常葉の気持ちも察するに余りあるが、幼おさな馴な染じみのために奮闘した勝かつ沼ぬま自身の努力も全部水の泡だ。

「結局、常葉くんを傷つけることになった、ってあゆみは後悔してる。こんなことなら、常葉くんが最初から変な人と付き合わないように見張っておけばよかったって。だから高校じゃ絶対そんなことにはさせない、って躍起になってるみたいなの」

　自分がそんなことになっても、まだ常葉のことを考えてたのか……。

　くそっ、なんだよ、めちゃくちゃいい奴じゃんか！　俺のバカ！　もっとちゃんと情報データ集めろってんだ！

　そこまで語って、清里さんはゆっくりとアイスコーヒーを口に運んだ。

　俺は興奮していた気持ちを深呼吸で整えてから、コトの真相を咀そ嚼しやくする。

　──この話を統合すれば、今までの行動の筋が通る。

　勝沼が俺の行動を妨害してきたのは、常葉に変な連中を近付かせまいという警戒心で。上うえ野の原はらの接触に対して過剰に反応したのも、この前穴あな山やまを攻撃したのもそういう思いがあってのことだった。負け組を許せない気持ちは、不甲斐ない自分に対する憤りもあるのかもしれない。

　いずれにせよ、勝沼は、大事な幼馴染を守るために必死だったのだ。

　その手段が少しだけ攻撃的なだけで……あいつの根底には、そんな尊い想いがあったんだ。

　それは、その行動は。

　俺がよく知る、王道テンプレで理想的ラブコメな〝幼馴染〟の振る舞い、そのものじゃないか。

「だからさ」

　清里さんが、澄んだ瞳を俺に向ける。

「あゆみのこと、誤解しないであげてほしいの。あの子は、悪気があって長なが坂さかくんに厳しく当たってるんじゃないんだ、って」

　じっ、と俺の目を見つめながら、清里さんは僅わずかに目を細めた。

「彩あや乃のっていう幼馴染がいる長坂くんなら、あゆみの気持ちもわかるはずだ、って思って。ホントはよくないことだけど、話しておきたかったんだ」

「……うん。よくわかるよ」

　言われるまでもなく、俺に勝沼の行動は否定できない。

　ラブコメの登場人物そのもののようなあいつを、俺が否定するわけがない。

「……たぶんね。あゆみには、長なが坂さかくんがその彼女と被って見えてるんだと思う。その人もアクティブな人で、他人をぐいぐい巻き込んでくタイプのようだから」

　言ってから、清きよ里さとさんは急にはっとした顔になって「もちろん長坂くんが不良とかそういうんじゃないけどね！」と手を振って否定する。

　俺はわかってる、ということを示すためにこくんと一つ頷うなずいた。

　清里さんはほっと胸を撫なで下ろしてから、話を続ける。

「あゆみは長坂くんのやること全部が危ないんだって思い込んでる。そんなことないよ、って言い続けてるんだけど……つい感情的になっちゃうみたいなの」

　そこで清里さんは、すっと顔を上げた。

「でも流石さすがに、バレーの時のはやりすぎだったって思う。あゆみが戻った時、トラブルにならないように止めに行ったつもりだったんだけど……ごめん、うまくできなかった」

　悔しげに語る清里さんの言葉で、初めて気づく。

　まさかあの時、清里さんが姿を消したのはフォローのため？　俺たちが衝突しないように手助けをしてくれてたのか……？

「でも、これからは……ちゃんと私が止めるから。だから長坂くんも、あゆみを刺激するようなことは、しないであげてほしい」

　そして清里さんは、そこで一度言葉を切り。

　それから、どこか切実さを感じさせる顔で、寂しげに笑って──。




「普通にさ、今まで通りにやろ？　それが一番の方法だって、私は思うから」




　俺は目を伏せて黙りこくる。

　──普通に、今まで通りに、か。

　それはつまり……計画の中断を意味する。

　このまま俺が動き続ければ、勝かつ沼ぬまは警戒の色を強めたまま。妨害も止まない。

　火種のくすぶる中、これ以上あいつの行動が過激化したら、それこそ計画が破は綻たんに追い込まれる危険だってある。

　それに、あいつの幼馴染だいじなひとを想う気持ちを尊重するなら──。

　ここで一度態勢を立て直すっていうのも、アリ、なのかもしれない。

「約束してくれる？」

　悩む俺の背を押すように、清里さんの優しい声が耳に届いた。

「……」

　俺が答えようと、口を開きかけた時──。




　──ブッブッブッ、ブッブッブッ。




「……あ、ごめん」

　机に伏せておいたスマホが震え始めた。

　RINEライン……いや、この振動パターンは……緊急ＳＭＳ？

　俺はすかさず手にとって、メッセージの中身を確認する。

　差出人はやっぱり『上うえ野の原はら彩あや乃の』。

　中身は──。




『己を貫け』




　緊急……なのかこれ？

　何の脈絡もない、いきなりな内容。

　しかも言われるまでもない、俺の〝主人公〟としての基本ポリシーだ。

「長なが坂さかくん？　だれかからの連絡？」

「……あ、うん。ちょっとね」

　俺はボカして返答しながら、もう一度思考に入る。




　──よく考えろ。

　勝沼あいつが、ラブコメキャラに類する行動原理で動ける奴だ、というのなら。それは、お互いに理解しあう余地がある、ということだ。

　そしてあいつのラブコメ適性の低さが、集団ラブコメ適性にも大きく悪影響を与えていた。

　つまり──。

　あいつの心配を解消することさえできれば……対立する意味はなくなって、現状維持ではなく、問題を完全に解決できる。

　それが、それこそが……だれにとっても最善の道じゃないか？




「──色々教えてくれてありがとう。心配なのはよくわかったよ」

「じゃあ」

「でも、清きよ里さとさんに全部任せきり、っていうのは違うと思うし。俺は俺で、どうするのが一番いいか考えてみるよ。もしかしたら、完璧に解決できる方法があるかもしれないから」

「……、そっか」

　清里さんは一瞬言葉を詰まらせて答え、その目線をきょろきょろと周囲に向ける。

　そして窓の方を見て、ぴたりと止まった。

　……？　なんだ、何かあるのか？

　俺も合わせて窓を見るが、外を歩く人のビニール傘が見えるだけで変わった様子はない。

「……私からは、それだけ。時間取らせてごめんね」

「え、あ、うん」

　清きよ里さとさんはそう言うなり、ごくん、と残りのコーヒーを一気に飲み切って立ち上がった。

「それじゃ、そろそろ帰ろっか。もう真っ暗だし」

　通学鞄を担ぎ、帰り支度を始める清里さん。

　まだ乾き切っていない傘を手に取る姿を見て、ふと思った。

「あ、清里さん」

「うん？」

「今回の件、俺は当事者みたいなものだけど……清里さんは違うじゃん？　なのに、なんでそこまで親身になって動いてくれるのかな、って」

　清里さんは、終始人のことばかり気にかけている。それこそ、初めて彼女を見た時──入試の時から、ずっとだ。

　そこまでして他人に気を配る理由は、その原動力は、いったい何なんだろうか？

　清里さんはピタリと動きを止めて、こちらを向く。その動きに合わせて、はらり、と右耳にかけてあった髪が元に戻った。

　そしていつになく強い調子で。




「傷つくことが目に見えてるのに、そのままになんてしておけないよ」




　そして再び、右耳に髪をかけ直してから、振り返って──。




「やっぱり……そのままになんて、しておけないの」




　◆




「──以上が俺の仕入れてきた情報だ。他の情報との符丁を考えれば、この仮説でまず間違いないとみていいだろ」

　帰宅した俺は、自室の椅子に腰掛けながら、上うえ野の原はらに繋つながった電話に向けて語る。

『……そか。昨日の今日で、相変わらずエグい調査力だね』

「褒める時は素直にスゴイって言って？」

　エグいって言われるとディス成分感じちゃうだろ。

『ちなみにそれ、全部ヒアリング調査で仕入れたの？』

「ああ。事情通からの情報提供があってな。偶然の産物だったけど、たまにゃラッキーもあるもんだ」

　当然、清きよ里さとさんから聞いた話だという部分は伏せた。帰り際にも「私が話したこと、常葉ときわくんたちにはナイショね」って念押しされたしな。

『それで……耕こう平へいはこれからどうするつもり？　その事情通の意見に従うの？』

「ん、あぁ」

　俺は結論だけ伝えることにした。

「むしろ相互理解の活路が見えた分、より積極的に和解の道を模索したい。うまくいけば一気に集団ラブコメ適性が改善して、清掃活動だって理想的な形でイベント化できるかもしれん」

　心配してアドバイスしてくれた清里さんには申し訳ないが、対立が完全に解消されればそれに勝る結果はない。

　なら、常に理想の実現を目指して行動するのが俺の王道だ。

『……ん、そか。余計なことだったかも。コウヘイスゴイ』

「棒読みもやめて？」

　なんでちょっと気分良さげにディスるんだよ。

「てかそれで思い出した、ＳＭＳの乱用はしないでくれよ。狼男現象が起こったら困るから」

『……正論だけど、耕平に言われるのはなんか腹立つ』

　はいはい、すいませんね。

　俺は水を一口飲んでから話を切り替えた。

「いやしかし、幼おさな馴な染じみってマジでこの世に存在したんだな。都市伝説かと思ってた」

『そりゃ存在するでしょ。むしろいない人の方が珍しいんじゃ？』

「違う違う、ラブコメ的な幼馴染ってこと。要は上うえ野の原はらと同じく〝ツンデレ幼馴染〟ってことじゃんか。そう考えればあいつの憎まれ口も全部許せる不思議」

　いや、正確にはツンギレか。デレ成分皆無だし。

『……ふむ。私と同じ、か』

「あ、いえ、上野原さんはあくまで設定ですけど！」

『──』

　……あれ？　今度はディスらないの？

『勝かつ沼ぬまさんのその話……鵜う呑のみにして動くのはやめといた方がいい、かも』

　少しの間の後、上野原が続ける。

「え、なんで？」

『話ができすぎかなって。確かに理屈は通ってるけど……あまりに美談に思える』

　美談……？

「どういう意味だ？」

『幼おさな馴な染じみはいいとしても、行動の動機がキレイすぎる。直接勝かつ沼ぬまさんと接した身からすると、ぶっちゃけ常葉ときわ君を守りたいとか助けたいとか、そういう理由で動くタイプに思えない』

　そりゃまた、ぶっちゃけた物言いだな……。

「今まで隠してただけで、根はそうだったってことじゃないのか？」

『別に全部が全部不純とは言わないし、そういう気持ちがないこともないんだろうけど……それが彼女の芯には思えない。根っからの善人だっていうなら、普段のやり方だってもう少しそれらしくなりそうなものだし』

「そういうもんか……？」

　常葉しゆじんこう以外に塩対応な幼馴染キャラとかわんさかいるし、一連の反応もその口かと思って納得してたんだが。俺がラブコメ脳だからだろうか。

『ただ、私の印象以外に根拠があるわけじゃないから、一概に否定するのも危険か……』

　ぶつぶつ、と電話の向こうで思考モードに入る上うえ野の原はら。

　俺は上野原が考えをまとめるまで静かに待った。

『……ちなみに、常葉君とは何か話した？』

「いや、ちょうど話そうかと思ってた矢先にキャッチした情報だから。今んとこ何も」

『なら本人にも聞いてみたら？　当然、当事者の彼が一番詳しいだろうし、もっと昔のこととか詳しくわかるかも』

「あぁ、そ──」

　言いかけて、帰り際に聞いた清きよ里さとさんの言葉が蘇よみがえる。

　──あゆみ、ここのところ毎日常葉くんの部活終わりまで待ってるみたい。もしかしたら一緒に帰ってるのかも。

「……いや、そこは一旦パスだ。常葉周りは勝沼に監視されてると思って動いた方がいい。部活終わりまで待ってる、って情報もあるから」

『それは……ありえなくはない、か』

　上野原が苦々しい口調で言った。

　まぁ、この前はあいつの監視網に引っかかったせいで色々難儀したからな。

「少なくとも平日の学校じゃ落ち着いて話せないだろうな。休日まで待つしかない」

　最悪、電話かRINEラインって手もあるが、この手の話は対面調査の方が適している。表情とか口調とか、そこから付随して情報が得られることもあるからだ。

『じゃあ週末まで保留？』

「常葉に関しちゃそれしかない。ただ、その前にブロック希望の締め切りがあるのがな……今のままじゃまた揉もめるのは目に見えてるし」

　それまでに少しでも状況改善のために動いておきたいところだ。

　どうにか別方面からアプローチできないものか……。

「……井い出であたりに対面調査を仕掛けてみるか。グループ内から見た印象を調べる意味でも」

　普段の身内に対する振る舞いを知るには、グループの人間に尋ねるのが一番だろう。

　井出なら誘導尋も……ごほん、素直に話してくれる可能性は高いし、中核メンバーに話しかけるよりはよっぽどマシだ。

　上うえ野の原はらはふむ、と呟つぶやいてから口を開く。

『調査自体は悪くないと思うけど……アポ取れるの？』

「部活終わりを狙ねらえばワンチャン。ちょうど生徒会の調査仕事があるからな、それをカモフラージュに使う」

　元々は鳥とり沢さわとのコンタクト用に確保しといたものだけどな。やっててよかった外注仕事。

『勝かつ沼ぬまさんにバレたりは？　告げ口されたり、調査が見つかっても厄やつ介かいだと思うけど』

「当然口止めするし、勝沼の行動が限定されるタイミングを狙って動く。要は調査時間を常葉ときわの帰宅時間に被せちまえばいい」

　軽音楽部は練習場所の都合上、週１回だけ完全下校時間近くまで練習している曜日がある。そこをピンポイントで狙えば実現可能だ。

『……ん、ＯＫ』

　しばし考えた後、上野原の許可が出た。
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「よし、なら俺はその線で行ってみる。ちなみに上野原の方の進しん捗ちよくはどうだ？」

『私の方はだいぶ関係者の所在が絞れてきた。常葉ときわ君の元カノって峡きよう国ごく商業に通ってるっぽい』

「お、ナイスだ！」

　居所が掴つかめたのはでかい。逆の立場からも検証するのが一番データの信頼度が上がるからな。

『知り合いに会うついでに様子聞いてみる。あわよくば直で対面調査も』

　……え？

「い、いや、それ大丈夫か？　結構ヤバそうな相手だぞ？」

『別に、常に危ない人と一緒なわけもないし、一人だけ誘い出せば大丈夫でしょ。その元カノのタイプにもよるけど、ちゃんと後腐れないようにするから』

「でも──」

『それにガタイのいい男子も一緒だし。一人じゃ無茶しないってば』

　前ので懲りたしね、と話す上うえ野の原はら。

　……あ、知り合いって男なのね。女子だとばかり。

『そんなわけだから、しばらく放課後の会議はパスでいい？　１回で済むとは限らないし』

「ん、おう」

　あれか、陸上部時代の友達か？　会いに行くついで、ってカッフェでもしながら話すつもりかな。学校の中で会うわけにゃいかんだろうし……。

『緊急に即応できない可能性が高いから、トラブルにだけは気をつけて。無理はしないように』

「ん、おう」

『……ちょっと、ちゃんと聞いてる？』

「聞いてるってば。ケーキ食いすぎるなよ」

『……いや、全く話繋つながってないし』




　◆




　軽音楽部の部室は芸術棟の２階にある。が、主に機材置き場として使われていて、日々の練習場所はその時々で様々だ。

　今日は吹奏楽部と入れ替わりになる形で、白びやつ虎こ会館が練習場になっていた。

「──うーし！　じゃあ今日はこれで終わりにすっぞー！」

　部長の３年生の挨あい拶さつに対し「おつかれーっす！」という声が一斉に聞こえた。運動部ほどギチギチなノリではないが、連帯感を感じさせる雰囲気だ。部活中の態度マル、っと。

　演奏が終わったばかりのステージを見ると、井い出でがスピーカーやアンプなどの機材を忙せわしなく片付けている。入ったばかりの初心者だからか、まだ通しで演奏できるほどじゃないらしい。

　──まだ声をかけるのは無理かな。

　なら、片付け終わるまで鳥とり沢さわとコミュして待つか。

　そう決めると、俺は背を預けていた壁から身を起こして、ステージの前でギターの片付けを始めていた鳥とり沢さわの元へと歩み寄る。

「お疲れ、鳥沢」

「……ん？　なんだ珍しい」

　ギターを肩から取り外しつつ、鳥沢が答える。

　額の汗を拭ぬぐいつつ、乱れた髪を片手でかき上げる仕草はやたら色っぽい。だれに向けてサービスしてるんですかねぇ、このイケメンは。

「何か用か？」

「いや、特に用事があるわけじゃないよ。仕事ついでに寄っただけ」

「ふぅん」

　鳥沢はどうでもよさげに答えてから、飲み物のペットボトルを口に運んだ。

「あ、これ差し入れ。みんなで食ってくれ」

　言いながら、持参した植松の『あんどうなつ』を渡す。無論、手が汚れないようにしっかり包装紙も用意済みだ。

「そか、悪ぃな。つーか、なんでこのチョイス？」

「いやごめん、予算内で全員分買えるのこれしかなくて」

　ここんとこ予算ちよきんをジャブジャブ使ってるし、ちょっと節約しようとしたらこうなってしまった。知り合い価格ってほんとステキ。

　鳥沢は苦笑して、あんどうなつを一つ取ってから部長に渡す。

「進しん羽ばさん、差し入れ。みんなで食ってくれって」

「え、マジで？　珍しいこともあったもんだな。あざーす」

　合わせて、周りからも「あざーす！」と謝礼の声が届いた。

　おー、やっぱわりかしキッチリしてるな。なんだかんだ初めて練習の場に来たが、見た目は派手な人が多くても、ノリまでチャラいって感じじゃないな。よきよき、メモメモ。

　鳥沢はひょいと一口で食べてから、ギターの片付けを再開する。

「で、お前は相変わらず生徒会の使いっ走りか。どんな弱み握られてんだ？」

「いやいや、弱みとかは別に。暇な時に手伝ってるだけだから」

「ああ、都合良く生徒会を利用してる、ってわけか。正式に入会したら拘こう束そくされちまうからな」

「……いやいやいや、あははは」

　あ、相変わらず鋭いですねこの人。

　鳥沢はニヒルに笑ってからパチン、とギターケースをロックする。

「うし。で、幸さんはどうしてんだ？」

「……ふぁ？」

　あれ、なんか聞いたことある名前が、予想外な人から出てきた気がする。

「ン、知らねーか？　２年の日ひ野の春はる幸さち。その手の話に乗るとしたらあの人かと思ったが」

「え……あれ、もしかして知り合いなの？」

「そりゃ、うちの中学の生徒会長だったからな」

　あー……そうか、先輩も東中出身だったか。てか中学で生徒会長かよ、あの人。こりゃ高校でも立候補は決まりか？

「えーと、そうだね、仕事熱心に働いてる……ってことくらいしかわかんないな。ぶっちゃけそこまで親しいわけじゃないし」

「ふぅん。相変わらずか」

　そうとだけ答えると、鳥とり沢さわは他に何を言うでもなくケースを背負って立ち上がった。

「ま、どうあれ変わりなきゃそれでいいわ。これからに期待だな」

　んん？　どういう意味だ？

　俺が詳しく尋ねようかと思ったところで、ステージ上から声がかかった。

「おっ、やっぱ委員長じゃん。何、わざわざ差し入れ持ってきてくれたん？」

　あんどうなつ片手にこちらにやってきたのは井い出でだ。片付けが一段落ついたらしい。

「おっす。見学させてもらったお礼。渋いチョイスで申し訳ないけど」

「マジかよ、めっちゃいいヤツ！　ざっす！」

　びっ、と敬礼ポーズを取る井出。

　うん、お菓子一つでこれなら安い安い。さすチョロ。

「あ、つーか鳥沢、さっきの速弾き超ヤバくね？　カッコよすぎじゃね？　アレどうやんの？」

「Ｆすらまともに弾けねーお前にできるかっつの」

「えー、マジかよ。ちょっとだけ教えてくんない？　コツだけでもさぁ」

「じゃあＢが完かん璧ぺきに弾けたら教えてやるよ。無理なら基礎練しとけ」

「えっ、マジで!?　よっしゃ頑張るわ！」

　おー、やる気十分だな。Ｂってのがどれくらい難しいのかわからんけど。

　鳥沢はニヤッと笑ってから「じゃあな」とだけ言って、足早にその場から離れていった。

　このあとそのままバンドの練習だもんな……相変わらずハードスケジュールだなぁ。

「おつー！」

　ひらひらとその背に手を振る井出。

　にしてもこの二人、わりと仲良さそうだ。教室じゃほとんど喋しやべんないからなんか新鮮。部活とクラスじゃ違うってことなんだろうか。

　片付けが一段落ついたのか、井出はそのままステージのへりに腰掛け、あんどうなつを頰ほお張ばっている。

　さて……ちょうどいい流れだし、このまま調査に移ろう。

「井出は練習どう？　初心者なんだよな？」

「ん？　いやキッツいわ。もうね、常に指が攣つりそう。あと結構手ぇ切れたりすんの。骨折とかしねー分、野球よかよっぽどマシだけど」

「丸坊主にしなくてもいいしね」

「それそれ、それな！」

　びしっ、とこちらを指差す井い出で。

「早いとこバリバリ弾けるようになって、女の子ガンガン落としたいんよ。だから鳥とり沢さわに教えてって頼んでんだけど、超厳しいの。スパルタすぎ」

　まぁ、音楽に関しちゃガチ勢だからな、鳥沢。そんな人に指導頼む側も頼む側だと思うけど。

「中学じゃ運動できりゃモテたけど、高校は違うじゃん？　やっぱハデな方がいいってか」

「あー、まあそうかもな」

　でもだからって中学時代モテてたって情報データはないのよね……悲しいことだけど……。

　ただ井出の場合、男友達は多いんだよな。それも結構顔が広い。

　校内でも、別の中学出身の野球部と親しげに絡んでたり、特別縁のなさそうなサッカー部の先輩と昼を食べてたこともあった。

　そもそも鳥沢とあの距離感で話せてる時点で、人たらしの才能があるってことなんだろう。

「鳥沢みたくイケメンなら彼女に苦労しねーのかもだけど、こっちは必死よ必死」

「そこに関しちゃ激しく同意するわ。……てか、だれか狙ねらってる子でもいるのか？」

　ふとこの前のバレーイベントのことが思い出され、興味半分で聞いてみた。

「えっ!?　いやほら、別に？　特定の一人がどうとかじゃないし？」

　やたらとキョドった感じで否定する井出。

　あぁ、なんてわかりやすい奴だ……やっぱチラチラ見てたあの子だろうなー。でもそういうとこ好きよ、俺。そういうのもっと出してこ？　ラブコメみ出してこ？

　俺は気づかないフリをしつつ、さりげなく本題に入る。

「へー、ふーん？　あれだな、グループの子だな？　勝かつ沼ぬまとか？」

「いやそれはないわ。女としちゃ見らんないでしょ、あゆみって」

　急に真顔になって即答する井出。

　地味にひどい言い草だな、おい。お前んとこのリーダーだろうに。

「なんだ違ったか。勝沼ってわりと美人だし、守備範囲だと思ったんだけど」

「んー、確かに顔とかイケてる方だと思うけどさ。ただなぁ、一緒にいて気が休まらねーっていうか……なんか急にキレんだよな、あいつ」

　ふむ……そこの印象は外から見てるのと一緒だな。

「気分屋っつーの？　機嫌いい時は普通だけど、悪い時は最悪。この前なんか『負け組と仲良く遊んでんじゃねーよ』とか言われたし」

　そういう命令されんのムカつかね？　と顔を不快げに歪ゆがめて言った。

　……結構マジで嫌そうだな。

　てか、バレーの件、井い出でまで詰められてたのか……。安易にイベントに巻き込んだのは悪手だったか……？

「最初はもっとノリよかったのに、ここんとこなんかなぁ。授業だりぃーとかもっと遊びてーとか、そういうのはわかるけど。委員長ムカつくからハブろうぜ、みたいなのはさすがに違くねって……あっ」

　やべ、という顔で口を塞ふさぐ井出。

「あ、あー、いや俺は違うよ？　あくまであゆみね、あゆみが言ってるって話！」

「いやいいよ、わかってるから」

　俺は苦笑して手を横に振る。それを見て、井出はふぅ、と安あん堵どの息を漏らした。

　良くも悪くも裏表がないというか、あってもスッケスケだから憎めないんだよな、井出。そういうとこが親しみやすさに繋つながってるのか。

「で、でもさ。内心違くね、って思ってもあいつの先輩が怖くて何も言えねーんだよな」

「……先輩？」

　え、聞き慣れない単語だぞ。

　と、井出がちらちらと左右に目を配ってから、こちらに顔を寄せる。

「なんか、地元のやべー先輩とツルんでるって話。半グレっていうの？」

「……へ？」

　いや待て、なんでそうなる？

　清きよ里さとさんの話だと、それは常葉ときわの元カノの話じゃ……？

「昔、練習試合で篠しの南なみ行ったことあるけど、窓がガムテープだらけで明らかヤバい感じなの。向こうの野球部の話じゃその先輩ってのがやったらしくて、あゆみはそこと繋がってるとか」

「ま、待った！　それ、どこで聞いたんだ？」

「え？　あゆみ本人だけど」

「……は？　マジで？」

「マジで。前キレてた時にめっちゃ言ってた。その先輩が映ってる動画とかも見せられたし」

　ええ……？　どういうことだ……？

　混乱する俺をよそに、井出は苛いら立だちを含む声で続けた。

「脅すみたいに先輩の名前使うとか、ぶっちゃけソレどうなの、って思うけどね俺は。でもマジでチクられたりしたらヤバそうだし、喧けん嘩かになって退学とかなってもヤだし」

　苦労して峡きよう西にし入ったのにさぁ、と呟つぶやく。

「最近は、そもそもそういう連中とツルんでること自体ヤバくね？　先生とかに言った方がいいんじゃね？　って話もあって……」

「す、ストップ！　それはやめとけ！」

　ぎょっとして、俺は慌てて静止した。

　そこまで問題が大きくなったら、とてもじゃないが計画どころじゃなくなっちまう！

「だ、大丈夫だ。そういう人と友達ってことはないだろ、きっと」

「え、そうなん？　委員長なんか知ってんの？」

「あ、ああ……まぁ、そこそこ？」

「マジかー。じゃあ嘘うそってこと？」

　それはそれでなぁ、と井い出でが複雑そうな顔をした。

　いや待て。つい勢いで否定しちまったが、それ言ってよかったか？　裏も取ってないし……。

「と、とにかく。確証なしに告げ口したりすんのはやめとこう。トラブルの元だ」

「まぁ、そだな。確証なー」

　井出はそう繰り返してから首を傾かしげ、手についた砂糖の粒をぺろりと舐なめる。

「おーい、政まさ成なり！　アンプ持て！」

「あ、ウィッス！」

　そこで先輩から声がかかり、井出はそちらへと走っていってしまった。




　──上うえ野の原はらの懸念した通り。

　やっぱり勝かつ沼ぬまには、まだまだ裏があるのか──？




　◆




　片付けが本格化したので、邪魔にならないよう白びやつ虎こ会館から一時退散。

　話が中途半端なところで打ち切られてしまったのと、まだ口止めができていなかったこともあって、俺は昇降口の陰に身を隠しながら井出が終わるのを待っている。

　──さっきまでの話を総合すると、勝沼のグループ内での振る舞いは外から見ているのとそう違わないように感じる。どころか、思った以上に強権的に振る舞っているようだった。

　同じ身内でも常葉ときわだけ特別扱い、ということなのだろうが、それにしてもグループの仲間に対する接し方がキツすぎやしないだろうか。敵視されている俺はともかく、味方を脅すような真似をして押さえつける意味がわからない。

　いや、それよりも謎なのは中学の先輩との関係だ。清きよ里さとさんの話じゃ、勝沼はその連中の被害者であって、関係があったとしても決して好意的なものではないはず。実は和解して仲良くなってた？　もしくは被害者って部分から齟そ齬ごがある？

　ああもうっ、情報は多いのになかなか整合性が取れないな。

　どれが正しくてどれが間違っているのか、それとも全部が繋つながる真相が裏に隠されているのか、全然見えてこない。なんだか壮大なミステリーに巻き込まれてるような気さえする。

　誤情報ミスリードに踊らされないためには、地道に裏取りしていくか、それこそ全てを調べ尽くすしかないんだろうが──。

「──あれ、委員長？　まだいたん？」

　なんてことを考えていると、なぜか外の方から井い出でが現れた。

「えっ、なんで外から？」

「だって、中通ってきたら遠回りじゃん？　メンドいからショートカットよショートカット」

「あー、そういう……」

　見れば、井出の靴は上履きのままだ。

　部室棟以外の全ての建物は渡り廊下で繋つながっているから、基本上履きだけで移動できる。ただ毎回校舎を経由しないといけないので、場所によっては遠回りになるのだ。

　芸術棟から昇降口は外を突っ切ってきた方が早いから、最短距離で来たってことだろう。

「あっ、そうだ委員長、ちょうどいいや」

　はっと何かを思いついた顔になって、井出は言う。

「今日のこと、あゆみには内緒で頼むわー。変に誤解されてもおもんないしさ」

　おぉ、それはこちらとしても願ってもない話だ。口止めする手間が省けたな。

「あぁ、もち。言いふらすような話でもないしな」

「サンキュー！　いやホントはさー、あれこれ余計なこと考えないで気楽にやれりゃそれでいーんだけどなぁ」

　どこか気まずげに語るその顔を見て、少しホッとする。

　そうだよな。井出も別に、勝かつ沼ぬまを嫌っているわけじゃないんだ。状況が改善しさえすれば、最初の時のようにみんなで仲良くやれるはずだ。

　やはりこれは、早いとこ真相を導き出すしかないな。

「ああそうだこの後時間あるなら、もう少し──」

　俺がそう口を開きかけた。




　その時。




「──おい、何してんだテメェ」




　──ゾクリ、と。




　背筋が凍った。




「えっ、あっ……」




　先に驚きの声を上げたのは井い出でだった。




　──嘘うそだ。なんで、ここに。




「ハッ……やっぱな、そんなこったろうと思った。

　テメェみたいな上っ面なクソ野郎は、そうやって裏で人のコト蹴け落とそうとすんだよ！」




　勝沼がいるんだ──!?




　腕を組み、昇降口に仁王立ちする勝かつ沼ぬまに、井出が慌てた様子で声をかけた。

「あ、あゆみ、おつー！　なんで今日は」

「黙れよキョロ男。やっぱ寝返ってんじゃねーかテメェ！」

「ち、違う違う、勘違いだって、俺別に」

「うっせぇ死ね！」

　がんっ、と近くの下駄箱の扉が蹴飛ばされ、井出がひくりと頰ほおを引きつらせて立ち止まる。

　──な、なんでだ!?

　勝沼が体育館前で待機していることは事前に確認しておいた。自分の背後にだって当然気を配ってた。

　なのにどうしてこのタイミングでニアミスするんだよ!?

　驚きよう愕がくに思考を凍らせる俺をよそに、忌いま々いましげに勝沼が言う。




「てめぇみたいなキョロ男は、ぜってぇ負け組野郎に媚こびてると思ったからな！　マジ監視させといてよかったわ！」




　──！

　ふと勝沼の向こうに、中核メンバーの女子──玉たま幡はたさんらしき影が俯うつむいているのが見えた。

　ああ、クソッ！　井出にまで監視をつけてたのか!?　あのバレーだけでそこまでやるかよ、普通！

　最悪の展開に焦る俺に、勝沼が歯を食いしばりながら睨にらみつけてきた。

「テメェはいつもいつも、アタシの邪魔ばっかしやがって……！　そんなにぶっ潰つぶされてーのか、あぁ？」

「待て、落ち着け！　俺は別に邪魔とかそういうのじゃ……！」

「黙れチンカス！」

　くそっ、どう乗り切る!?　上うえ野の原はらの助けを呼ぶか!?

　いや駄目だ、あいつ調査に出てるんだ！　そもそも、この状況でスマホをいじってる余裕なんてないっ！

　と、とにかく話を繋つないで……！

「は、話を聞けってば！　俺はお前をどうこうする気なんて微み塵じんもないっつの！」

「じゃあなんでテメーは人の身内にばっかちょっかい出してんだよ！　いろんな奴にすり寄ってアタシを蹴け落とそうとしやがって……！　何でもテメェの思い通りさせてたまるか！」

「いやっ、そんなつもりは……！」

　俺の動きをマウンティングだとでも思ってるのか!?　そういうのじゃないってのに……！

　勝かつ沼ぬまは完全に頭に血が上った様子で、今にも殴りかかってきそうな勢いだ。




　──落ち着け、とにかく落ち着け。

　このままじゃ堂々巡りだ。

　考えろ、考えろ。

　どうすれば勝沼の怒りを抑えられる？

　今まで得てきた情報の中で、使えるものはないか？

　勝沼が耳を傾けざるを得ないような、そんな話は──。




　──あっ。




「勝沼！」

「アァ!?」

「お前、常葉と幼馴染だったんだな！」

「…………は？」

　ぴくり、と虚を衝かれたように勝沼が動きを止める。

　よ、よしっ、いいぞ！

　やっぱりソレに関しては間違いのない情報ネタっぽい！

「おいテメェ、今なんつった」

「だから、常葉ときわと幼おさな馴な染じみなんだろ、って。隠すことでもないだろ別に」

　えーとえーと、そしたら次は……。

「ずっと常葉のことが心配だったんだよな？　だからあいつに害を及ぼそうとする奴に厳しく当たってた」

「……」

　長い前髪に隠れて表情は見えないが、勝沼は黙って聞いている。

　よーしよし、やっと話を聞いてくれる気になったか！

「誓って言うが、俺は常葉ときわに変なことをさせる気なんて一切ない。むしろ逆だ。みんなで楽しく過ごせるようにしたいだけで、だれ一人傷つけたり蹴け落としたりするつもりなんてないんだ」

「…………」

「もちろん、お前だって例外じゃない。だから敵対とかそういうのはやめて──」

「黙れよ」

　ぴしゃり、と挿し込まれる言葉。そして。




「幼馴染なんかじゃねぇ。テメェと一緒にすんじゃねぇよ、ヘタレ野郎が……！」




　──えっ。

　幼おさな馴な染じみじゃ、ない……？




　勝かつ沼ぬまがぐしゃっ、と自分の前髪を乱雑に掴つかんだ。

「ああ最悪、マジで最悪！　何なの、何なわけ、勝手に決めつけてキモいこと言ってんじゃねぇよクソ！」

「いや、え、ちょ──！」

　勝沼は怒りの色をさらに強めてガッ、と俺のネクタイを掴んだ。

「何が幼馴染だ！　アタシとエイジはそんなチンケな関係じゃねーし！　わかったようなクチきいてんじゃねぇ！　カスがっ！」

　どんっ、と思い切り突き飛ばされて、背中から下駄箱にぶつかる。

　痛みよりも驚きで頭が真っ白になって、俺は何も言えずに思考停止する。

　勝沼は怒りを抑えきれなかったのか、近くの柱をガンと蹴飛ばしてから振り返る。

　その背を見て、慌てた様子で声をかける井い出で。

「あっ、待っ、あゆみ──」

「うるせぇよ高校デビューの勘違い野郎が！　テメェみたいなチャラ男は裏でキモがられてんだ！　負け組同士ケツでも舐なめ合ってろっ！」

「は、はぁっ!?　ちょっ、おまっ、いきなりキレんなよっ！」

「うるせぇ、死ね！　とっとと消えろ！」

　そして勝沼は走り出し、暗闇の向こうへと去っていった。




　──あぁ。

　マジで最悪、だ。




「……あーくそ、何あれ、マジギレじゃん。ホントめんどくせー女」

「……」

「さすがに意味わからんくね？　つか何なん、マジおもんねーわ、あいつ」

　井い出では苛いら立だちを隠せない様子でガシガシ、と後頭部を搔かいた。

「やっぱ色々ねーわ、あのクソ女。委員長のがよっぽどマトモだし」

　呆ぼう然ぜんとする俺は、顔を歪ゆがめて吐き捨てる井出の言葉をどこか遠くに聞いていた。




　──いったい、何が本当で、何が間違いなんだ。

　俺は、どうすれば、あいつと、うまくやれるんだ──？
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　──ちくしょう、ちくしょう。




　どいつもこいつも。

　なんで、なんでアタシの邪魔ばっかするんだ、なんでいつもいつも横からしゃしゃり出てきて人のモンをパクろうとするんだ。

　何が幼おさな馴な染じみだ、何がみんなで楽しくだ！　ふざけんな！

　そんなキレイゴトを抜かすヤツは、人を騙だまそうとするヤツは、全員アタシの敵だ！

「アタシは間違ってない、間違ってないし。全部、全部あの浪人野郎のせいだ、くそっ」

　ガンッ、と椅子を思い切り蹴け飛ばす。

　そしたらドミノ倒しみたいに机まで倒れて、引き出しの筆箱とかプリントが床に散らばってしまった。

　ああもうっ、マジ最悪！　なんでいつもいつも、こういうメンドいことになんの……！

「ちょ、ちょっとあゆみ！　こういうのはやめようって──」

　横にいたひびきが、ビビった声でアタシの手を掴つかむ。

「うっさい！　いいからなんかアイツの弱みになりそうなもん探せよ！」

「きゃっ……」

　力ずくで振りほどいたせいか、ひびきはよろけて壁にぶつかってしまった。

「っ……！」

　つい手を伸ばしそうになったけど、ぐっと拳こぶしを握って止める。

　……アンタだってどうせ嫌々付き合ってるだけなんだろ!?　知ってる、裏でアタシの陰口叩たたいてんの知ってんだよ！　くそっ、トモダチ面しやがって！　どいつもこいつも！

　アタシは苛いら立だちながら、落ちたプリントを掴つかむ。

　その中に『地域清掃ボランティア』という文字が見えた。

　……？

　そういや……アイツ、確か、生徒会で……。

「……ハッ」

　アタシはイイコトを思いついて、にやっと笑う。




　──アイツさえ、いなければ。

　アイツさえいなければ、もっとうまくできたはずなのに。

　だれにも負けない、一番強いアタシでいられるはずだったのに。




　アタシは負けない。

　負けないために、勝てるやり方を覚えたんだから。

　アタシは負けない。

　何一つ手に入らない、欲しがるだけのカス女なんて、もうどこにもいないんだから。




　頑張ったんだから。

　負けないんだから。今度こそ、絶対に負けないんだから。




　諦めてたまるか。
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　休日を間近にした金曜日。一向に止む気配のない雨のなか。

　湿度たっぷりの重苦しい空気にうんざりとしながら、俺は教室へと入った。傘では守りきれなかった制服の裾すそが、ぐっしょり濡れて気持ち悪い。

　今朝もギリギリまで調査に臨んでいたが、クリティカルな情報は得られなかった。やっぱりこれ以上は、外部の噂うわさを情報源にするのは厳しそうだ。

　頼みの綱だった上うえ野の原はらの方も、結局元カノへのアポ取りが間に合わず、新たな情報は得られず仕舞いである。

　なお、勝かつ沼ぬまとのトラブルについて上野原に報告したところ「最低の対応ポンコツすぎて何も言えない」とボコボコに叩たたかれた。さすがになにも反論できず、平伏して許しを乞う他なかった。

　──この状況で決を採らなきゃならないのか。

　勝沼は、きっとこの前以上に強く反抗するだろう。それを考えると今から気分が鬱うつになる。

　最悪、ブロック希望が白紙投票うんまかせになるのは仕方がない。希望通りのブロックを選べるに越したことはないが、優勝争い以外のパターンでもラブコメっぽい〝イベント〟は組めるからだ。

　一番怖いのは、勝沼の反発でクラスが割れてしまうこと。ただでさえ最近流れが良くないのに、本番前に混こん沌とんとしてしまっては目も当てられない。

　一応、対策は考えてきたけど……。

　俺は歩きながら、横目で勝沼の方を見る。

　相変わらず不機嫌そうな顔でスマホをいじっていた。ただ普段と違い、いつも周りにいるグループの面々は一人もいない。

　いつも以上に機嫌が悪い、という風には見えないが……ピリピリとしてるのは間違いないな。

　あれ以来、勝沼側からは何もない。ただどう考えても自然に改善するような状況じゃないし、むしろ不気味でさえあった。

「はよーす、委員長」

「おっす」

　既に自席についていた常葉ときわと挨あい拶さつを交わす。心なしか、声にハリがないように聞こえた。

　……常葉もこの前バレーのこと気に病んだままなのかな。

「あ、長なが坂さかくん」

　と、離れた場所で雑談していた清きよ里さとさんが、その輪を抜けてこちらにやってきた。

「……ん、清里さん。おはよう」

「おはよ。ねぇこれ、私の机の下に落ちてたんだけど、長坂くんのだよね？」

「え？　……ああ、うん」

　清きよ里さとさんは机の中から筆箱を取り出し、こちらに差し出してきた。

　俺は置き勉はしないが、持ち帰る意味のない筆記用具やプリントは机の中に置きっぱなしにしている。調査中の不測の事態イレギユラーでなくしたり、家に置き忘れたりする不運を防ぐためだ。

　しかし、何でまた清里さんの机の下に？　帰る前にきっちり仕舞っといたはずなんだがな。

　俺は礼を言って筆箱を受け取る。清里さんはにこりと笑ってから、元の場所へ戻っていった。

　念のため、他に足りないものがないかチェックしとくか……。

「あれ……」

　と、そこで気づく。

　──清掃活動のブロック希望表がない。

　まさか、なくした？　間違って持ち帰ったか……？

　いや、そんなはずは……ちゃんと『持ち出し不要ファイル』に入れておいたはずだ。

　机の奥まで手を差し込んでみたり、中を直接覗のぞいてみたり、念のため鞄の中も確認してみたが……何度捜しても見当たらない。

「どしたー、委員長？　探し物？」

　と、隣の常葉ときわが尋ねてきた。

「なぁ、プリント見たりしてないか？　清掃活動の希望表」

「ううん、俺はわかんないなー」

「そうか……」

　そりゃそうだよな。

「ないとマズイ感じ？」

「あ、いや、大丈夫だ。生徒会室行けば予備くらいあるだろうし」

　まぁ、大したものじゃないし……日ひ野の春はる先輩に頼んで貰もらってくるか。軽音楽部の調査報告書も持ってかなきゃならなかったし、ちょうどいい。

　──キーンコーンカーンコーン。

　と、立ち上がろうとしたところで予鈴が鳴ってしまった。

　ぬ、タイミング悪いな。仕方ない、昼休みにしよう。

「……チッ」

　そこでふと、舌打ちの音が聞こえた。

　反射的にそちらを見ると、こちらを見ていたらしい勝かつ沼ぬまと目が合って、すぐに逸そらされる。

　──なんだ？　なんかあいつの気に障るようなことしたか？

　今までの会話に変なところがなかったか、しばし考える……が、やっぱり勝沼を刺激するようなことはなかったように思う。

　単に不機嫌なだけ……？　よくわからんな……。

　俺はもやっとした感覚を抱えながら、日野春先輩へアポ取りのメッセージを送った。




　◆




「はいこれ予備。もうなくさないようにね」

「すみません、ありがとうございます」

　昼休み。一人、生徒会室で弁当を食べていた先輩から希望表を受け取る。

　しかし、イレギュラーケースもなかったし、普通この手の書類はなくさないんだがな……。

　先輩は木でできている和風っぽい弁当箱の蓋ふたを閉めてから言った。

「でも今日の放課後が締め切りだよ？　もう他のクラスはだいたい出てるけど……もしかして、揉もめてたりする？」

「あ、えーと」

　どう答えよう……と俺が言い淀よどむと、先輩は苦笑した。

「やっぱそうなんだね。例年あるんだよ、本気でやろうって人たちと、適当でいいでしょって人たちで意見が対立するの」

「……そうなんですか？」

「うん。去年、うちのクラスもそうだったから」

　へぇ、その情報は知らなかったな。てか先輩は絶対本気側だろうな……先頭に立って社会的意義ガー奉仕精神ガーとか言ってそう。

　先輩は目を細めて、憂ゆう鬱うつそうに言った。

「別にね、奉仕の心とかボランティア精神とか、そういうのを強要したかったわけじゃないの。単純に、学校生活を豊かにするためにイベントを活用しようよ、っていうか。何だって盛り上がれればそれでいいじゃんっていうか……」

　ん、あれ……？

　俺は思わずぽつりと漏らす。

「意外ですね……」

「うん？」

「先輩って、もっと意識た……いえ、もっと真面目なタイプかなと」

「……んんっ」

　先輩は一瞬「しまった」という顔をしてから、切り替えるように咳せき払ばらいをした。

「とはいえ、クラス対抗の要素がオマケなのに間違いはないから。本来の目的を蔑ないがしろにするのは当然駄目だよ。そこを履き違えないように」

「ああ、はい。それはもちろん」

　ふぅーむ……やっぱいまいちこの人掴つかみにくいな。何が本音で何が建前なんだろ。やっぱ先輩に関しちゃイベント後にがっつり調査だな。

「じゃ、締め切りには気をつけて。知り合いだからって期限延ばしたりはしないからね」

「ああ、はい」

　俺が立ち去ろうと踵きびすを返すと、ふと窓の外で光が反射したように見えた。

　……？

　気のせいか？

「あ、最後に」

　と、背中から先輩の声が届き、顔だけで振り返る。




「あまりに拗こじれるくらいなら……妥協した方がいいことも、あるからね」




　その時見た先輩の顔は──いつもの、柔らかで大人びた笑顔。

　だがその大人っぽさが、なぜかアンマッチに思えた。




　◆




　──その日の放課後。

　いよいよ、ブロック希望の決を採る時間となる。

「──それじゃ、以前もお話しした清掃活動の件です」

　俺は緊張に身を硬こわばらせながらそう切り出した。

　クラスメイトは大半が俺の発言に耳を傾けている。現状、勝かつ沼ぬまが動く気配も感じられない。

「前回は、優勝の狙ねらえるブロックを希望するのはどうか、と提案しました……が」

　そしてすかさず否定の言葉を差し込んで、みんなの注意を引いた。

　──先手必勝。

　ここまできた以上、考えてきた対策一本で乗り切るしかない！




「色んな意見もあるようなので……それはやめにしましょう」




　その言葉に、ざわ、とにわかにクラスが戸惑いの雰囲気に包まれる。

「ボランティア活動を強制するのはいかがなものか、という意見はもっともだと思いました。そもそも、優勝狙いうんぬんは僕個人の意見なので、それを押し付けるのも良くないな、と」

　勝沼が反発する理由は、俺が主導権を握って希望を押し通そうとするからだ。

　なら、そもそも希望なんてものを放棄してしまえば。

「なので、イベントへどう参加するか。それは各自の判断に委ねます」

　反発する理由、それ自体を、なくしてしまえるはずだ。

「ブロック希望は全員の間を取って、可もなく不可もなくなところにしとけばいいかな、と。参考までに、例年最も無難なのは西ブロックです。不人気なので希望すれば１００％通ります」

　俺は努めて淡々と語る。

「ただそれも、別に強制しません。決めたくなければ白紙提出で運任せでも。とはいえその場合でも、高確率で西ブロックに決まると思いますが……」

　勝かつ沼ぬまたちが、この提案を拒否する意味はない。俺の希望を押し通す気なんてもはやないに等しいし、気に食わなければ宣言通り個々人で好きにやればいい。

「僕からは以上です。……では、他に意見のある人はいますか？」

「委員長」

　間髪容れず、鋭く通る声が届いた。小こ泉いずみさんだ。

「それは勝負から逃げよう、って提案？」

「いえ、僕はどこのブロックでも本気でやります。ただそれを全員に強制するつもりはない、ってだけです」

「……」

　ふん、と小泉さんは鼻を鳴らして、一瞬勝沼の方へと視線を向けてから黙った。

　不満そうだな……まあ、そりゃそうだ。あれだけ煽あおっといて、やっぱり各自好きにやれ、って結論じゃな。

　だが、今はそれで耐えてくれ。とにかく衝突を避けることが最優先なんだ。

「他に意見がなければ……この方針で行こうと思いますが、どうですか？」

　クラスはシン、と静まりかえり、だれ一人口を開こうとしない。

　……よし。ひとまずは状況クリアか。

　なら、さっさと終わらせて──。




「──ハッ」




　どくん、と心臓が跳ねる。

　見れば、勝沼はいやらしげに口元を歪ゆがめていた。

　──いや、嘘うそだろ？

　これでもまだ反発するつもりなのか……？

「本性を出しやがったな、センパイ」

　な……え？

　本性？

「アンタはさぁ。ボランティアがどうとか勝ち負けがどうとか、そんなのどうだっていいんだよ。必死こいて頑張りました、ってポーズが示せりゃそれでいいんだ。そうだろ？」

「……いや、何を言って」

　だってさ、と勝かつ沼ぬまはニヤァと笑って。




「本当の目的は、女だろ？」




　……はぁ!?




「アンタがさ、生徒会に入り浸って、美人に媚び売ってんの。知らねーとでも思ったか？」




　──！

　それ、俺と日ひ野の春はる先輩のこと、か……!?

　予想外の角度からの攻撃に俺が対処できずにいると、勝沼はニヤァと口角を吊り上げて言う。

「前のＨＲの時、急に生徒会の美人がどうこう言い始めたからさぁ。なんかおかしくね、って思ったんだよな」

　ぐ、くっ……!?

　まさか、井い出でに向かって使った煽あおり文句を、そう拾われた……!?

　次の瞬間、首の生うぶ毛げがぞわり、と逆立つのを感じた。

　──ああ、くそっ、そうか！

　勝沼からしたら、イベント自体はどうでもいいのか！　ただ俺の立場を貶おとしめて、求心力を削ぎさえすればそれで十分だって……！

　いやでもだからって、そんなこじつけみたいな個人攻撃で押し切ろうとするか、フツー!?

「したら何？　生徒会でもないくせにちょくちょく入り浸びたって？　んでワザワザめんどくせー雑用とか引き受けて？　なんでそんなコトやってんだろうな？」

　他に理由があんなら言ってみろよ、と勝沼が笑う。

　そ、そこを繋つなげられると困る！

　当然、計画のためなんて言えない。誰もが納得するような理屈もすぐには思い浮かばない。

　内心の焦りを必死に押しとどめる俺に、勝沼は愉快げに「あぁ」と思い出したように言う。

「実際さー、朝っぱらから会ってるとこ見たし？　今日の昼だってイチャイチャしに行ってたよなぁ？　希望表なくしたとかそれっぽい理由でっちあげて」

　証拠見たきゃ出してやろうか？　とポケットから取り出してスマホを揺すって見せる。

　俺はそこで、ある可能性に思い至った。

　希望表がなくなれば、俺は必ず予備を取りにいく。そして俺がやりとりをするとしたら、相手は高確率で日野春先輩だ。

　まさか……希望表がなくなったのは、勝沼のせい？

　二人して会ってるところの物的証拠しやしんを押さえるため、わざわざそんなことを……!?

「あぁ？　んだよ、言いたいことあんなら言ってみろよ」

　余裕そうな顔のまま勝かつ沼ぬまが俺を見ている。俺がこの場で反論できないと高を括っているのだ。

　どうする、どうする──！

　多少強引にでも否定しちまうか？　こじつけだ、ってことで押し切るか？

　……いや待て、違う、落ち着け！

　そもそも言い合いになった時点でアウトなんだ！　揉もめたら揉めただけ、クラスの空気が悪くなる！　その先に待ってるのはクラスの分裂だ！

　でもだからって認めるわけにもいかないし、ああもうどうしたら──。




「もうやめろって。そういうダセーのはさぁ」




　──え？




　後ろの席から、声。

　俺に向けられたもの、ではない。




　──勝沼に、だ。




「下心バリバリはどっちだよ。マジおもんなー」

　そいつは──井出、だった。

　予想外の相手からの反応だったのか、勝沼は一瞬ぽかんと呆ほうけた。だが、すぐさまその顔を憤怒に歪ゆがめて、井い出でを威圧するように怒鳴り声を上げる。

「て、めぇ……このキョロ男！」

「ほらひびき、言ってやれって」

「……ッ!?」

　勝沼がハッとした顔でそちらを見る。

　その先には、俯うつむきがちに黙りこくる、中核メンバーの玉たま幡はたさんがいる。




　……そこで、ふと気付く。

　先ほどから勝沼グループの連中が──だれ一人、勝沼に賛同していなかったことに。




「その、私──」




　──まさか。

　いや、ダメだ！

　それは、やっちゃダメだ！

　そんな、俺の心の声が、表に出る前に──。




「あゆみが……委員長の机から、希望表盗ってたの、知ってる」




　あ、あぁ……。

　やっぱり、それは。

　──勝沼グループの裏切り、だった。




　◆




　最も勝かつ沼ぬまに近い立場の人物の告発に、クラスがざわめき始める。

「それで、委員長を生徒会室に誘導して……写真撮っちゃえば勝ちだ、とか……」

「ひ、びき……！」

「ほらな。そんな狡こすい裏工作までして、どんだけ委員長ハブりたいの、って話」

　歯を食いしばる勝沼に、井い出では呆あきれた顔で言った。

「もうね、やり口が小学生かよ、って感じ。人のこと脅したりとかさぁ」

「テ、テメェ……！　タダじゃおかねーぞキモ男がッ！」

「あー、はいはい。いくらイキっても無駄。もうみんな知ってんの」

　ひらひらと手を振って、井出が勝沼の怒りを受け流す。

　みんな、知ってる……？

　ふと勝沼グループの面々を見ると、だれもが一様に白けた顔でいる。

「全部嘘なんだろ？　ヤベー先輩と知り合いとかそういうのも」

「!?」

　……なっ!?

　驚きよう愕がくする勝沼と俺。

「篠南の野球部から確証取ったわ。てかさ、なんか逆にお前の方こそ先輩らに目付けられてるらしいじゃん？」

　ま、さか。

　俺が、確証なしで動くのはやめろ、なんて言ったから……？

「てか、めっちゃビビってヘコヘコしてたって。いや、ダサすぎでしょもう」

「なっ……それっ……！」

「お前のがよっぽど高校デビューじゃん。んで人の名前使ってイキるとか、さすがに愛想尽きるわ、そんなん」

「あ……う」

「だろ？　もういい加減無理よな？」

　そう言って、井い出では再び玉たま幡はたさんに視線を向けた。

　玉幡さんは気まずげに顔を背けながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……最近ムリめかな、って。そもそも私、止めてんのに無視されるし。突き飛ばされるし」

　そこから先は、連鎖的だった。




「……ぶっちゃけ、俺も」「なんかさー、ノリが違うよね」「不良っぽいことしたいわけじゃないってか」「つかそれで問題になっても勘弁だし」「進路にまで影響すんじゃんソレ」「俺はずっと言ってっけど。他の連中なんてほっとけって」「単純に騙だましてたのがねーわ」




「あ、アンタら……！」

「そういうワケだから。全員もうウンザリなの」

　はー、と井出がため息をついて。

「委員長のこと負け組とかディスってたけど、どう考えてもお前の方だろ。周り見てみ？」

「あ……」

　クラス全員の視線が、勝かつ沼ぬまに集中する。




　──穴あな山やまが。

「うわっ、大ピンチ。頭悪すぎでしょ、これだからリアルビ○チは」

　軽けい蔑べつの眼差しで、勝沼を見てる。




　──小こ泉いずみさんが。

「自じ業ごう自じ得とく。やってることがショボすぎて相手にもしたくない」

　冷たい目で、勝沼を突き放す。




　──井出が。

「もうだれもお前のこと仲間とか思ってねーから。おもんない人はどっか行ってー？」

　侮ぶ蔑べつの言葉で、勝沼を切り捨てる。




　クラスメイトが──。




「つか犯罪じゃね？　盗難？」「脅迫罪だろ。あっち系の人の名前出して脅すのってヤバいんだろ？」「空気読めないことすんのマジでやめてほしいんだよなー」「頭悪いヤツはこれだから」「つか何でうちのガッコ入はいれたの？　裏入学とか？」「今のうちに退学しといた方が身のためなんじゃね？」「もう居場所とかないしね……」「で、地元のセンパイとヤリまくり？　マジビッチじゃん！」「それはムリムリ、ハブられてんだし」




「……ッ！」

　急に向けられた敵意に、勝かつ沼ぬまはその顔を蒼そう白はくにして、慌てて椅子から立ち上がろうとする。

　だが、中途半端な姿勢からいきなり動いたせいか──。

　バランスを崩して、椅子ごと真後ろへガッシャンと転んでしまった。

　──。

「だっ、ダッセェー！」

　だれかの言葉で、ドッ、とクラスが笑いに包まれる。

「……あっ、あぁっ！」

　勝沼はかっと頰ほおを赤くして、悔しさと恥ずかしさの入り混じった顔で、転んだ椅子の上でもがくように体をくねらせ、なんとか立ち上がる。

　髪はいつものセットが見る影もなくボサボサで、首元のネックレスはチェーンがちぎれ、上履きは半分脱げていた。

　見るからに哀れで、ボロボロな姿。

　そして──。

　ギュッと強く唇を噛かみ締めて、弾かれたように教室から走り去った。

　居場所を失った、この場所クラスから。

「みんな、待って！　違う、誤解だから……！」

　常葉ときわが悲痛な声を上げるが、だれも耳を貸すことはない。




「あーあ、逃げちゃった」「散々イキッといて最後はアレかよ、ダッサ」「ほっとけばー？　あいついない方が話スムーズでしょ」「委員長ー、さっさと話先に進めよーよー」「イベント終わったら打ち上げやろうぜ打ち上げ！」「お、賛成！」「カラオケ大部屋貸し切りとかどうよ？」「いいじゃんそれ！　盛り上がるわー！」




　あぁ──。

　嫌だ、嫌だ。

　これが、こんなのが、俺の求めた理想の、行き着いた先なんて──。




　──スパァアァァァァアアアアン!!




　突如。

　教室中に、何かが張り裂けるような音が反響した。




　爆発でも起こったのか、と疑うほど、耳をつんざく大音量。

　だれもが言葉を失って、茫ぼう然ぜんとする。




　──教室を、静寂が包み込み。

　みんながゆっくりと、音の方向へと顔を向ける。

　その先には──。




　──あ。




「長なが坂さかくん」




　嘘うそだろ……？




　そこには。

　目の前で両手を、思い切り叩たたきつけた格好で。

　いつだって優しく笑って。

　天使のようでいた。

　清里さんが。




「君は……これで、いいの？」




　能面のような、無表情で。

　その眼光、その瞳を。

　太陽を思わせるほどに強く、赤く、燃やしながら。




　──激怒していた。




「……ああ、くそ」




　ぽつり、と自ずから言葉が漏れる。




「認めない……」




　俺は──失敗した。

　最善を求めようとして、最悪にたどり着いてしまった。

　敵対者を攻撃して、邪魔者を排除して、それで喜ぶクラスにしてしまった。




　そして、何よりも──。

　〝メインヒロイン〟に、こんな顔を、させてしまった。




「こんな現実は、認めない」




　静かな怒気を一身に受け、その焼け焦げるような熱量でもって、俺は魂に火を灯す。




　これは、俺の理想じゃない。

　これは、俺の求めたラブコメじゃない。

　──こんなので、ハッピーエンドにたどり着けるはずがないだろうが！




「諦めて、たまるか」




　クラスを作り替える。こんなノリは１００％ぶち壊す。

　清掃ボランティアを成功させる。最高の〝イベント〟に仕立て上げる。

　勝かつ沼ぬまを──絶対に連れ戻して、その居場所を確保する。

　全部、全部、必達目標だ。




　──やってやる。

　勝算が薄かろうが、ゼロだろうが、そんなもん知ったことか。




　無ければ創れ。




　無理を押し通すのが。現実を理想で塗りつぶすのが。




　俺の、計画ラブコメなんだからな──！
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　──ブォーン。

　山間の坂道を、バイクに乗ってひた走る。

　どんより曇った空の下。渓谷沿いに走る幅広な道路は、通勤時間帯ピークタイムだというのに数えるほどしか車通りがない。

　曲がりくねった山道を延々進んでいくと、一つの集落に出た。商店や郵便局があることを見るに、この辺りが村落の中心街（ただし都会とは言っていない）だろう。

　さて……どこにいるかな？　ご家族の話だと買い物に出てるって話だが……。

　俺はバイクを道路脇に寄せて周囲を窺うかがう。

　見た感じ、外を歩く人はだれもいない。商店の中にも人影らしきものはなかった。

　んー、散歩でもしてるのか？　道中じゃ見かけなかったが……。

　俺は空き地まで移動して、バイクを駐車した。そこから歩いて集落の中を巡る。

　田舎道に響いているのは、流れる川のせせらぎと、木々がさらさらと風に揺れる音だけ。

　あー、落ち着く場所だなぁ……。常葉ときわは昔この辺りに住んでたっていうし、そりゃこんなところで育てばあんな風におおらかな性格になったのも頷うなずけるな。

　そんなことを思いながら川の向こう岸へ。ヘアピンカーブを曲がった先は上り坂になっており、その途中に神社があるのを発見した。

　そして、その階段の上……赤い鳥居の下に、派手な金色。

　ん、ここにいたか。人目もなさそうだし、悪くない〝密会スポット〟だな。

　俺はゆっくり階段を上り、神社の前に佇たたずむ人影に近づいていく。

　長い金髪は、乱雑に一つにまとめて左肩から前に流し、身を包む服は薄手のパーカにショートパンツの部屋着ルック。

　そいつは、もちろん──。

「よう、勝かつ沼ぬま」

「──っ！」

　俺の呼びかけにビクッと身を強こわ張ばらせてから、勢いよく振り返る勝沼ターゲツト。がささっ、と手に持ったビニール袋が音を立てた。

　驚き引きつらせた顔に、いつものキメキメなメイクは施されていない。そのせいか、いつもよりも輪郭が柔らかくふっくらした印象で、薄い一重の目元は幾分優しげだ。

　──ああ、こりゃ俺の情報データ違いだったかな。

　素顔スツピンの方が、よっぽどいいじゃんか。

「ったく、学校来いよ。いくらバイクでもここまで来んの大変だったんだからな」

「なっ、なんでテメェがここにいるんだよ！」

　怒鳴り声を上げる勝かつ沼ぬまだが、いつもより迫力を感じない。

　どさり、と地面にスーパーの袋が落ちて、中からみかんの缶詰らしきものがコロコロとこぼれ落ちた。

　あれ、もしかして……『風邪』って、マジな話だった？




　──この前の騒動から、早１週間。

　あれから勝沼は、ずっと学校を休んでいた。

　担任トシキヨーの話では風邪で病欠ということだったが、だれもそんな理由を信じるはずもなく。もっぱら、『叩たたかれたことが原因で引きこもっている』と信じられている。

　リーダーを失った勝沼グループは空中分解し、井い出でを中心として再編された。前のように攻撃的な雰囲気はなくなって、クラスの盛り上げ部隊として存在感を確立しつつある。

　勝沼のいないクラスは平穏そのもの。俺に対する反発もなければ、クラスメイト同士のトラブルもない、何一つ問題のない状態だ。

　──そう、表面的には。




　俺は足下に転がってきた缶詰を拾って、ぱっぱっと汚れを払う。

　まぁ……そりゃそうか。

　あの程度のことで引きこもったりしないよな、お前は。

「こ、このっ、ストーカー野郎っ！　ケーサツ呼ぶぞ……！」

「いやいや、俺は委員長だぞ。病欠したクラスメイトにプリントを届けに来る、なんてのは鉄板テンプレ中の鉄板テンプレだろ？」

　家にいないからわざわざ捜しにまで来てやったのに、解せぬわ。

　勝沼はキッ、とその瞳を吊り上げる。

「舐なめんじゃねぇよカス！　どうせミジメな負け組だって馬鹿にしにきたんだろ！　キメェんだよクソ浪人！」

　叫んでから、ごほっごほっ、と咽むせる勝沼。

「あーもう、病み上がりなら大声出すのはやめとけって……つーか、わざわざこんな山奥まで勝利宣言しに来るほど暇じゃないっつの。ただ俺は、お前と腹を割って話したかっただけだ」

「……ふざけんな！　今更何言ってんだっ！」

　勝沼が近くにあったゴミ捨て場のカゴを蹴け飛ばした。

「だれのせいでアタシがこんな目に……！」

「いや、最初に喧けん嘩か売ってきたのそっちだろ？　こっちは敵対する気なんてハナからないって言ってるのに聞かないから」

「どの口でッ！」

「まぁ、お前がそう勘違いした事情もわからんことはないけど」

　倒れたカゴを拾い上げ、元の場所に戻す。

　そして俺は、おもむろに語り始める。

「お前と常葉ときわ。本当は、はとこ、だったんだな」

「……!?　なっ、ソレ……!?」

　二人の関係は、幼おさな馴な染じみとはまた違う親密な関係──親戚という、血縁関係だったのだ。

「そして常葉の側そばってポジションは、ずっと求めて手に入れられなかった、ただ一つの大事な居場所だった、と」

「て、テメェ……なんで……!?」

「あー、あとそのキャラ作りも無理にやらなくていいぞ」

「……!?」

　俺の発言に目を丸くする勝かつ沼ぬま。




　──勝沼の情報は錯さく綜そうしていて、何が正しくて何が間違っているかすらわからない、混こん沌とんとした状態だった。

　それは先入観による誤解や、嘘うそによって塗り固められた偽りの事実が、一見それらしく組み合わされてしまったせいだ。

　結果、行動を読み切れずに失敗したり、目論見が裏目に出たりと散々な目にあった。

　だから──。




「全部調べ尽くした。

　それこそ、お前がハイハイしてた頃から現在に至るまで、全てな」




　完全に硬直し、思考停止する勝沼の前で。

　俺は、己の全能力を駆使して方々駆けずり回り、睡眠時間と皆勤賞とを犠牲にしながらようやくたどり着いた──〝勝沼あゆみ〟という〝登場人物キヤラクター〟の真相を、語ることにした。




　◆




　──勝沼は、峡きよう国ごく市の南、旧下しも十い六そ敷しき村の旧家の本家筋で、二人兄妹の長女として生まれた。

　旧家といっても、地元有力者の娘とか大手財閥のお嬢様とか、そういう王道ラブコメ的な立場ではなく、単にその地域に古くから一族郎党住み続けてきた、ってだけのようだが。

　そのため、近隣の家はだいたいが親族。遠縁まで含めると、集落丸ごと血縁者と言っても過言はないらしい。最初、どれが実家かわからなかったからな、勝かつ沼ぬまだらけで。

「お前は小さい頃からわがままで、よく親御さんを困らせてたらしいな。ご近所に聞いた話じゃ、家出して捜索騒ぎになったこともあったとか」

　癇かん癪しやく持もちというか、思い通りにいかないとしょっちゅう泣き喚わめいていたらしい。そのすぐ感情的になるとこは今になっても変わらんな。三つ子の魂なんとやら、というやつだ。

「大人ばかりの環境で甘やかされて育ったから、って話みたいだが……確かに、10年前の情報データだと、集落の総人口は僅わずか数十人。うち、小学生以下の人数はたったの６人だもんな。しかもみんな年上っていう」

　どうも近所に年の近い子どもがいなかったらしく、遊び相手は年長者か大人だけだったとか。

　そのせいか、友人付き合いが下手な子だった──とは、市役所の観光課に勤めてるお兄さんの言。

「で、そんな中、唯一年の近い相手が、盆暮れ正月に遊びにくるはとこの常葉ときわだった」

　常葉家は女系の親族にあたるが、元々繋つながりが深い家柄だったらしく、今なお親族付き合いが続いているとか。ついこの間の無む尽じんにも参加してたって話だしな。

　勝沼は常葉を連れ回すようにして遊んでいたようだが、常葉のおっとりした気性は当時も変わらず、文句一つ言わずに付き従っていたらしい。

　そして、いつもはブスッとして笑わず、わがままばかりだった勝沼は、常葉といる時だけ伸び伸びと楽しげに過ごしていた……と。端から見ても、かなり仲なか睦むつまじい関係だったようだ。

　そんな関係は、二人が小３の時まで変わらずに続く。

「小学校低学年まで、お前は実家近くの小さな分校に通ってた。ただ生徒数の減少で、小４から集落の中心にある本校に行くことになった」

　本校も生徒数１００人足らずではあるが、子どもが極端に少ないコミュニティで育った勝沼からしたら異世界のようなものだろう。

　そして、そこで──第１の試練が待ち受けていた。

「お前は急に同年代の子ばかりの場所に放り込まれることになった。どう接すればいいのかもわからないままに」

　元々顔見知りしかいない狭い世界で育った勝沼だ。見ず知らずの他人だらけの学校生活はさぞ戸惑ったことだろう。

「その中で、唯一の顔見知りが常葉だった。だから、お前は常に常葉の側そばにいようとした」

　まして、物心つく前から仲良くしていた相手である。そんな状況なら、今まで以上に頼ろうとするのは当たり前だ。




「でも、常葉には……他に幼馴染の女の子がいた」




　──そう。

　常葉ときわの言っていた幼おさな馴な染じみとは──勝かつ沼ぬまのこと、ではなく。

　全く別に存在したのだった。




「その子はお人好しで世話焼きな、みんなのリーダーってタイプの子だった。家でも学校でも、しょっちゅう常葉のことを構ってたみたいだな」

　まさにお手本のような幼馴染テンプレだ。上うえ野の原はらに付加した〝設定〟と瓜二つ、って感じの。

「そして二人は、半ば公認カップルのような扱いまでされていた」

　その子はクラスの女子からも頼れる存在として慕われていたらしいし、構われてた常葉の方もまんざらじゃなかったようだから、きっと良い雰囲気の二人だったんだろう。

「そんなところに、急に現れてベタベタし始めたのがお前だった。そんなお邪魔虫が……みんなから疎うとまれるまで、それほど時間はかからなかった」

　……小学生の女子は、時々恐ろしいことをする。

　ポッと出の勝沼を、和を乱す外敵を、排除しようと結束して袋叩だたきにしたのだ。

『しんせきってね、けっこんとかしちゃいけないんだよ？　だから英えい治じくんに近づかないで！』

　とは、学校裏で女子全員に囲まれて勝沼が言われた言葉。その状況を憂いながらも逆らえなかった、とある女子の証言より。

　当然、勝沼も反抗したみたいだが……所詮は多勢に無勢。周り全員が敵に回った状態で、勝てる道理もない。

「小５で常葉が新居に引っ越すまで、お前はずっと裏でハブられてた。表面上は普通に付き合ってるように見せてたらしいから、常葉は気づけなかったようだけどな……」

　なお、幼馴染ちゃんもその状況は認識していたらしいが、改善に動くことはなかった。

　むしろ表向き、勝沼の味方のような顔をしておきながら、裏では常葉にあることないこと告げて、遠ざけようとしていたとか。

　彼女の口癖は『みんな仲良くしよ！』だったらしいが……そのみんなの中に、自分の立場を脅かす外敵を含めるほど、お人好しじゃなかったらしい。

　──そして余談。幼馴染ちゃんは、常葉が引っ越してから関係が疎遠になり、中学の時分には別の男子と付き合っていたとかなんとか。現実の幼馴染は非情である。




　──そこから僅わずかに時は流れて、中学へ入学してからのこと。

「地域の中学は基本持ち上がりだから、進学してからもお前は居場所がないままだった」

　常葉すらいなくなった学校は、さぞや居心地が悪かっただろう。友達と呼べる存在すらだれもいないまま、粛しゆく々しゆくと毎日を過ごしていたらしい。

　と、そこで状況に変化が訪れる。

「市町村合併に遅れて、中学の統廃合が起こる。お前の通ってた地域の学校は廃校になって、生徒は近隣の中学へ転校させられることになった」

　周辺には３か所公立中があり、それぞれ希望に応じて転校先を選べたようだ。

「そこでお前は、篠しの南なみ中を希望する。常葉ときわが通ってたからな」

　さらにもう一つ、クラスがだれも篠南中に行きたがらなかったことも理由にあるだろう。

　篠南中は風紀が乱れてることで有名だったようだし、特別距離が近いわけでもない。積極的に選ぶ意味はないからな。

「お前はこれで全ての関係をリセットして、やり直しができると思った。だが──」

　ここで、第２の試練が訪れた。

「既に常葉には彼女がいた。学校中を牛耳ってた不良グループの、とりわけ目立つ存在だった先輩の彼女が」

　中学時代に起こった事件については、概ね事前情報の通りだ。

　勝かつ沼ぬまはそんな人に凸とつってしまい、返り討ちにあって、クラスで悪い噂うわさを流されて孤立。新天地でもまた、己の居場所を手に入れることはできなかった。

　真相と若干食い違っていたのは、清きよ里さとさんの語った「常葉を救うため」という動機の部分。上うえ野の原はらの懸念通り、それは一側面を誇張した表現であり、あくまでメインは「自分の居場所を取り戻すため」だった、と考えるのが妥当だろう。

　勝沼が、清里さんにどう過去を語ったのかはわからない。

　ただ、彼女がそう誤認した理由は、恐らく──。




「そして、お前は……中学の時、お節介焼きな幼馴染、って称して動いてたらしいな？」




　勝沼が、かつて自分を打ち負かせた幼おさな馴な染じみの仮面を被って、行動していたことにあるだろう。

　──上野原から受け取った、元カノへの対面調査の記録ろくおんによると。

『超ウザかったわ、あの過干渉女。何度も別れろ、って言って聞かねーの』

　心底嫌そうな声色でそう語る元カノ。

『幼馴染だかなんだか知らねーけど、アタシの居場所を横取りすんな、とか。お前なんなんだよ重すぎてキモいわ、ってドン引き』

　ブスのくせに、と吐き捨てるように言う。

『ただ何度もしつこく絡んでくっから、一回センパイ呼んで軽く脅してやったのね。センパイがオタクボコってる動画送りつけてやったり。したら超ビビってんの、マジウケた』

　実はチビってたかもな、と下品な笑い声が響く。

『たださぁ、そんなんやってたら冷めちゃって。もういっか、ってなって別れたんだよね。正直、エイジ部活ばっかでつまんなかったし。やっぱナリだけよくても全然ダメだわ』

　──以上。

　ちなみにその元カノは、金色のパーマヘアで、バチバチにメイクをキメていた、とのこと。

　ちなみにこれもまた余談だが……元カノとの会話の最後は、こんな言葉で締め括られていた。

『で？　ちゃんと話してやったんだから謝礼寄越せよ』

　はい、どうやら上うえ野の原はらさん、実弾げんきんを使って聞き出したらしい。後腐れない作戦てソレかよ、あいつもあいつで大概手段選ばねーな。

　しかし、元カノに関しちゃあいつ任せでマジよかった。俺がその場にいたらどう反応したかわからん。あまりの反ラブコメ的態度に思わず調教きよういくしてしまったかも。

　正直、常葉ときわがどうしてそんな輩やからと付き合ってたのかはわからないけど……それはさておき。

「その一件があってから……お前は、急激に今みたいなスタイルに変わっていった。髪を伸ばして色を染めて、言葉を崩して集団を作って、威圧と恫どう喝かつで人を押さえつけて……」

　そして、時は現在へと至る。




　◆




「──とまぁ、ざっとそんな感じか」

　ふう、と俺は〝友達ノート〟のページを閉じて一息ついた。

　それが、勝かつ沼ぬまあゆみの真実だ。

　ずっと常葉へ執着していたのも、幼おさな馴な染じみという言葉に過剰に反応したのも、ヤンキーノリで周囲を威圧してきたのも、俺にひたすら反発していたのも──これらの過去の積み重ねによる結果だった。

　どこまでいっても常葉しゆじんこうに選ばれることはなく、己の居場所はいつまでも手に入らない。

　失敗から学び、勝者のやり方を模倣しても、活かせるどころか余計に拗こじれるばかり。

　勝沼の過去は、まさに負け続きの歴史だった。

「いや、マジで大変だった……俺の皆勤賞返せよ、ちくしょう」

　流石さすがの俺も、ここまで調べるのは骨が折れた。放課後と休日だけじゃ全然時間が足りなくて、貴重な学校生活を削って動かざるを得なかったのだ。

　それでも１週間近くも時間を費やしてしまって、そうこうしてるうちに清掃ボランティアの本番は目前にまで迫っていた。

「だがまぁ、ここまではあくまで事実確認。俺が本当に知りたいのは……ん、あれ？」

　ふと振り返ると、そこにいたはずの勝沼の姿がない。

　周りを見回すと、知らぬ間に境内の端の方で縮こまってる。

「……何してんの？」

　回り込んで顔を覗のぞき込むと、ぎょっと顔を青ざめさせ、口をぱくぱくとさせた。

　ん、あれ？

　やべっ、もしかして風邪が悪化しちゃったとか!?

「ま、ま」

「……ま？」




「マジモンのっ、犯罪者ストーカーじゃん……！」

「……………………うん、ごめん。流石さすがに否定できないな、って思う」




　◆




　──警察沙汰つうほうを押しとどめるのにそれなりに手間取って。

　お互い疲れ切ったところで、やっと話が進められそうな雰囲気になった。

「はぁ、はぁ、余計な体力使わせやがって……」

「キモい、キモすぎる……」

　神社の柱に頭をもたれかけながら、うわ言のように繰り返す勝かつ沼ぬま。

「マジでなんなの……人の過去を根掘り葉掘り……そこまでしてアタシのこと馬鹿にしたかったのかよ……」

「だから違うって言ってんだろ。俺が聞きたいのは──」

「嘘うそつくんじゃねーよ！」

　ばっ、と体を起こして、ギリと歯を食いしばった。

「どいつもこいつも、アタシのこと馬鹿にしやがって！」

　鋭く尖とがらせた瞳には、しかしいつものような力強さはない。

「わかってる、わかってる……！　アタシが馬鹿なことも、クッソ重い暴走女だってことも、全部全部間違って失敗ばっかしてる負け組だってことも……」

　ゆらり、と瞳が揺れる。

「でもっ……どうしようもないだろ……！　アタシには、どうすれば上手くできるかなんてわかんない。失敗したことしかないから、成功するやり方なんてわかんないっ！」

　きゅっと結んだ唇が、わなわなと震える。

「上手くできてる奴の真似するくらいしか、アタシにできることなんてないっ……！」

　じわり、と。

「嫌い、嫌いだ……！　アタシの邪魔するお前らが！」

　その瞳に、悔し涙を湛たたえながら。




「自分の居場所すら、手に入れらんないアタシがっ……ほんと大っ嫌い……！」





[image: ]






　──ああ、よかった。

　やっと、お前の素顔すつぴんが見えたな。




　膝を抱えて蹲うずくまるその姿を見て──俺は、常葉ときわとのやりとりを思い出した。




　◆




「俺はさー……馬鹿だしニブいから。あゆみのこととか、全然見えてなくて」

　──休日の、常葉の部活後。

　学校近くの〝密会スポット〟のベンチに、俺たちは座っている。

　つい先頃まで雨が降っていたこともあって、ほの暗い公園に人はいない。

　ところどころにある水たまりに、木々から落ちる水滴が、ぴちょんぴちょん、と音を立てていた。

「憧れてた先輩と付き合えて浮かれてたり、部活も忙しかったりで。あいつがずっと何を求めてたかなんて、全然考えてなかったんだ」

「……そか」

　俺は短く答えて、缶コーヒーを口に運んだ。

「それだけじゃなくて……しつこく絡んできて面倒だなー、ぐらいに思ってた」

　手に持った缶を見つめながら「最低だよな」と吐き捨てるように言う。

　それ自体は無理からぬことだと思う。実際、勝かつ沼ぬまの一方的な押し付けに違いないし、常葉ときわからしたら迷惑な話だろう。

「でもさ。先輩にフラれてから、あゆみが俺のために動いてくれてたって知って。そのせいで、クラスでも居場所がなくなっちゃったって聞いて……」

　……常葉はそう思ってたのか。勝沼が言ってたであろう、表向きの理由をそのままに受け取ったんだろうな。

「だからさ、あゆみには『俺のことなんか忘れて、ちゃんと自分の居場所を探せ』って伝えたんだよ。ずっとそんなことに拘こだわってたせいで、あいつは他の居場所が作れなかったんだから」

　俺のことなんか、ね……。

　その考えが、すれ違いの一番の原因だろう。

「そしたら『アタシにはエイジの側そばしかいるとこなんてない』って怒っちゃって。何度言っても聞かないし、もっと意固地になっちゃってさ」

　昔からそういう奴だってこと知ってたはずなのに、と常葉は苦しげに言った。

「だから、あえて突き放すようにしたんだけど……これでもダメで」

　それが中３の時、避けてた理由か。常葉の気遣いが全部悪い方にいっちまってるな……。

「俺が峡きよう西にしに決めたのはバスケのためだけど、あゆみと距離が取れるかも、って気持ちもちょっとはあったんだ。あゆみの家から峡西ってめっちゃ遠いし、流石さすがに諦めるだろって」

　ついでに、中学当時の勝沼の成績は、お世辞にもいいものとは言えなかったらしい。内申点がいいわけでもなかったろうから、峡西進学は普通に考えて絶望的だ。

「でもあゆみは……ずっと頑張って頑張って……それで、ちゃんと自力で合格して」

　常葉はふと空を見上げ、目を細めた。

「合格発表の時なんて『どうだ見たか、アタシは絶対に負けない』とか半泣きで笑っててさ。そんなの見たら……もう何も言えなくなっちゃったんだ」

　そして、悲しげな顔で笑う。

「だから高校じゃ、なるべくあいつのやりたいようにさせてやろうって思った。その上で、どうにかあいつがみんなと仲良くなれる方法はないかな、って」

　それで……いつもトラブルの時は、間に入ろうとしてたんだな。

　かつて清きよ里さとさんとの食事会を仲介したのも、そんな理由があってのことだろう。

「でも結局……こんなことになって」

　常葉は再び顔を伏せる。

「委員長にすごい迷惑かけて、みんなにも嫌な思いさせて、あゆみをまた傷つけて……」

　ぎりり、と缶を強く握り締める音が聞こえた。

「俺は、どうしたらよかったんだろうな……」

　──どうしたらよかった、か。

　そんな後悔の念のこもった常葉ときわの言葉を聞いて、俺はおもむろに立ち上がる。

「……過去を変えることはできないよ」

　そしてぐいっ、と缶コーヒーを一気にあおって、近くのゴミ箱へと放り投げる。

「でもな、常葉。過去を乗り越える方法なら、いくらでもあると思うぞ」

「……委員長？」

　常葉が顔を上げ、こちらを見た。

　俺より一回り以上もガタイのいいはずの常葉が、いつもよりも小さく見えた。

　そんな〝親友キャラ〟に対して、俺は──。




「ソレに関しちゃ経験がある。

　──俺に任せてくれ。絶対に、あいつの居場所を作り出してみせるから」




　自信満々に、笑って断言して見せた。

　思い悩む親友に手を差し伸べ、助けること。

　そんなのは、〝主人公〟として当たり前の務めだからな。




　◆




「勝かつ沼ぬま」

「……」

　膝を抱え、蹲うずくまったままの勝沼に声をかける。

「お前は負け組だ」

　ぴくん、とその身を震わせて、ぎゅっと小さく縮こまる勝沼。

「スペックは総じて低いし、考えは浅くて幼稚だ。すぐ感情的になって、暴走して、全部を台無しにしちまう、救いようのないポンコツだ」

「……」

「いくら外面そとづらを取り繕っても、みんなに好かれるお節介焼きにはなれなくて、強く自じ儘ままに振る舞う女王様にもなれなかった」

「…………」

　抱えた膝に顔を埋うずめながら、勝沼はぐっと拳こぶしを握る。

「でも、だからって──ここで諦めんのか」

「……っ」

　そうじゃ、ないよな。

「お前はどんだけ間違えても、失敗しても、ボコボコになっても……」

　そう、勝かつ沼ぬまは。

　ただの一回だって──。




「絶対に諦めなかった。一人で、歯を食いしばって、立ち上がってきたんだろ」




　──それは俺には、できなかったことだ。

　たった一回、失敗しただけで、諦めそうになっちまった俺とは違う。




「そんなお前が、いつまで立ち止まってんだ？　こんなとこで、俺みたいな浪人野郎にいいようにやられて、負けを認めちまっていいのか？」




　だからきっと──今回だって。




　お前は。







「さぁどうなんだ！

　──なんとか言ってみろ、勝沼あゆみっ!!」







　無人の神社に、俺の発破がこだまする。

　勝沼は、ぐぐっ、とさらに強く、拳こぶしを握り締めて──。




「……めない」

「あん？」




　──いいぞ。




「諦めない」

「聞こえねーな」




　俺は、それが知りたい。

　その言葉が聞きたい。




　そして──。




「──ああっ、うるっせぇっ！」




　──ダンッ！　と、思い切り床を蹴けり、立ち上がる。

　こちらに向けるその目は、赤くて厚ぼったい。

　そして、みっともなく震えた声で──。




「諦めねーって言ってんだろっ、バカ野郎ッ!!」




　……ははっ。




　かっけぇな。




　それでこそ、ずっとずっと昔から、ままならない現実に抗あらがい続けた──。




　俺のセンパイだ。




「なら俺は──お前のコウハイセンパイとして。絶対に負けない方法を伝授してやる」




　だから俺は、ここに宣言する。




「ラブコメは全てを解決する。

　教えてやるよ、センパイコウハイ。雑魚ざこすぎるお前の〝属性〟は、負け続きのお前の〝過去設定〟は、お前の居場所を確立する、最強の武器になるんだってことを──！」




　◆




　それから、３日が経ち──週明けの月曜日。

　いよいよ『地域清掃ボランティア』本番の日を迎えた。




「──はい、予定通り決行かと」

　俺は廊下の突き当たりで電話をしつつ、窓越しに空を見上げる。

　今日の天気は曇り。夜から雨の予報になっているのが気にかかるが、少なくともイベント開始時点では降らなそうだ。これなら問題なく実施されるだろう。

「ああ、そうですか、天気よかったですもんね──いえ、こちらこそよろしくお願いします。先に代表を向かわせますので、それから──ええ、ええ。じゃあ失礼します」

　そう言って通話を切る。

　よし……これで最終調整はＯＫ、と。

　各所への根回し、必要な情報収集、〝イベント〟シナリオの準備、演技練習──全てクリア。

　俺は全てにチェックがついたリストを満足げに眺めてからスマホを胸ポケットにしまい、教室へと向かった。

　しかし、休日も含めればかれこれ４日ぶりか……なんかすごい久々感あるな。まあ一日の稼働時間が長かった、ってのもあるかもしれんが……俺、イベント前はオーバーワークしがち。

「はよーす」

　前の扉から教室に入り、入り口近くの席に座る穴あな山やまに挨あい拶さつ。

「お、師匠。風邪治ったん？」

「おう、おかげさまで完全復活だ。今日は頑張るぞー」

　ぐっ、と握り拳こぶしを作って答え、自席へと歩く。

　下準備の関係で予鈴ギリギリの登校になってしまったから、クラスはほぼ全員が揃そろっていた。

　どこか浮き足立った、そわそわとした空気が教室を包んでいて、室内の至るところで今日の清掃活動のことが話題に上がっている。

　まさにイベントの前、という雰囲気で、それ自体は悪くない。

　だが──。

　俺はちら、と未だ空席の一角を見やる。

　あいつのこと……その一切をなかったことにしたって感じだな。

「あ、委員長……」

「うす、常葉ときわ。久しぶり」

　俺に気づいた常葉が、心配げな顔をこちらに向けてきた。

　昨日のうちに〝友達グループ〟のみんなには今日の〝作戦〟についてざっくり伝えておいたが、それでもストレスはかかるだろうからな。常葉が一番不安だろうし、気持ちはわかる。

　俺はせめて気分を和らげられればと、適当な話題を振る。

「いやー、久々だとなんか緊張すんな。あ、それで、よかったら休んでた間のノートを──」

　──と、ここで。逆サイドからスッとノートが差し出された。

「……清きよ里さとさん？」

「これどうぞ。ごめんね、長なが坂さかくんほど綺き麗れいには取れてないと思うけど」

　ノートを差し出した格好のまま、苦笑しながら言った。

　……ほんと、清きよ里さとさんには心配かけっぱなしだな。

「ありがとう。借りるね」

「どういたしまして」

　俺が礼を言って受け取ると、清里さんは久方ぶりに天使の顔でにこりとした。




　──勝かつ沼ぬまが、クラスから去ったあの日、あの後。

　希望表を出し終えて帰ろうとする俺に、清里さんは──。




　◆




「──ごめんね。さっきは、驚かせちゃって」

「え？　……あ、ううん。それは、全然」

　下駄箱で待っていたらしい清里さんが、急にそんな言葉を投げかけてきた。

　伏せがちな顔にいつもの笑顔はなく、何かに耐えるようにきゅっと唇を結んでいる。

　……くそ、つくづく俺は、なんて大失敗を。こんな辛そうな顔をさせちまうなんて。

　自分の不甲斐なさに歯を噛かみしめていると、清里さんがぽつぽつと言葉を紡つむぎ始める。

「昔、ね……似たようなことが、あって」

「……え？」

　清里さんは雨の降りしきる外を見やった。

「クラスのはみ出し者を、みんなで無視しよう。和を乱す人を仲間から外してやろう、って」

　それは、中学の頃の話……なんだろうか？

　そこでふと気付く。清里さんが自分の過去を語るのは、これが初めてのことだった。

「私は……最後の最後まで、その状況をどうにもできなかった」

　そう語る清里さんの表情は見えない。

　ただその声色に、いつもの明るさがまるで含まれていないのは確かだ。

「間違ってたのは確かにその子だった。でも──」

　そこで言葉を切って、俺の方へ向き直す。

　その顔は、いつになく切実で。瞳の奥には、先ほどまでの炎が残っているように見えた。

　そして、熱のこもった声で──。




「でも、みんなで悪わる者ものを除け者にしたところで、幸せな結末には繋つながらなかった。

　……そんなのは嫌、絶対に嫌なの。私は、そんな現実、認めたくない」




　ああ──そうか。

　清きよ里さとさんは、俺と、同じ気持ちでいる。今の状況を、許せないものだと思っている。

　それは、１００％間違いのない真実だ──と。そう、確信した。




「だから、どんな手を使ってでも解決したい。……それで、長なが坂さかくんにお願いに来たの」

　そこで清里さんは、急に頭を下げ始めた。

「ちょっ、ちょっと、清里さん!?」

「ほんと、勝手なお願いだっていうのはわかってるけど……どうか、手助けしてほしい」

「……それって……」

「私が、場を整えておくから。だから長坂くんは、あゆみの居場所を作ってあげて。それができるのは……きっと、長坂くんしかいない」

　どくん、と。心臓が一つ跳ねた。

　……清里さんが、どうしてそこまで俺を買ってくれてるのかは、わからない。

　だが、そんなことは、些さ細さいなことだ。

　だって俺は、今──〝メインヒロイン〟に、助けを求められてるんだ。

　なら、全力を上回る全力でそれに応えるのが、〝主人公〟を名乗る上での、責務だろう。

「──わかった」

　俺は清里さんの想いを受け取って、強く頷うなずく。




「絶対に──最高の結末を、導き出してみせる。約束するよ」




「……うん」

　清里さんは、遠くを見るように目を細めて、辛そうな顔のまま頷いた。

　最後まで、天使の笑顔を見せることはなかった。




　◆




　──ガララッ。

　勢いよく開くドアの音で、意識がそちらに奪われる。

　みんなして一斉にそちらを見て、そこに立つ人影に息を飲む。

「……」

「あっ！　あゆみ……！」

　がたん、と常葉ときわが椅子から立ち上がった。

　勝かつ沼ぬまは何も語らず、ちらと一度こちらに目線を向けただけでスタスタと自席へと歩いていく。

　一瞬静まり返った教室が、再びざわめきを取り戻した。

「……マジか、来たよ」「今さらどういうつもり？」「それよりも今日どうするんだ……？」

　ところどころで、小声で囁ささやき合っているのが聞こえる。

　穴あな山やまたちは遠巻きに様子を窺うかがい、小こ泉いずみさんは関心のなさそうな顔で一いち瞥べつだけ。井い出で含む旧勝沼グループの面々は、どこか居心地悪そうだ。

　──よし。清きよ里さとさんに聞いていた通り、みんなだいぶ冷静になってるな。

　もしも喜々として勝沼を攻撃するような状況だったら、どうにもできなかったからな……。

「い、委員長、その……」

「常葉ときわくん」

　と、隣で清里さんが「しっ」と密かに人差し指を口の前にかざして、何か言いたげな様子の常葉を遮さえぎる。

　ナイスサポート。今はまだ、何かを言うべき時じゃない。

　口を噤つぐんで座り直す常葉を見届け、俺はブツブツと繰り返し何かを口の中で呟つぶやいている勝沼を横目に、これからの〝イベント〟に想いを馳はせた。




　◆




『──それでは。各クラスの担当ブロックを発表します』

　全校生徒の集つどった体育館。

　壇上の生徒会長（眼鏡をかけたインテリっぽい男子生徒）は挨あい拶さつもほどほどに、担当ブロックの発表を始めた。

　正式な式典というわけではないからか整列もテキトーで、周囲はかなり賑にぎやかだ。ただ騒がしいというよりは、活気に溢あふれているという感じ。

　やっぱり単なるゴミ拾いに臨む雰囲気じゃないな。完全に楽しいイベント前、って空気だ。

『河川敷ブロック、３年７組』

　一角で、わぁっ、という歓声が漏れた。

　おぉ、先輩たちはイベントにかける熱量が違うな。受験前のストレスもあるだろうし、最後の高校生活だもんな。そして狙ねらいも的確だ。

　にしても、ブロック発表なんてプリントにして配るなり掲示板に貼り付けるなりすれば楽だろうに、あえて発表スタイルにするところが「こっちのが盛り上がるでしょ？」ってエンタメ的な意図を感じる。さすが峡きよう西にし生徒会、お祭り学校の面めん目もく躍やく如じよだ。

『南住宅街ブロック、１年５組』

　ん、上うえ野の原はらのとこは南で決まりか。ゴミポテンシャル値が下から２番目のブロックだ。

　５組イークラは今回のイベントにあんま乗り気じゃないようだから、順当っちゃ順当か。

　その調子で次々にクラスの名前が呼ばれていき、残りのブロックもあと僅わずか。

　そしてついに──。




『西ブロック、１年４組』




　ざわり、と周囲がどよめいた。

　残っていた他のクラスは明らかにほっとした様子で、先輩たちの中には「あいつらは敵じゃねーな」って顔をした人たちも。抽選に外れてご愁傷様、って思ってるんだろう。

「あんた、これでよかったの？」

　と、目の前にいた小こ泉いずみさんが、顔を半分だけこちらに向けて聞いてきた。その表情は明らかに不服そうで、心なしか責められているようにも感じる。




　──先のブロック希望の決議において。

　勝かつ沼ぬまの走り去った後のクラスは、だれもが予想外だった清きよ里さとさんの行動も相まって、気まずく落ち着きのない雰囲気になってしまった。

　当然ながら楽しく議論できるような状況じゃなく、それまでの話の流れで出した西ブロックを第１希望にすることで決着した。

　その時はだれも表立って反論することはなかったが……だんだんと「それでよかったのか」と疑問を覚える人が多く出てきたようで、もやもやした気持ちを抱えたまま今日を迎えることになってしまった。




　俺は表情を変えずにしれっと返す。

「もう終わったことだし、過去は変えられないから。今できることをやるだけだよ」

「……あっそ」

　それきり小泉さんは何も言わず、ふいと顔を元に戻した。

　俺はふぅと息を一つ吐いて、前の方で肩身狭そうに縮こまっている勝沼を見やる。




　なお──。

　みんなの「それでよかったのか」には、現状のクラス環境も含まれているってこと。

　そのことを、俺は知っていた。




　◆




「みなさん準備はいいですかー！」

　喧けん騒そうにかき消されないボリュームを意識して、ジャージ姿のクラスメイトに呼びかける。

　集合場所の中庭では、各所で同じような人だかりができている。それぞれ、これからの動きの確認をしているようだった。

「各自、手持ち袋にゴミを入れていってください！　分別は集積係の人にやってもらうので、手あたり次第同じ袋に入れてもらって大丈夫です！　回るルートは配布したプリントを見てくださーい！」

　うーい、とまばらな相あい槌づちが返ってきた。あまり覇気が感じられない返事だ。

　話は聞いてくれてるし、やる気がないわけじゃないんだろうけど……ブロックもブロックだし、状況も状況だからな。モチベがいまいち上がらないってところか。

　まぁ、それは想定通りだからいいとして……。

　どうするんだ、勝かつ沼ぬま？　もう始まっちまうぞ？

「軍手、トング、他に足りない道具はないですかー？　いいですねー？」

　そんな風に時間を稼ぎつつ、集団の一番外側で俯うつむいている勝沼に目をやった。

　よくよく見れば、掴つかんだ上着の裾すそをクシャクシャしたり、半袖そでの先に露出した腕を落ち着かなげにさすってみたり、唇はぱくぱくと開こうとしてやめたり、そんな動きを繰り返している。

　ああもうっ、今さら何チキってんだ！　お前がここで声を上げなきゃ〝イベント〟が始まらねーんだよ！

「それじゃー！　しゅっ！　ぱつ！　しま──」

　さらに声の音量を上げ、ワザとらしく言葉を区切ってアピール。

　すると勝沼は、顔をバッと跳ね上げて、俺の方を見る。

　俺はぎゅっと眉間にシワを寄せて、視線で勝沼に発破をかける。

　──さぁ早く！　新しいお前を見せてやれ！




「──おいっ！」




　……ふぅ。まったく、世話の焼ける。

　俺は表面上は呆あきれ、心中では安あん堵どのため息を漏らして、声の方へと向き直す。

「なんだ、また文句でも言うつもりか？　勝沼」

　みんながぎょっとした顔になって、その目が勝沼の方へと集中する。

　勝沼はクラス全員の視線を一身に受けてびくりと体を竦すくませ、再び顔を伏せてしまった。

「……その……」

「あぁん？　聞こえねーぞ」

「だから！　その、アタシと……」

　はぁー、と俺はガシガシ頭をかきながら、苛いら立だたしげに息を吐く。

　ったく、過剰にチキりやがって。雑魚ざこではあっても、気合いと勢いで食らいついてくのがお前だろうに。先輩彼女に凸とつった時のことでも思い出してビビってんのか？

　仕方ない……。

　俺は小さく喉を鳴らしてから己の〝設定〟を切り替えて、怒鳴り声を上げる。

「うっぜーんだよ、この雑魚が！　ウジウジしやがって気持ちわりぃ！　ゴミと一緒にずっと腐ってろ、この負け組女がっ！」

「っ！」

　俺の急な罵ば声せいに驚くクラスメイトをよそに、勝かつ沼ぬまは弾かれたように顔を上げ、ギリッと歯を食いしばる。

　そして、足を持ち上げて──。

　ダンッ、と思い切り大地を踏みつけた。




「うっせぇ、バカ野郎っ！　あ、アタシと勝負しやがれッ！」




　ジンジン、と。

　中庭を囲む校舎に反響し増幅された大声が、周囲の音という音を切り裂いて響き渡った。




　──よし、そうだ。やればできんじゃねーか。




　勝沼あゆみという〝登場人物キヤラクター〟の最強の武器は──。

　負けても負けても絶対に負けを認めない諦めの悪さにこそ、源泉があるのだから。




　◆




　──時は遡さかのぼり、３日前。勝沼を説得に行った時の続き。




「ラブコ……え、何？」

「そこはいったん置いとけ」

　目を瞬まばたかせて繰り返す勝沼の言葉をぴしゃりと切る。また話が長くなるからな。

「いいか、まず目的を整理するぞ。何はともあれ、うちのクラスでお前の立場を確立するのが最優先だ」

「……」

　勝沼は黙って聞いている。

　散々騒いだり叫んだりしたせいか、少しは冷静になったようだ。

「そのためには、いくつかやってもらうことがある。まずはその、他人を攻撃して従わせるスタイルは全面禁止。そんなのが通用するのは中学生までだ。まして峡きよう西にしでそんな短絡的アホなやり方が通用するわきゃないだろ、メンバーを考えろメンバーを」

「うっせぇよ！　この浪人や」

「はいそれ！　そのディス、ダメ！　そうやって条件反射みたく攻撃してっからしっぺ返しくらうんだっつの！」

「う……！」

　ぐぬぬ、という表現がぴったりな顔で言葉を飲み込む勝かつ沼ぬま。

　む、やはり素質がありやがる……いや待て、それはいったん後回しだ。

「あと、今のままのお前じゃダメだ。自分勝手なだけで善性の欠片かけらもないお節介とか、さして強くもないくせに偉そうにイキってるだけの薄っぺらなお前じゃな」

「こ、このっ……！　好き勝手言いやがって……！」

　身をワナワナと震わせながらこぶしを握り締め、今にも飛びかかりそうな格好で止まる勝沼。

　もう全然怖くないんだよなぁ、すでに本性知ってるし。キャンキャン吠ほえてるだけの子犬みたいなもんだ。

「そんな似合わない外装よりも、お前はちゃんと誇るべきモノを持ってる。それを最大限に発揮するだけでいい」

「そんなワケないっ！　ずっと失敗ばっかのアタシのどこに──」

「それだ」

　俺はすかさず否定する。

「その考え方──自分の解釈が、そもそも間違ってるんだ」

「自分の、解釈……？」

「ああ。変に取り繕ったりしない、ありのまま、思うままに振る舞うお前こそが、誰にも負けないお前なんだよ」

　わかりやすく言うなら、そうだな……。




「つまり──勝沼あゆみは、素顔すつぴんが一番魅力的だってこと」




　勝沼は初めて聞いた言葉であるかのようにぽかんと一瞬呆ほうけてから、口をパクパクとさせる。

「み、りょくてき……？」

　俺は強く頷うなずいた。

「うむ。だから取って付けたような上っ面なんて全部捨てちまえ。そんなのに頼らなくても、お前の過去は、積み重ねてきた歴史は、それだけで何ものにも勝る長所になる」

　勝かつ沼ぬまは戸惑いがちに目を伏せて呟つぶやく。

「んなこと言ったって……絶対、うまくいくはず……」

「なんだ、ビビったのか？」

「はっ……？　ビ、ビビってなんかねーし！」

「あーそう、しっぽ巻いて逃げるの。失敗が怖くて諦めちゃうのね」

「う、く……！」

　悔しげに歯を食いしばってこちらを睨にらみつける勝沼。

　俺はふっ、と鼻で笑ってさらに煽あおる。

「悔しかったら戦え。みっともなく食らいつけ。自分を打ち負かした相手を利用してのし上がるのは、お前の専売特許だろ」

「……っ！」

「だったら俺も利用してみろ！　そして今までの敗北を覆くつがえせ！　お前にならそれができる！」

「…………ああ、クッソッ！」

　完全にオーバーヒートという感じで、ぐわー、と両手で頭をぐしゃぐしゃと乱す勝沼。

　そしてダンッ、と再び大地を踏みしめて。




「わかった、わかったよ、やってやっし！　アンタに絶対に吠ほえ面かかせてやるっつこん！」




　そう、勢いよく啖たん呵かを切った。

　その様子に、俺は思わず笑ってしまう。

　なんだよお前。ぐっちゃの髪で、羽織ったパーカは肩のとこが片方ずり落ちてて。

　最後とか方言丸出しで、まるでカッコつかなくて。




　──だが、そうだ。

　それがいい。




　そういうダッサイお前こそが──一番、輝いてるんだ。




「よく言った！　ならお前に〝イベント〟の概要を説明する！　いいか、まず──」




　◆




　──そんないきさつを経て。

　己を見つめ直した勝沼が、今こうして、俺に挑んできている。




　それじゃあ早速──今回の〝イベント〟。

　正式名称〝宿敵成敗イベント〟──開始といこうじゃないか。




「はぁ～、勝負ぅ？」

　俺はその最高の啖たん呵かを鼻で笑って、ワザとらしく見下して見せる。

「ゴ、ゴミの量で勝負しろ！　多く拾った方が勝ちだ！」

　キッ、とこちらを睨にらみ付けてくる勝かつ沼ぬま。

　ちょいちょい噛かんでるし、気持ち声も震えてる気がするが、いいぞ。それでこそだ。

　俺は黙って、勝沼の方へと向かう。

「い、委員長……？」

　道行きの途中で、井い出でが戸惑いの声を上げるが、俺は構わず勝沼の前へ。

「えっと、それで、負けた方が勝った方へ土ど下げ──」

　みんなの視線が集まる中、必死で覚えたセリフを話す勝沼に対して──。




「ハッ。今さら何言ってんだ？　この負け犬」




　──そう、突き放した。

「えっ……？」

　話が違う、とばかりに目を点にする勝沼。

　そりゃあそうだ。勝沼に伝えた〝シナリオ〟は、ここから二人して激闘を繰り広げながらイベントを盛り上げる、ということだけ。

　こんな風に冷たく突き放すだなんてこと、一言も告げてないからな。

「勝負とか俺のパクリかよ、ダッセェ奴。知ってんだよ、イキりキャラだってホントは他人の猿真似なんだろ？」

「あ、え……」

　俺はみんなに聞こえるような音量でディスると、ふと近場にいる穴あな山やまが目に入る。

「自分が負けた相手の真似すりゃうまくいくとでも思ったか？　考えが浅すぎるわ、なぁ穴山」

「ん、んんっ？」

「言ってやれよ。頭悪すぎだろリアルビ○チは、ってな」

「あ……それは、その」

　急に話を振られた穴山は喫きつ驚きようして、それからもにょっとした顔で黙りこくった。

　俺は勝沼を横目で流し見て、ふん、と鼻を鳴らす。

「やりたきゃ勝手にやってろ。じゃあな」

「あっ、ちょっ」

　思考がついてきていない様子の勝かつ沼ぬまを無視して、クラスの輪から外すように背を向けた。

「よーし、じゃあ出発しよう！　俺についてきてー！」

　そう大声で告げ、戸惑うみんなをよそにずんずんと校門の方へと歩き始める。




　──さて、気を引き締めねば。

　ここからが、俺にとっても本番だ。




　◆




　地域清掃ボランティアの制限時間は２時間。その間、担当ブロックの範囲内であればどこをどう回ってもいいルールだ。

　西ブロックは大部分が住宅街で、細こま々ごまとした路地が網目状になっている。

　ただ闇雲に全員で同じ道を歩いても意味がないので、事前に４通りのルートを設定し、クラスを小班に分けてそれぞれ割り当てる方針を採った。ブロック西端の川かわ畑ばた公園を中間集積所としたので、そこを目指して各班ゴミを拾いながら進んでいく手て筈はずである。

　なお、俺はルートに漏れた場所を巡る遊軍的位置づけとした。班間を移動したかったからな。

「よ、穴あな山やま。こっちの調子はどうだ？」

　俺は路地からひょっこり顔を出し、道路脇に屈んで吸殻を拾っている穴山に声をかけた。

　穴山のいる出席番号早い組は、サブキャラ勢が全員まとまっている。今回の〝イベント〟のメイン集団と言っていいだろう。

「あー、うん。結構ゴミ落ちてるもんすね。側溝とか段差の陰とか」

「普段そんなとこ見ないしなぁ。お、でもいい感じじゃんか」

　見れば、既に手持ちの袋は３分の１が埋まっている。小袋とはいえなかなかの量だ。

　俺はふと目のついたところに紙かみ屑くずを見つけ、ひょいと拾い上げながら話す。

「てかさ、か○や様にもこの手の清掃イベントあったよな」

「池にばしゃーんってするやつ？　あれマジ尊いシーン！」

　顔を輝かせ、一瞬で盛り上がる穴山。だが次の瞬間、ハッと何かに思い至ったように口を押さえた。

　ふむ……勝沼にディスられたことでも思い出したかな？

　俺はちらりと集団の最後尾に目をやってから、大きめの声で言う。

「あぁ、もうそんなの気にしなくていいだろ。誰も文句言ったりしてないし？」

　なぁ？　とすぐ側そばで、ちらちらと後ろを見ていた井い出でに話しかける。

「……え？　あ、委員長？　なんか言った？」

　井い出では俺の呼びかけで我に返ったようにこちらを向く。

「オタ趣味がキモいとかそういうの。別にないよな？」

「え、まぁ……俺も漫画フツーに読むし。Ｎ○ＮＡとか」

　その答えを受けて、穴あな山やまがおずおずと口を挟んできた。

「……ＮＡ○Ａってところがまた。バンドマンぽいっすね」

「え、でもおもろくね？　なんつか、生の人間味あるしさー」

「あー、わかる。少女漫画ならではの心理描写っていうか、人の感情の綺き麗れいなとこも汚いとこも描いてるって感じで……」

　そんな感じで、穴山たちは二人して会話を始めた。

　よしよし……だいぶ警戒が解けてるな。

　見れば、穴山以外のオタクグループのメンバーも、身内以外と話をしたり協力してゴミを集めたりしている。これなら集団ラブコメ適性も上向くはずだ。

　俺は改善効果にほっと安あん堵どしてから、再び気を引き締める。

　そして二人の会話に言葉を挟み込んだ。

「うんうん、諸悪の根源はいなくなったし、みんなで仲良くやろうな！」

　そう一部分だけ強めて言ってから、集団の最後尾──先ほどから井出も視線を送っていた、勝かつ沼ぬまの方を見やる。

　あいつは道路横の自販機にいた。遠目に見た感じ、袋にはさほどゴミが入っていないようだ。

　そりゃまぁ、一番後ろにいたらそうなるだろう。大半はみんなが拾っているだろうし。

　でも勝沼は……膝をついて自販機の下を覗のぞき込んだり、備え付けのゴミ箱から溢あふれた空き缶を拾ったりと至って真面目だ。少なくとも、サボったり手を抜いたりという様子は全くない。

　……ちょうどいいな。あれを使ってやろう。

「チッ！　あの馬鹿女！」

「えっ……？　ちょ、師匠!?」

　俺は大きく舌打ちして、ツカツカと勝沼の元へと近づいていく。

　そして、その手に持つ袋を勢いよく取り上げた。

「あっ！　何す──」

「おい、ゴミ箱のゴミはアウトだっつったろうが！」

　そう大声で怒鳴りつけた。

　……まぁ、本当のところ溢れて落ちてる分はノーカン扱いなんだが。

　勝沼はびくりと肩を震わせて、それからきゅっと右手で左腕を抱くように掴つかんで俯うつむく。汚れた軍手で、白い細腕が汚れた。

「ああ、そうか。そうやってウチのクラスを失格させようとしてんだな？」

「ち、違うって！　アタシは勝負のために……」

「嘘うそつけ、他にはゴミなんぞ拾ってねーくせに」

　そう言って、今拾った缶だけの入ったゴミ袋を掲げてガシャガシャ揺らす。

　俺の怒声と缶の響かせる不快な音で、みんなの視線がこちらに集まった。

「やってることショボすぎて相手にもしたくねーわ。なぁ、小こ泉いずみさん」

「……」

　こちらの様子を窺うかがっていた小泉さんにそう声をかけるが、嫌そうに顔を歪ゆがめてふいっと背を向けてしまった。

「テメ……じゃない、アンタ……！」

「……。ほれ」

　健けな気げにも言いつけを守ろうとする勝かつ沼ぬまを見て漏れそうになる感情を押し止め、俺はぽいとゴミ袋を放り投げる。その拍子に口が開き、ガラガラと空き缶が地面に散乱した。

　わざと袋の下の方を持って投げたからな、当然そうなるだろう。

「戻してこい。全部な」

「な、なんでこんなことっ……」

「アァ!?」

　俺は片眉まゆを持ち上げ、眉間にシワを寄せて、勝沼の眼前で思い切りメンチを切る。

「嫌だって言うなら、諦めてどっかいっちまえ」

「……っ！」

　その言葉に勝沼は目を見開いてから、きゅっと唇を結ぶ。

　それから目を尖とがらせて俺を睨にらみ返すと、弾かれたように蹲うずくまり、散らばった缶を拾い始めた。

　……ふぅ。

「おーおー、地面に這はいつくばってダッセェーな。まさに負け犬って感じでウケるわー。みんなもそう思わん？」

　あっはっは、と俺は盛大に笑い飛ばす。

　だが、周りのみんなは、シンと無反応。




　あっはっは、あっはっはー……はぁ……。

　これ、やっぱだいぶ胃にくるな……。




　◆




　──それからしばらくして。

　川畑公園に到着した俺は、集積所の広場へと向かった。分別を担当する組は先行して公園まで進み、周辺のゴミを拾いながら待っててもらう予定になっている。

「あ、長なが坂さかくん。お疲れ様」

　と、分別組の清きよ里さとさんが俺に気づくなり、そう声をかけてきた。

　周りには既に到着していたクラスメイトが勢せい揃ぞろいだ。見た感じ、俺が一番最後っぽいな。

「お疲れ、清里さん。どう？」

「まだ仕分けしてないのもあるけど、今のところはこんな感じかな」

　清里さんが立ち上がり、右の袖そでで汗を拭ぬぐった。

　収集したゴミは、燃えるゴミ、燃えないゴミ、ビン・缶、ペットボトル、プラスチックに分類の上、それぞれ既定サイズの袋にまとめることになっている。最終的な勝敗は、分類ごとの袋の数（同数の場合は重量も加味）で決めるルールだ。なお、粗大ゴミなど袋に入らないものはカウント対象外である。

　今のところうちの進しん捗ちよくは、燃えるゴミがちょうど２袋、ビン・缶とペットボトルが１袋ずつ。プラスチック、燃えないゴミはほぼなし……合計で４袋ちょいってところか。

「結構多いよね？　外れブロックだって話だし、もっと少ないのかと思ってた」

　清里さんが両腰に手を当てながら意外そうに言う。

「そうだね、運が良かったのかも」

　俺は素知らぬ顔でそう答えて、ぐるりと周囲を見回した。

　それから大声でみんなを呼び寄せる。

「みんなー、ちょっと集まってー！」

　そして、辺りに散らばっていたクラスメイトが集まるのを待つ。

　さて……ここで一度、テコ入れしておくか。

「前半お疲れ様。みんなが頑張ってくれたおかげで……ぶっちゃけ、かなりいい線いってる。去年だと優勝クラスはトータル６袋だったはずだから」

　おおっ、と小さく歓声が上がる。

　とは言え一昨年は７袋がマックスだったから、まだまだ心許ない。最低でもあと２袋半くらいは欲しいところだ。

　俺は考え込むように口に手を当てて、もったいぶった言い方で呟つぶやく。

「もしかしたら……ワンチャン優勝争い、できるかもしれないな」

　ザワザワ、と周囲のどよめきが大きくなる。

「マジかよ、ラッキー！」「残り物には福がある、ってか！」「優勝狙ねらえるならもうちょいガチる？」「やべー、なんか燃えてきた！」「優勝商品ってなんだっけ、ジュースだけ？」「なんか今年は学食の食券とかいう噂うわさ」「マジか、それならわりとほしいわ」

　よし、いいぞ。士気が上がってきたな。

　俺は介入の効果を実感しつつ、これからの予定を話し始める。

「ここで折り返しになるけど、次は八やつ川がわの遊歩道沿いを回ろうと思う」

　八やつ川がわは河川敷ブロックの静しず川かわに比べて小さな川で、河原など広大なスペースはない。とはいえ普通の路地よりはゴミが見込めるだろう。

「歩道は両岸にあるから、出席番号順で半分に分かれよう。後半組は俺が指示するとして、前半組は──」

　そこで切って、俺は目的の人物に目をやった。

「小こ泉いずみさん。取り纏まとめ、頼めるか？」

　俺の依頼に、小泉さんはスッとその瞳を細め、ハッキリと答えた。

「あたしは最初から勝つつもりでやってる。当然、周りにもそれを求めることになるけど？」

　そして、力強く射貫くような眼で、俺の方を見た。

　いいぞ、流石さすがだ。この煽あおり文句を逃す手はない。

　俺は顔を上げ、大きく息を吸い込んだ。

「みんな、聞いてくれ！　このままいけば、マジで優勝が狙ねらえる！　みんなはどうしたい!?」

　そう熱く言ってから、ぐるりとクラスメイトを見回す。

　そこでふと常葉ときわと目が合う。

「……よっしゃー！　優勝して学食祭りだー！」

　そして、ぐっと拳こぶしを握り、そのまま「おー！」と空へと突き出した。

　おお、ナイスアシスト！　やっぱり持つべきものは〝親友〟だな！

　常葉に遅れる形で、運動部を中心に口々にやる気を表明し始めるクラスメイト。

　徐々に白熱する雰囲気を感じながら、俺は気合いを込めて大声を上げる。




「いよぉーしっ！　なら後半、頑張るぞぉぉおおおー！」




　おおっ！　と、今度はハッキリと答えが返ってきた。

　よしよし、パーフェクトな展開だ！　概ねシナリオ通りとはいえ、俄が然ぜんテンション上がってきたな！

「なぁ、委員長。その……」

　と、そこで、珍しく大人しくしていた井い出でが、おずおずと俺に声をかけてきた。

「ん？　どした？」

「あれ……」

　そして公園の端、生垣の方を指差す。

　導かれるまま、その先を見ると──。




　──そこでは、勝かつ沼ぬまがひとり。

　とにかく懸命に、ゴミを探していた。




　その動きは、やたら鈍臭い。生垣の下に手を伸ばそうとして届かずに、枝に何度も顔をひっかけたり、ゴミ袋の口を離してしまい、辺りにゴミを撒まき散らしたりと散々だ。

　その長い髪にはところどころ葉っぱが絡まっていて、白いジャージの上着は土で汚れてみすぼらしい。

　そこまでやっても、集められたゴミはごく僅わずか。俺が集めた量の半分にも満たなかった。

　どう見ても、全然役には立ってない。単なる悪あがきにしか見えなかった。

　だけど──。

「……あいつ、結構マジにやってんじゃん」

　それを見て、小こ泉いずみさんがぽつり、と漏らした。




　そう──ダサくても、うまくいかなくても。

　それでも、絶対に諦めない。

　そう全身で語っているような、そんな姿だった。




　小泉さんの言葉に引き寄せられて、熱狂していたはずの空気が急に重苦しくなる。

「い、委員長……」

　常葉ときわが耐えられない、という顔で俺の方を見た。合わせて、みんなのジトリとした視線を身に受ける。

　俺は重々しくため息をついた。

　……すまん、常葉。我慢させちまって。

　でもここまできたら、中途半端はダメだ。

　俺は鉄の意志を身に宿してから、勝かつ沼ぬまの元へと向かった。

「……そんなに俺と勝負したいのか？」

「っ！」

　がさっ、と草むらから顔を出し、こちらを見上げてくる勝沼。

　生垣の枝で切ったのか、おでこの部分は少しだけ血がにじんでいた。

　哀れみを誘うその姿にジクジクする胸を抑えながら、心を鬼にして冷たく言い放つ。

「だったらな、美術館に行ってこい」

「……え？」

「知ってるだろ？　県立美術館。最後がそこだから、先回りしてゴミ拾っとけ。そこで俺より多く集められたら、お前の勝ちだ」

　勝沼は目をパチパチとさせて、それからぼうっとした声で呟つぶやく。

「そ、それって……」

「あー、嫌なら別にいいわ。邪魔にならんように後ろの方にいろ」

　そう吐き捨てて、俺は振り返って歩き去る。

「──っ！」

　後ろで立ち上がる気配と、走り去る足音。

　……よし、向かったか。何も知らないクセに、ホント素直なやつだ。

　だが、頼むぞ……俺の想定シナリオじゃ、ここからはマジでお前次第なんだからな。

「ね、ねぇ師匠、美術館って……」

「ん？　聞こえてたか？」

　みんなの元へ戻るなり、おどおどと話しかけてくる穴あな山やま。

「その、あんまゴミとかなさそうなイメージなんだけど……？」

「ああ、めっちゃ綺麗だぞ」

　しん、と空気が凍った。

　そしてじわ、と嫌な空気が漂い始める。

　そこで俺は愉快げに笑って言う。

「だってあいつ、どうせいてもいなくても役に立たないし。邪魔にならなくていいだろ？」

「し、師匠……さすがにその言い方は……」

「騙だまされやすい奴だよなぁ、あのポンコツ雑魚ざこ。昔からあんな感じで何やっても空回り、そんで失敗しまくりな、根っからの負け組野郎だったとか」

「ッ、おい委員長っ！　あんたいい加減に……！」

　我慢しきれない、といった様子で、目を吊り上げた小こ泉いずみさんが声を荒らげる。

「自業自得じゃないのか？」

「……っ」

　かつての自分の言葉を言い返されて、小泉さんは苦々しげな顔で黙った。

「つーかさ、俺はあいつに危うく転ばされそうになった被害者だぞ？　やり返して何がいけない？　悪いのは全部あいつだろうに」

　クラスの空気がひりつく。

　俺は背中に伝う嫌な汗に気がつかないフリをして、密かに呼吸を整える。

　そして俺は……さながら恵比寿様のように、顔の筋肉を最大限に使って、目と口とを思い切り愉快そうに歪ゆがめて。

　そして、黙りこくるクラスメイトの方を見回して──。




「俺は、みんなを代表して敵を攻撃してるだけだ。

　──だって、あいつはもう、俺たちの仲間じゃないもんなぁ？」




　──本当に、頼むぞ、勝かつ沼ぬま。

　俺も、そろそろ限界だ。




　◆




　八やつ川がわ沿いの遊歩道、その中間地点にたどり着き、２グループのゴミを合わせて分別し直す。

　だが──。

「思ったより少ない、か」

　新たに集まったゴミは１袋と半分。最低目標にすら届いていないから、このままでは勝利は絶望的だ。

「最後は美術館かー……さすがになぁ……」

　隣で井い出でが残念そうに呟つぶやく。

　だれしもが美術館にゴミなど落ちていないと確信しているようで、諦めの雰囲気が周囲に立ち込め始めた。

　制限時間は、残り30分。早いクラスならもう学校に戻ってる時間だ。

　そろそろ、スパイからの情報が来てもいい頃だけど……。

　そう思って軍手を外し、スマホを取り出して見ると、未読メッセージが１件。

『生徒会情報。３[image: ]７が６袋半、２[image: ]４が６袋。まだ伸びそう』

　──さすが的確な仕事だ、上野原スパイ。

「くそっ。やっぱり足りないか！」

　俺はすかさず叫んで、あちゃー、と髪をかきあげる。

「えっ、なになに、どうしたん!?」

「現状だけど、トップが６袋半って情報が来た。このままじゃ負けだ」

　あぁ、と嘆くクラスメイト。意い気き消しよう沈ちんという感じで、やる気が萎しぼんでいくのが伝わってくる。

「どうする？」「いやもう無理っしょ、流石さすがに」「じゃーこのままガッコ帰るか」

　……む、ちょっと下がりすぎたか。もうちょいやる気は維持してほしいとこなんだが──。

「うっさい、まだ終わってないっての」

　ピシャリと言い放って、場を引き締める小こ泉いずみさん。

　おお……めっちゃ頼もしい。対岸から見てた感じ、柵を乗り越えてゴミを拾いに行ってたり、アクティブに指示出ししたりとかなり積極的な様子だったし。これだけ自発的に動くようになってくれたら、数値改善効果は十分期待できるな。

　それに、こうしてリーダーシップを発揮できる人が〝サブキャラ〟にいる、っていうのは今後の〝計画〟できっと役立つはずだ。俺のいない場面でクラスを任せられる存在は、何より心強い。

「美術館はすぐそこだし、とにかく行くだけ行ってみよう」

　俺は手早くみんなに指示を出して、最終目的地へと歩を進めることにした。




　──さて。

　いよいよクライマックスだ。




　◆




　県立美術館は、峡きよう西にしから西南西方向の位置にある、ミレーの絵画で有名な美術館だ。

　敷地内には広場や水場などの公園施設も併設されており、かなり広々とした場所である。

「これ……やっぱ、どう見てもゴミなくね？」

　清掃の行き届いた入り口の前で、井い出でが嘆く。

　タイル張りの歩道に目立った汚れなどなく、植木の並んだアプローチは綺き麗れいに剪定された街路樹が整然と並んでいる。見た感じ、紙切れ一つ落ちてなさそうだ。

　いよいよ万策尽きたか、とみんなが敗北を受け入れかけた──。

　その時。

「……ん、ちょい待ち。あれ何？」

　小こ泉いずみさんが駐車場の方に目をやりながら呟つぶやいた。

　──よし、気づいたな。

「あれって……コンテナ……？」

　バスが何台も止められる広々とした場所に、天井の開いた大きなコンテナが並んでいる。

　その中には──。

「あれ、全部……ゴミ袋じゃない？」

　その通り。

　あれは──廃棄物処理業者のコンテナ、である。

　ざわっ、と辺りがざわめく。

「えっ、嘘うそだろ、なんで美術館にこんなにゴミがあるんだよ……!?」

　目を点にして驚く井出。

「なんだろ、紙皿とか、割り箸みたいな……？」

　前に出てきょろきょろとする井出を邪魔そうにどかして、じっ、と目を細める小泉さん。

「あっ、アレ！」

　穴あな山やまが何かを見つけたらしく、大きな声を上げる。

　みんなの視線が穴山の指差す方へ向かった。

　その先、公園エリアの入り口には──。

　撤去作業中の、特設ゲート。




「峡国市特産品祭り……特設会場……!?」




　読み上げられたその文字が意味することを理解し、ワッと一気に場が盛り上がった。

「あっ、お祭り後のゴミ!?」「マジかよ、それどんな偶然!?」「お祭りの後ってゴミやばいもんね！」「え、じゃあもしかして敷地内ゴミだらけ？」「あんだけゴミ溜まってりゃそりゃあるだろ……！」

　急激にクラスメイトたちの熱量が高まる。

　ところどころで喜びの声を上げるその様子を見て、俺は密かにほくそ笑んだ。




　──図書館での、ゴミポテンシャル値の調査中。

　広報誌に目を通していた俺が発見した最大のイレギュラー要因。それが、特産品祭りだ。

　通常は峡きよう西にしから遠く離れた公共広場で開催されるイベントだが、今年は別のイベントと重複してしまったらしく、代替場所として選ばれたのが美術館併設の公園エリアだった。

　イベント自体はその名の通り、峡きよう国ごく市の特産品の販売が目的だが、出店や県内ワインの試飲会なども見どころの一つとされていた。

　そして出店が出る以上は、それに伴ってゴミも大量に発生する。場所柄、原状回復を強く求められるスペースだろうから、園内の清掃活動が必要になるのは想像に難かたくない。

　それに目をつけた俺は……予め開催団体とコンタクトを取り、一部区画の手伝いをすることを提案していたのだ。

　市の観光課を経由したこともあってか、団体の人は申し出を快諾。今朝清掃ボランティア決行の伝達をした時にはしきりにお礼を言われてしまった。

　──そして、この特殊要因により。

　西ブロックの、ゴミポテンシャル値は。

　今日、この日に限って──河川敷ブロックに匹敵する。




「でも、もう残り時間が……！」

　穴あな山やまがスマホを見ながら焦り声を上げた。

　もう残りは20分。今からクラス総出で動いたとしても、集められる量は多くないだろう。




　──そう、だから。

　俺は、それを見越して。

　この最も大変なスポットを、一番やる気のあるやつに任せたんだ。




「ちょ、ちょいちょいみんな！　早くこっち！」

　先行して中の様子を見に行っていたらしい井い出でが、公園エリアの奥を指差して叫んでいる。

「何？　何かあったの？」

「早く早く！」

　訝いぶかしむ小こ泉いずみさんを急せかし、たまらず走り出した井出の後を、みんなして追いかける。




　──公園エリア、北側の小道を、少し進んだ先。

　緑の木々が立ち並ぶ、遊歩道の一角。

　川沿いのほとりのような、その場所で。

「あっ……」

　誰かが、驚きの声を上げる。

　そこには──。




「──ハッ」




　大量のゴミと。

　ぐちゃぐちゃに汚れたジャージと、その長い金髪を、泥で汚した格好で──。




「見たかよっ！

　これだけありゃ、アタシの勝ちだっ！」




　──胸を張って、精一杯なドヤ顔で勝ち誇る。

　勝かつ沼ぬまあゆみが、そこにいた。





[image: ]









　ああ……もう。なんてみっともない姿だ。

　水溜まりでこけたのか？　それとも、目の前の川にでも落ちた？

　涼しい顔で立ってれば、カッコついたかもしれないのに。

　このポンコツが。




　でもな──。

　お前は、その必死で、懸命で、ひたむきで。

　何度叩たたかれても立ち上がる、雑魚ざこくて諦めの悪い、報われないポンコツ姿こそが。




　──最っ高に、ラブコメキャラしてるんだよっ！




「──あゆみっ！　なにこれ、超すごいじゃん！」

「あっ、えっ……？」

　驚く勝かつ沼ぬまに、感極まったように駆け寄ったのは──一番の友人である、玉たま幡はたさん。

　それから堰せきを切ったように、クラスメイトたちが勝沼に声をかける。

「すっ、すげぇ量！」「これ一人で拾ったの!?」「やべー、最高！」「これで６袋半だ!?　あともう半分で１位に並ぶじゃん！」「うおおお、いいぞ！　あとちょいだ！」「そ、それよかめっちゃ汚れてるし……！」「だれかタオルタオル！」

　その様子を見て、俺は思わず胸が熱くなった。

　やっぱり、みんな、そっちの方がいいよな。

　それじゃあ──総仕上げ、といこうか。

　俺は熱狂するみんなをかき分けて、勝沼の前に立つ。

「おい、ポンコツ」

　ハッと我に帰った顔をする勝沼に、俺はいやらしく笑いかける。

「これ、どうせお前が拾ったもんじゃないんだろ？　団体の人に分けてもらったんだ」

「……ち、違うって！　ちゃんとアタシが……！」

「嘘うそつけよ。今さらいい子ちゃんアピールしやがって、マジムカつくわ」

　俺は、勝かつ沼ぬまを責め続ける。

　なぜなら俺は、このイベントにおける〝悪役〟だから。倒されるべき〝敵〟だから。

　そして真の〝敵〟とは──。




「もうやめろよ、委員長っ！」




　横から体を滑り込ませ、俺の前に立ちはだかったのは──井い出でだった。

　その顔は、いつものヘラヘラした態度なんて微み塵じんも感じさせない、真剣そのものな表情。

　井出は──。




「もういいだろっ、そうやってボコにしたりハブったりすんのはっ！　そんなん、全くおもんないっつーの！」




　──ああ。

　そうだ、その通りだ。




　クラスメイトみんなが〝悪役おれ〟を、非難するように見ている。

　だれ一人、〝敵おれ〟を擁護する人はいない。

　つまり、それこそが──クラスの、総意だ。




　だれかをハブって、叩たたいて、除け者にするような。

　そんな〝シナリオ〟は──。




　──倒されてしかるべき、俺たちの、〝宿敵〟なんだから！




「勝沼──勝った方が、負けた方に……なんだっけか？」

「え……？」

　俺は、ぽつりと呟つぶやく。




　もういいよな？　もうそろそろ、やってもいいよな？

　……ああ、もう限界だっ、いい加減無理だ！




　そして俺は──胸いっぱいに息を吸って。

　吸って吸って、体を逸そらしながら限界まで吸って。

　ずっとずっと貯めていた、わだかまっていた、全部の気持ちを込めて。







「ほんっ、とーにっ────。

　ごめんなさいでしたぁああああああああああああああああ！」







　──１０００回に及ぶ練習を経て、完かん璧ぺきに整った、土下座をお見舞いした。




「「「「「………………は？」」」」」




　周囲から、音という音が消える。




「馬鹿にしてっ、ディスりまくってっ、すいませんっしたぁぁぁあああ！　僕が間違ってましたぁぁぁぁああ！」

　ごんごんコンクリートの大地に額を打ちつけながら、大声で。

「勝かつ沼ぬまさんはっ、僕たちの救世主でぇえええええす！　最ッ、高ッ、のッッ！　僕たちの仲間でぇええええええええす！」

　そして腹の底に残った空気、全部を使い切る勢いで──。




「だからっ、許してくださぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああい!!」




　──。

　──……。

　────…………。

　ちゅんちゅんちゅん。




　……スズメさん、今はちょっと空気読もうか。




　俺はハァハァと呼吸を落ち着けながら、姿勢そのままにチラッと周囲を窺うかがう。

　低みから見るクラスメイトの顔は──みな一様に、凍結していた。




　あれ………………ちょっと、オーバーにやりすぎた……カナ？




　◆




　沈黙に耐えきれなくなり、俺は無言で立ち上がる。

　そして、オホンと咳せき払ばらい。

「……と、とにかくです。俺が悪かった、勝かつ沼ぬま」

　く、くそっ、失敗した失敗した！　ついほどばしる申し訳なさからハデに謝罪しすぎてしまった！　こんなんじゃ勝沼のこと言えねーぞ、かっこ悪い！　やり直しだやり直し！

　たぶん真っ赤であるだろう頰ほおをベシベシ叩たたいて「え、恥ずかしがってないですけど腫はれてるだけですけど？」的に誤魔化し、硬直しっぱなしの勝沼の方を向く。

「……」

　見れば見るほど、その姿はボロボロだった。ただのゴミ拾いでどうしてこんなになるんだ、ってくらいに。

　……うん、でも。

　やっぱり、いいな。

「やっぱ……お前はかっけぇわ。さすがは俺のセンパイだ」

「……っ」

　その言葉で、勝沼が再起動する。

「俺は、今までのお前を全部許す」

　なるべく優しい印象になるように笑いながら、俺は続ける。

「だからお前も……俺たちを、許してくれないか？」

　そして俺は──穴あな山やまを、小こ泉いずみさんを、井い出でを……クラスメイトみんなを見回した。

「やっぱクラスの仲間同士、いがみあったり貶けなしあったりすんのは嫌だよな。それは、みんなも同じだった」

　そして俺は、再び勝沼の方を向き直す。

「だから、これでチャラにしよう。どっちも悪かった、だからおあいこだ、ってことで」

「あ……その……」

　どうしていいかわからない、という顔の勝沼。

　……まったく、ほんとアホだな。シナリオなんかなくったって、そのぐらい察しろ。




「──あーもうっ！」




　──と、唐突に、横から叫ぶ声。




　見れば井い出でが、きっちりセットしているはずの髪をグシャグシャに乱してから、パン、と両手を目の前で打ち付けた。

「俺、マジダッサかったわっ！　おもんな！　ごめんあゆみ、やりすぎた！」

「あ、あゆみ！　私も！　なんか、チクるみたいなことして、マジごめん！」

　続けて謝る玉たま幡はたさん。

　そして──。

「……俺も、悪い」「ごめんあゆみ！　あそこまで言うつもりなくって！」「その……無関係気取ってて、悪かった」「マジすまん！」

　ぽつぽつと、勝かつ沼ぬまグループの面々から謝罪の言葉が漏れる。

　──さらに。

「まぁ……ボクも、ちょいちょい陰口言ってたし……それは、ゴメン」

　穴あな山やまが頰ほおを搔かきながらぺこんと頭を下げ、そして精一杯にその顔を厳いかつく強こわ張ばらせる。

「で、でも！　アニメ馬鹿にするのはどうかと思うわ！　こ、今度ぜったい沼に落とすから、好み教えてよ！」

　びっ、と勢いよく指差して啖たん呵かを切った。

「……あたしは何一つ間違ったこと言ってないし。許してもらう覚えはない」

　小こ泉いずみさんはいつもの調子で、腕を組んで仁王立ち。

　だが。

「ま……でも。そのダッサイ格好のあんたは、まぁ悪くないんじゃない？」

　そして、仕方なさげに肩を竦すくめ、少しだけ口元を緩ゆるめた。

「……素直じゃないよねイズミって。後で委員長シバくとか言ってなかったっけ？」

「うっさい黙れ。ミク、あんた今度シュート練の壁役な」

　えー！　と叫ぶ西にし野のさん。

　その様子に、みんなから笑いが漏れた。

「──あゆみ」

　そして、最後に……。

　ずっと遠巻きで、様子を窺うかがっていた清きよ里さとさんが、一歩前に進んで。

「だれもあゆみを、傷つけたりしないよ。あゆみの居場所は、ちゃんとここにあるんだから」

　優しく、慈愛に満ちた、天使そのものの顔で、にこりと笑った。




　勝沼は──。




「ア、タシ、も……」




　唇を震わせて、言葉が出そうで、出ないのを繰り返しながら。

　目を真っ赤にした勝かつ沼ぬまは──。




「馬鹿な、ことばっかやってて…………ごめん、なさい……っ！」




　口元を押さえながら……深く、頭を下げた。




　──うん。そうだ、それでいい。

　喧けん嘩かして、お互い謝り合って、認め合って。

　そうして、〝仲間〟になっていくのが。




　──ラブコメの、王道テンプレなんだ。




　堰せきを切ったように、わっと勝沼の周りに集まるみんな。

　井い出でや玉たま幡はたさんをはじめとして、多くのクラスメイトに囲まれ、もみくちゃにされる勝沼を遠目に見ながら、俺は双そう眸ぼうを緩ゆるめる。

「お前の〝作戦〟は完かん璧ぺきにハマった、か？」

　……と、ずっと静かだった鳥とり沢さわが、いつのまにか横に現れニヤニヤと笑っていた。

「消極的な選択肢、って顔でさらっと西ブロックを候補にしたのは、最初から物産展コレを知ってたからだな？　で、勝沼のトラブルが起ころうが起こるまいが、どう転んでもこの展開に持ってくつもりだった、と」

「……さて、なんのことやら」

　俺は肩を竦すくめて不敵に微笑む。

　……ほんとはニッてしたかったのが、ニュイッって感じになっちゃったのは内緒だ。

　鳥沢は心底愉快そうな顔で、がっと肩を組んできた。

「お前、やっぱ飽きねーわ。最終的に何をしでかすつもりか知らねーけど、その調子でいこうぜ、リーダー？」

「ウ、ウン、コレカラモヨロシクネ」

　俺がカタカタと壊れたロボットみたいに笑っていると、感極まった様子で身を震わせていた常葉ときわが、ぐぐぐっ、と強く拳こぶしを握りしめるのが見えた。

「……いよっしゃーっ！　みんな、もうあとちょい！　ラストスパートがんばろーっ！」

　言ってから「おおー！」と両手を天に向け突き上げる。

　そして、大音量の賛同が、辺りにこだました。




　ああ、みんなのテンションの高まりを感じる。

　ラブコメの息吹を感じる。




　──そうだ、これこそが。




「……よぉおおおし、こっから勝つぞぉおおおお！　１年４組ぃいいい！」

「「「「「おおーっ！」」」」」




　俺が作り上げたかった──〝ラブコメのクラス〟だ！




　──〝宿敵成敗イベント〟。

　並びに、ラブコメ環境３層モデル、中層『ラブコメ最適化クラス』の構築。




　オールクリア。

　ミッション、コンプリート!!




　◆




「ふぅ……これでよし、と」

　学校のゴミ捨て場で、お菓子のクズが詰まったゴミ袋を放り投げてから、パンパン、と手をはたく。

　イベント後の校内に、人影はほとんどない。さっきまで賞品のジュースとお菓子でパーティしてたから、余計に静かに感じるな。

「悪かったな、常葉ときわ。手伝ってもらっちゃって」

「ううん、全然ー。むしろこのくらいはさせて、ってさー」

　ほいっ、という掛け声とともに、常葉の放ほうった空きペットボトルの袋が、がっしょんと音を立ててゴミ山の頂上に乗っかった。

「ナイシュー。それじゃ、俺は最終チェックがあるから一回教室戻るわ。先に二次会行っててくれ」

　そう言って踵きびすを返し、教室へ戻ろうとする。

「あ、委員──ううん、耕平！」

「……？」

　と、常葉に呼び止められ、俺は振り返る。

　ん、あれ？　今なんか名前で呼ばれたような気が……？

「改めて……あゆみのこと、ホント、ありがとう」

　常葉ときわは背筋を伸ばして、それから真面目な顔で頭を下げた。

「な、なんだ、あらたまって」

「自分が悪者になってまで、あゆみのために頑張ってくれて。最初は、ちょっと心配だったけど……それでも、最後は全部解決してくれた」

「いやいや、頭上げろって。別に感謝してもらいたくてやったわけじゃないから」

　俺は〝計画〟のため、当然のことをしたまでだ。特別なことは何もしていない。

「それに、一番頑張ったのは勝かつ沼ぬまだ。褒めるならあいつを褒めてやってくれ」

「……うん。そだなー」

　そして常葉は、にへら、と笑って。




「でもやっぱり、ありがとう。……耕平は、本当にすごいな」




　──そんな、まっすぐな言葉を投げかけられた。

　そ、そこまで褒めちぎられると、照れるな……えへへ。

「あ、あー。とにかく、また後で！　じゃな！」

「うん、後でなー！」

　俺はニヤつく顔を押さえながら、教室に向かって走る。

　よしよしっ、これはバッチリ好感度アップしたかな!?　名前呼びに変わったっぽいし、常葉は本当に清く正しく〝親友キャラ〟してていいね！

　俺はウキウキで階段を駆け上がって４階へ。

　とっととチェックを終わらせて、楽しい〝打ち上げイベント〟に向かうぞー！

　そんなことを思いながら、自教室へと入る。

「……っと、ん、勝沼？」

　すると、無人の教室で一人、窓に背をもたれて立っている勝沼に気づいた。

　ジャージは汚れてしまったので、今は制服姿だ。泥のついてしまった髪は水で洗ったのか綺き麗れいになっていて、しっとり湿った状態で一つにまとめ、前に流している。ドライヤーもないだろうからな、乾かせないのは仕方ないか。

「なんだ、まだ残ってたのか。打ち上げは？」

「後で追いつく、って言っといた。もうみんな行ってる」

「そか」

　しっかりクラスの一員に戻れたことを感じて、俺は笑って言った。

「よかったな。言った通り、ちゃんと素のお前で勝てただろ？」

「……でも、優勝できなかったし」

　目線をズラして、思い詰めたように俯うつむく勝かつ沼ぬま。

　──結論から言えば、俺たちは優勝を逃した。

　最終的なゴミ量は８袋と過去最高だったが、河川敷ブロックがまさかのタイ。勝敗はゴミの重量判定となった。

　勝沼の集めていたゴミは、紙コップや紙皿といった燃えるゴミが大半だ。嵩かさが稼げる分、袋の数は多くなるが、重量勝負になった場合に分が悪い。結果、缶・ビンなど重みのあるゴミが多かった河川敷ブロックに競り負けた格好である。

　何にせよ、一人であれだけの量を集めた勝沼に、非なんて一切ない。

　それに、そもそも──。

「何言ってんだ。最初から目的は、お前の居場所を作ることだったろ。ならお前の勝ちだ」

「……」

　勝負の結果は敗北でも、それは勝沼にとってまごうことなき勝利だ。

　だから今回の〝イベント〟は大成功なのである。

「……で、どうした？　常葉ときわならもう現地向かったぞ」

　俺がそう尋ねると、勝沼は再びこちらに視線を向けた。

「アンタに……言い忘れたことがあって」

「ん？　なんだ？」

　と、そこで勝沼は、壁から背を離して俺に正対し、髪をすいすいと梳とくように触る。

　そして、きゅっと唇を噛かんでから、意を決したようにぺこんと小さく頭を下げた。

「ボール……ごめん」

「うん？」

「バレーの時の……」

　あぁ……そういえばそんなこともあったな。

　勝沼はしゅん、とうなだれたまま続ける。

「アレ、マジでわざとじゃなくて……楽しそうにしやがってムカつくわ、ってぶん投げたら、たまたまいいとこ行っちゃっただけで。怪我させてやろうとか、そういうのは全然なくて……」

「いやいいよ、全部チャラって言ったろ。お前のポンコツっぷりを見てるとマジ偶然だったんだろうしな」

　そういうとこ致命的に運が悪いというか、裏目裏目に出るからな、こいつ。俺と一緒だ。

「てかさ……」

　勝沼が頭を上げ、伏し目がちにこちらを見上げる。

「なんでアンタは……ずっと邪魔して、叩たたいてばっかだったアタシのために……色々、してくれたんだよ？」

「別にお前のためだけってわけじゃない。俺の目的のためにも、絶対にクラスに連れ戻す必要があったからな。あと、お前が予想以上にイイ〝設定〟持ちだった、ってのもあるかも」

「目的……？　設定……？」

　あぁ、そう言えば……結局、その辺までは話してなかったか。

　俺は怪け訝げんそうに首を傾かしげる勝かつ沼ぬまを、じとり、と上から下までつぶさに見た。

「お前って……やっぱスッピンのがイイな」

「は、はぁ!?」

　驚いて、化粧の落ちた顔をペタペタと触る。

「スタイルも悪くない……ビジュアルはやっぱ19位なだけある……」

「ちょっ、ジロジロ見んな！　は、恥ずいから！」

「まだハッキリ数字出してないし、確定じゃないけど……」

「……数字？」

　きょとん、とする勝沼をよそに、俺は「はぁ」と息を吐いた。

「たぶん、届かないんだよなぁ……」

「届かない？」

「でも〝属性〟と〝過去エピ〟はさいつよまであるからな……もったいないよなぁ」

「ちょ、ちょい、さっきから何言って……？」

　ポジションをどうするかって問題もあるし……。

　ん、そうだ、待てよ？

「……例外、範囲外…………番外？」

　──あっ!!

　そうだ、それだっ！

　俺はパンっと手を叩たたき、うんうんと頷うなずく。

　それから勝沼に向き直って、その瞳をじっと覗のぞき込む。

　勝沼は体を跳ねさせて、たじっと一歩退こうとするが、すぐ後ろは窓なので下がれない。

「勝沼」

「なっ、なに……？」

「お前は、素晴らしいポテンシャルを持っている。雑魚ざこなのに必死に頑張ってるところとか、なんやかや素直なところとか」

「やっ、そのっ！」

「あとグヌヌ顔とか。まさにそれらは〝ヒロイン〟にふさわしい魅力だ」

「ひ、ヒロイン!?」

　勝沼がひゃっと声を上げる。

「だがな……」

　俺はクッと悔しげに唸うなって、断腸の思いで告げる。

「正式にヒロイン判定を出すためには、ラブコメ適性がＡ以上である必要がある。誠に、誠に遺憾ながら、恐らくお前はＢで限界なんだ……」

「ん、は……？」

「だがそのポテンシャルを眠らせておくのは、あまりに惜しい」

　そこで俺は考えた。

　勝かつ沼ぬまにピッタリで、場合によってはメインよりも人気の出る可能性まで秘めた、例外的な位置づけの〝登場人物〟。

　そのポジションとは──。







「お前には──。

〝攻略できないヒロイン〟そして〝ポンコツ後輩キャラ〟のポジションを授けよう！」







「……………………ハァ？」

「だから、攻略できないヒロインだ」

「……？」

　勝沼は、はて、という顔で首を傾かしげている。

　説明が必要かな？

「あれだ、基本攻略対象じゃない〝サブキャラ〟なんだけど、思った以上に魅力的だったり、キャラが立っちゃったりしたことで、読者からヒロイン並みに愛される登場人物のことな」

「……」

「だが残念なことに、あくまで本筋には無関係な〝サブキャラ〟の一人には違いないから。どんなに魅力的でも、メイン勢ほどイイ扱いは受けられないんだな、これが。そういう根本的な立ち位置からして負けてる感がまさにぴったりかなって思って」

「……あぁ」

　と、勝沼が何かに気づいたように漏らした。

　お、理解を得られたかな？

「要は喧けん嘩か売ってるってコトな？」

「あれ、なんでそうなった!?」

　勝沼はギリ、と目を細めてから「チッ」と舌打ちをして続ける。

「いやもう、ないわ。マジないわ。ビビって損した、アホくさ」

「えっ、ダメ!?」

　てかなんかちょっと元に戻ってない!?

「つかフツーに考えてポンコツとか負けとか言われて嬉しいわけねーだろ。バカじゃねーの？」

「いやいや待ておい、早とちりすんな！　ポンコツ属性はな、ギャップ萌もえの極地だぞ！　一見才色兼備な憧れの生徒会長なのに恋愛研究とかしちゃうアホだったり、見た目はめちゃ美女なのに中身小学生以下な駄目ＯＬだったり……その温度差が可愛かわいく見えちゃうだろ!?」

「全く良くなんて聞こえねーよ」

「ええい、仕方ない！　じゃあ奮発して〝ウザ絡み〟属性も追加だ！　最初からマジお邪魔キャラだったしなお前！　どうだ、これで最近の流は行やりも取り入れたぞ!?」

「アンタのウザさが一気に跳ね上がってんだけど？」

　やっべ、目が超冷たい。汚物を見る目で見下されてる感ある。

「そっ、それにな！　今はサブキャラだって救済されるケースあるから！　運が良ければ本編完結後数年経ってからあゆみifとか出るかもよ!?　口悪いし後輩コウハイだしナイス共通点だぞ！」

「死ねよ」

「ええええ、完全に元に戻ってるぅー！」

　な、なぜだっ！　さっきまでの素直で愛しいポンコツはどこに!?

「つーかなに勝手に認定とかしてるワケ？　そんなんがアンタの目的なのかよ」

「おまっ、そんなんとはなんだ！　現実でラブコメしようとすることのどこがおかしい！」

「……………………いや、アタシなんて目じゃないくらいバカだったんだな、アンタ」

「お前に言われるのだけはすげー心外だわ！」

「アァ!?」

　そして教室で二人してギャースカ。

　ひとしきりやり合ったあと、勝かつ沼ぬまが急に黙り込んだ。

「……もういい。くっだらな」

　そして顔を伏せて憎々しげに呟つぶやく。

「アンタにとっちゃ、アタシなんかどうでもよかった、ってことだろ。たまたま助けてやっただけで勘違いすんな、って言いてーんだ」

「いやそんなことは一言も言ってねーだろ……」

「じゃあなんでサブとか無関係とかそーいう話になるんだよ！」

　ぎゅっ、と両手を握り、唇を噛かみ締めてこちらを睨にらみつけてくる勝沼。

　ったく、これだからポンコツは。

　俺はため息をついてから続けた。

「お前はさ。今までずっと、一人で頑張ってきただろ。どんだけ負けても、失敗しても、絶対に諦めずに」

「……」

　そして俺は、勝沼の目をじっと見つめて。




「だから、俺のストーリーの中心人物メインキヤラってより、お前自身のストーリーの〝主人公〟の方が似合ってるって思ったんだ。なんせお前は、理不尽げんじつに抗あらがい続けた俺のセンパイ、だからな」




「……あ」

　勝かつ沼ぬまが目を見開く。

「お前には、まずその強さを貫いてほしかった。ポンコツでも雑魚ざこでも、絶対に現実には屈しないんだって。欲しいものは何度死んでも手に入れてやるんだって。その不屈の精神を……俺は、尊敬してるから」

　それに、と俺は笑って。




「勝沼あゆみは負けてる限り勝つまで諦めない。

　つまりそれこそ、お前が絶対に負けない必勝法──だろ？」




　勝沼は顔を伏せてしばらく黙ってから、ぎゅっと服の裾すそを掴つかむ。

　伏せた目は何かに感じ入っているようで、頰ほおは少しだけ紅潮しているように見えた。

　そして──。

「………………クソッさむっ」

「ンエー!?」

　なんで!?　今わりかしカッコイイシーンのつもりなんだけど!?

　勝沼は嫌そうに顔を歪ゆがめ、両腕を抱いた。

「アンタさぁ……ぶっちゃけ、時々出してくるクッサイ語り口調、マジで似合ってねーから」

「嘘うそでしょ!?」

　なんでみんなわかんないの!?　〝主人公おれ〟がカッコイイこと言うのそんなダメ!?

　俺がプンスコしていると、勝沼は最後に盛大にため息をついてから振り返る。

「あー、アホくさ。アタシ、もう行くから」

「おーおー、行け行け。とっとと行ってたっぷり遊んでラブコメしてこい」

　しっしと手で払って、勝沼が舌打ちで返す。




「──ま、でも」




　──と。




　つかつかと進んでいた勝沼が、ふと立ち止まり。




「一応……アンタに教わったことは、忘れないようにしとく」




　そして、前に垂らした長い金髪を、さっと後ろに流して。

　上半身だけ、こちらに向き直り──。




「色々、助けてくれて……ありがとね、センパイ」




　──どこか、晴々とした顔で、笑った。
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『──ってのが全容だ。上うえ野の原はらのおかげでいい感じにピンチ感出たわ。さすがは名共犯者』

「ま、この手のイベントじゃ本番中は何もできないし。少しくらいはね」

　私はベッドに座って、髪をくるくると巻きながら話す。

　多少強引にでも、生徒会の先輩に聞いてみてよかった。まぁ、担当があの人だったから教えてくれたのかもしれないけど。

「ちなみに……芽め衣いは何してたの？」

『ん、清きよ里さとさんはほとんど関わってないぞ。今回のは〝メインストーリー〟に組み込まないことにしたし、そもそも仕掛け人の側だしな』

　電話の向こうであっけらかんと話す耕こう平へいをよそに、私は思考を深める。

　──今回の一件を経て。芽衣の真意に、一つ大きな気づきがあった。

　あの子には『クラスがネガティヴな状態になるのを極端に嫌がる』気持ちがある。それこそ、今まで決して表にしようとしなかった己の影響力を、思わず行使してしまうほどに。

　暴走を始めた勝かつ沼ぬまさんを抑制したり、耕平を誘い出し、共感が得やすいであろう〝幼おさな馴な染じみ設定〟を偽装してまで押し止めようとしたのは、二人の衝突の結末を予想してのことだろう。

　もしかしたら、４組が仲良しグループの単位で細切れになっていたのは、価値観の違う人たちをまぜこぜにした時のトラブルを危惧して、芽め衣いが予あらかじめ仕組んでおいたことだったのかも。

　そして、芽衣がそこまでマイナスを忌避する背景には、過去が関わっていた。

　聞く限りだと、似たような状況を克服できなかったらしい。いじめられっ子を助けられなかったとか、その手の後悔だろうか。

　ん……？　いや、ちょっと待った。

　はみ出し者。クラスの和を乱す悪者。

　目立たず、突出せず、〝普通〟であろうとする芽衣。

　──……。

　もしかすると、それって──。

『──おーい。聞いてるか？』

「あ、うん。ごめん」

　……いけない、またやってしまった。集中するとつい他のことが耳に入らなくなるな。

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、適当な話題を見み繕つくろう。

「ま……とにかく、うまくいってよかったんじゃん？　いきなり『しばらく〝主人公〟やめる』とか言い出した時は、今さら真人間になるつもりかって思ったけど」

『まるで〝主人公〟の時は真人間じゃないみたいな言い草だな？　つか俺以外に〝敵〟役が務まるはずもなし、仕方ないだろ。もう二度とやりたくないけどな』

「そこまでして勝かつ沼ぬまさんが期待通りに動かなかったらどうするつもりだったの？」

『ん、まぁ、そこはあんま心配しなかったんだよな。あいつの諦めの悪さは信頼してたし』

　……よくよく考えれば、耕こう平へいに認められるレベルの諦めの悪さ、って相当ヤバいな。私からしたら耕平の時点で頭おかしい、って思うくらいなのに。

　そういう意味じゃ勝沼さんもまた、自分にしかないものがある、ってことなんだろうか。

『それに、あいつは色々ラブコメ属性持ってたから。表面的なメッキを取り除いて、本来の自分さえ取り戻せれば、きっとハッピーエンドにたどり着ける……って確信してたのもある』

「……」

『ん……？　あ、ちょいすまん。風呂呼ばれたから、入ってくるわ。また後で』

「あ、うん。また」

　通話が切れ、自動的にホーム画面に戻ったスマホをぼんやりと眺めながら、ふと思った。




　──本来の自分なんて言えるものが何一つなくて、たまたま与えられた〝設定レツテル〟でしか自分を示せない私は。

　たぶん、耕平の求める〝ラブコメ〟と、本質的に合わない存在なんだろう。

　そんな分かりきった事実に、なんでか今日は──少しだけ、もやっときた。
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　今日も元気に、俺は学校に登校する。

　梅雨ももうすぐ終わりなのか、最近は晴れの日が多い。やっぱ雨よりも晴れが好きだなー、俺は。天気が良ければ調査も捗はかどるし。

「はよっすー」

　教室に入るなり、俺はクラス全体に届くような声で挨あい拶さつした。こちらに気づいた人から順に反応が返ってくる。

「お、師匠。やっとチラムネ最新刊買えたんだけど、もう読んだ？」

「当然読んだ！　つーかヤバすぎやろアレ、中盤から無限に泣いたわ。部活入ろうかと真剣に悩むレベルの熱血展開だし」

「マジかー！　早く読みてー！」

　穴山と楽しくオタトークで盛り上がっていると、ちょうど登校してきたばかりの常葉ときわが話に入ってきた。

「おっす二人とも！　今度はなんの話ー？　新しいアニメー？」

「いやいや、最近話題のラノベでさ。新時代の青春ラブコメよマジで」

「あれそのうち絶対アニメ化するよねー。てか常葉氏、適性あるんじゃない？　今回スポ根ってことならめっちゃ好きそうだし」

「え、マジで？　貸して貸してー！」

　そんなことを話していると、今度は小こ泉いずみさんがやってきた。

「委員長、あんたこの前の練習試合、見に来てたんだって？　なら声かけろっつの」

「あ、いや、邪魔しちゃ悪いかなって。あと一応部外者だし……」

「てか差し入れの選び方が謎、試合中に信玄焼きなんか食えるか。今度からスポドリにして、粉末のやつタンクに入れて」

「もはやただのマネージャーじゃないソレ？」

「えー、そうかなー？　俺も酒まんじゅう差し入れしてもらったけど食べたぞー？」

「いや常葉氏、ボクも小泉さんの方が正しいと思うわ……師匠ってたまにセンス謎よな」

　そして今度は井い出でが。

「あっ、委員長委員長！　この前の打ち上げで歌ってたあの曲なんだっけ？　音程めちゃくちゃでよくわからんかったけど、最初がめっちゃクレイジーな奴！」

「最強×○計画か？　あと〝音おん痴ち〟のことは言わないでお願い」

「そうそう、ソレだ！　あれウチのバンドでやろっか、って話になっててさぁ」

「お前本当にそれでいいのか？」

　冒頭とか女子受け最悪だと思うんだが。

　と、そこで通りがかった鳥とり沢さわが愉快げに言う。

「いいんじゃねぇの？　アレ弾けるんだったらな」

「嘘うそでしょ!?　鳥沢あれアリなの!?」

「別に普通だろ。ロックじゃ下ネタなんざ日常茶飯事だ」

「お、おお……そう考えればアリ、なのか……？」

　もしや、英語で歌ったらかっこよくなる……？

「だろだろ!?　ツカミでグッと引き込まれると思うね、俺は！」

「いやないから。そもそも井い出での時点でアウト」

「あーごめん、イズミはそもそもターゲットに入ってないからー」

「……あ？」

「そこは一応怒るんすね……あ、電波繋つながりならボク的には『回レ！雪○花』とか聞きたい！」

　そんなこんな、みんなしてわいわいと盛り上がる。

　──もうすっかり、クラスではグループ間の垣根はない。

　この間やった〝Ｑ─Ｕ─Ｌ〟の追調査では劇的な数値改善が見られ、集団ラブコメ適性はなんと驚きのＡ判定である。

　井出を中心とするパリピグループは最初から数値が高いし、中核メンバーだけで再結集した新・勝かつ沼ぬまグループも、勝沼のラブコメ適性がＢランクに上昇したことで全く問題なし。ただし、勝沼の立ち位置が「失敗するたびみんなから生温かい目で見られるポンコツ」になったのはご愛敬。

　──ガララッ。

　と、無駄に勢いよく、教室のドアが開く。

「……へっ？」

　俺が振り向くより先に、目の前の井出が口をぽかんと開けて呆ほうけるのが見えた。

　同時に、ざわざわざわっ、と。周囲がどよめく。

　なんだ？　誰だ？

　俺はゆっくりと首を向け、渦中の人物に目をやる。

　すると、そこには──。




「……んだよ。つーか、みんなして注目すんな！」




　──バッサリ、と。

　髪を切った勝沼が、いた。




「えっえっ、あゆみ、どしたんそれ!?」「おー、昔みたい！　似合う似合う」「前よりいいんじゃないの？　邪魔にならなくて」「俺はすこ！　すこここ！」

　口々に驚きや、賞賛の言葉を浴びせる面々。

　まっ、まさか、なぜこのタイミングで〝断髪イベント〟!?　いったい何があった!?

　目を点にする俺をよそに、肩口までに切り揃そろえた髪をパッと払って、ふん、と鼻を鳴らして歩く勝かつ沼ぬま。

　──え、えっと。

「か、勝沼さん？　どういう心境の変化デス？」

　隣を通りかかった時、恐る恐る声をかける。

　ま、まさか、常葉ときわに告白とかして撃沈したり……？

「は？　汚れて傷んだから切っただけだっつの。それ以外にあるかよ」

「あ、そういう……」

　そうね、極めて現実的な理由ね。ホント、どいつもこいつも大事なラブコメイベント浪費しやがるんだから全く……。

「つかさー。そもそもアンタに関係あるわけ？　無関係なんだろ？」

「い、いやまぁ、確かにないけど……」

　な、なんだよ、まだ根に持ってんのか。別に無関係とか言ってないだろって……。

　むっつりした顔のまま、再び鼻を鳴らして去ろうとした勝沼だが、なぜかふと立ち止まる。

「まぁ、でも──」

　と、勝沼は。

　なぜだか、意味深な感じで、振り返り。




「──ナチュラルメイクにしたのは、アンタのせいかもな？　センパイ？」




　そう言って、にっと歯を見せながら、悪戯いたずらっぽく笑った。
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　──は？

「は？」

「「「「「はぁ─────!?」」」」」




　──こうして俺は、この後、クラスメイトから鬼の追及を受けることになる。




　──そんな、王道ラブコメ展開が、普通に起こるクラスを──。

　俺は、この手で作り上げたのだ。
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　──アタシは、ずっと自分のことが嫌いだった。

　愛想もよくなければ、顔だって全然大したことない。頭も悪いし、うまくいかなきゃキレそうになるし、イヤなことがあればすぐ泣きたくなるし。

　何をやってもマジでダメで、ショボくて、そのくせ諦めだけは超悪い、サイアクなクソ女だ。

　そんなことは、ガキの頃からよく知ってた。メンドクセーやつだなんてこと、ずっと自覚してた。

　だから、そんなアタシを許してくれる場所が一つだけあれば、それでよかった。他のもんは何も手に入らなくても、それだけあれば十分だった。

　だから、そんなたった一つでさえアタシには手に入れられない、って知った時──とにかく耐えられなかった。




　ずっと取り戻したくて、そのために頑張って。

　クソな自分じゃ何をやってもダメだから、うまくいってる奴のマネをして、でも結局うまくできなくて失敗して。

　何回やっても失敗ばかりで、ちょっと良くてもすぐダメになって、でも諦めらんなくて。

　間違ってるかも、って思ってもやめられなくて、失敗を認めたら全部ムダって言われてるみたいで許せなくて、やっぱり失敗ばっか繰り返す。

　いつまでもどこまでも、ずっとずっと負け続けるのが、アタシだった。




「──アタシさ。ずっと、自分が嫌いだったんだよね」

「……」




　──部活終わりのエイジを呼び止めて。

　アタシは、昔みたいに好き勝手に話し始めた。

　エイジはそのでっかい図体をちっさくして、めっちゃ辛そうな顔でアタシを見てる。

　ホント、エイジは昔から、人のことでマジになりすぎ。だれに対してもそんなだから、アタシみてーなのに付き纏まとわれることになるんだよ、バカ。

　えーと、それで……素直に、素直に。

　思ったことを、そのまま言えば、大丈夫。

「なんてかさ……アタシってバカだしショボいし、家はクソド田舎だし、たまに方言出そうになるし……いいとこなんて何一つないじゃん」

「あゆみ……」

「だから、そんなヤツは、どこ行ったって居場所なんてない、って思ってた。エイジくらいニブいヤツじゃなきゃ、一緒にいるのなんて無理じゃん、って」

　そんで『他のヤツは全員敵』なんて思ってたら、そりゃどこ行ったってだれも受け入れてくれるわけねーのに。ホント、クソバカだ。

「でも……アタシより、ずっとバカなヤツがいて」

「……」

「本気でキモいし、人のことポンコツだの雑魚ざこだの好き勝手言いやがるし、ぶっちゃけ色々なさすぎるんだけど」

　そりゃ多少は勉強できんのかもしんねーけど、顔はアタシ以上にアレだし態度もアレだし。クソダセェセリフを、しかもマジトーンでペラって言うのがホント寒すぎるし。

　そんで人のこと攻略できないとか、ヒ、ヒロインとか……お前いったい何様だよ、って感じで。男としちゃエイジのが１００倍くらいイケてると思うけど。

　でも。

「だけどさ……なんか、ずっと諦めなかったアタシがすげーとか、言ってくれて」

　尊敬できる──とか。

　そんな言葉、初めて言われたから。




　──だから、アタシは。




「だから……アタシはアタシらしく、頑張ってみよっかな、って思った。そんだけ」




　顔を上げて、まっすぐエイジを見て。

　そう言ってやった。

「……そっか」

　エイジは、ほっとしたような、なんか満足したような、そんな顔して。

「うん。頑張れ、あゆみ」

　そんで、なんでかは知んねーけど……ちょっとだけ、寂しそうな顔で笑った。

　──。

　な、なんか、だんだん恥ずくなってきたな……。

　チッ！　あのセンパイ野郎のせいで、変な方にもバカになった気がするっつこん！

　アタシはバタバタ顔をあおいでから、テキトーに話をすり替える。

「こ、今度のお盆、どうすんの？」

「うん、行くよー。あ、おばさんにきな粉のおはぎよろしくって伝えといて！」

「え、やだし。アタシあれ嫌い」

　べっ、と舌を出してそう答えて、アタシは振り向いて歩き出す。




　……何回失敗しても、何回負けても。

　諦めない限り、負けたことにはならない。

　ならアタシは、絶対に負けない。




　それが、アタシの──必勝法、らしいから。





　──なんてことを、思ってたところで。




　前から歩いてくる、人影に気づいた。




「……メイ？」

「あれ、あゆみ？　奇遇だね、こんなとこで」

　メイはアタシの１０００倍くらいカワイイ顔で笑って、小さく手を振ってくる。

「常葉ときわくんと話してたの？　ごめん、邪魔だった？」

「あ、ええと……もう終わったから」

「ん、そっか。それじゃ、またね！」

　そう言って、アタシの横を通り過ぎてく。

　……あ、ちょ、待った！

「メイ！」

「うん？」

　顔だけ振り返らせて、こっちを見るメイ。

　そうだ、メイにもちゃんと言っとかないと！

「その、やっぱアタシには……外面を取り繕うとか、そういうの無理っぽい」

　──メイは、ずっとアタシにアドバイスをしてくれた。

　エイジがどう思ってるかとか、アタシがどうすればいいかとか。そういうのを、ずっと教えてくれてた。

　コイツも絶対裏切るつもりだ、って、本音を隠してたアタシに『嫌なことを隠すのは普通だよ』って言ってくれたり。人のマネばっかしてることに『外そと面づらを取り繕うのはだれでもやってること』ってフォローしてくれたり……。

「でも……アタシには、そういうの向いてなかったみてーで。余計に拗こじれちまったから」

　そもそも、それが上手くできてたら、こんなコトにはなんなかったと思うし。

「つい感情的になって……アンタが止めてくれても、無視しちゃったし」

　体育の時──サボってんのをセンセーに見つかりそうになって、そろそろ戻っとくか、って時にメイがやってきて。なんでかもっとサボらせようとするメイを怪しんで、無理やり押し切ったのはアタシだ。

　あれはきっと、アタシが暴走しないように、って気を使ってくれたんだろう。実際、センパイにムカついてやっちまった結果が大失敗だ。

「アンタが、よかれと思って動いてくれてんのは、マジよくわかった。だけど……ごめん」

「……そっか」

　頭を下げたアタシに、メイがにこっと笑う。

　その顔が、やっぱりいつも通りだったから、アタシは思わずビビってしまう。

「うん。あゆみ、スッキリした顔してるもん。それがきっと、あゆみにとって一番なんだよね」

「あ、えと……」

　……アタシは、メイのこの笑顔が苦手だった。

　アタシが嘘うそついた時も、怒鳴った時も、ずっと優しそうな顔のままでニコニコ笑ってる。

　だからアタシには、芽め衣いが何を思ってるのか、全然わかんなかった。

　それは今も変わんない。

「あゆみは強いからね。きっと大丈夫だよ」

　……アタシが、強い？

「そんなことねーよ。アタシなんてクソ弱いって。失敗ばっかだし」

「そうかな？　少なくとも、私よりはずっと強いよ」

　当然みたいにサラッと言われて、なんかモヤっときた。

「いや、んなワケねーってば。だってメイは、アタシなんかよりよっぽど──」

「そんなことない」

　急に強く否定されて、アタシは驚いた。




「私には何もできないよ。全部うまくできるなら──こんなことにはなってない」




「め、メイ……」

「じゃあね！　また来週ねー！」

　アタシが何も言えないでいると、メイは笑って、走って行ってしまった。




　──。




「あっ、芽衣ちゃん。部活お疲れ様！」

　後ろから、エイジの声が聞こえる。

「ほんとさ、ここのとこ、ずっと相談に乗ってくれて……ありがとね」

　盗み聞きは……ダメ、だよな。

「やっぱり、芽衣ちゃんの言う通りだなー。だって俺は……耕平みたいにすごくないから」

　そう思って、アタシが前に進もうとしたところで──。




「──理想なんて求めないで、普通の毎日を過ごした方がいいに決まってるんだ──」




　──最後に聞こえた、その言葉が。なんだかすげー、イラついた。
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　──暗い夜道を、私は一人で歩く。




「ごめんね、あゆみ……私が弱いばっかりに、辛い想いをさせちゃって」

　歩く。

「……長なが坂さかくん。君は、すごいね」

　歩く。

「理想を求めて、そのために全力を尽くして、何があっても諦めないで……それで確かに、今回の最善には辿り着けた」

　歩く。

「でもね。そうやってずっと理想を求め続けても、その先には何もないよ」

　歩く。

「だって……本当は、みんな求めてないんだもん。最高の結末、なんてもの」

　歩く。

「普通の人はね、一番なんていらないの。届かないものには手を伸ばさないのが普通なの」

　歩く。

「目指す方向が違うんだよ。だから、そのままどれだけ頑張ったとしても、向かった先に〝ハッピーエンド〟なんてあるわけがない」

　歩く。

「それどころか……その先には、致命的な〝バッドエンド〟が待ち構えてる」

　歩いて、歩いて、歩き続けて──。




「──だから、長坂くん」




　そして、私は立ち止まった。







「君は、やっぱり私の敵だ。

　叶かなう意味のない理想も、それを他人に押し付けようとする君も──。




　私は、全力で否定する」
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（第二巻　了）








あとがき




　どうも、初は鹿じか野のです。途中で入院生活なんかも挟んでおりましたが、なんとか元気に二巻を出せました。意外と病院って執筆捗はかどるのでは？（錯乱）

　何はともあれ、まずは謝辞を。

　皆さまの応援のおかげで、拙作『ラブだめ』が『このライトノベルがすごい！２０２１（宝島社）』で、文庫ランキング19位、新作ランキング10位にランクインできました！　また『ラノベニュースオンラインアワード２０２０年７月刊』でも四冠を達成でき、みなさまの熱い推しパワーをひしひしと感じております。本当にありがとうございました!!

　１００倍恩返しを目指して意気込んだせいか、今巻はページ大増量のお徳用仕様に。担当編集氏に「ラブコメでこんなページ数はじめて（白目）」とか吐血させてしまう事態になってしまいました。担当氏、ほんとごめんネ！　加えて「やっぱ後半気に食わないから書き直すわ（１００ページぽーい）」とかやってごめんネ！　あと著者校を付箋の森にしてごめんネ！　ストレスで削れたであろう彼の寿命を供養するためにも、本作をお楽しみ頂けたら幸いです。

　そして、相変わらず全てのクオリティが異次元の椎名くろ先生。ギリギリまで原稿上がらないナメクジ野郎でごめんなさい。せっかくの素晴らしいキャラデだったのに、一瞬で○○ピーさせてしまってごめんなさい（本編未読の方はすぐチェック！）。最高のイラストをパーフェクトに魅せられるよう、ガッツリ加筆修正を施しましたので、ご容赦ください。

　続けて宣伝ステマと告知ダイマをば。

　著者TwitterにてＳＳを無料公開してます。描かれなかった本編の裏側とか、尺の都合で泣く泣くカットしたシーンなんかも不定期に湧いてきますので、よろしければどうぞ。

　そのほか、最新情報の告知やプレゼント企画の実施など、情報が一番早くて充実しています。ページ末にＱＲコードを載せときますので、お気軽にフォローくださいませ。ちなみに空飛ぶナメクジのアイコンが私です。なので塩リプはやめてね、溶けちゃうから！

　そして最後に、拙作が『月刊ビッグガンガン（スクウェア・エニックス）』にてコミカライズ決定！　連載作品のラインナップを見つつ「嘘うそでしょ、ラブだめこの並びに入っちゃうの？」と戦々恐々な本企画。こちらも続報が入り次第、告知させていただきます。

　それでは、またお会いできる日まで──。

～山梨のダイマスペースがなくなっちゃったぜチクショウ～　２０２０年12月
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